
参考資料4  

大王調理施設衛生管理マニュアル  

（平成9年3月24日衛食第85号別添）  
（最終改正：平成20年6月18日食安発第0618005号）  

l 趣 旨  

本マニュアルは、集団給食施設等における食中毒を予防するために、HACCPの概念  

に基づき、調理過程における重要管理事項として、  

（D 原材料受入れ及び下処理段階における管理を徹底すること。   

② 加熱調理食品については、中心部事で十分加熱し、食中毒菌等（ウイルスを含む。  

以下同じ。）を死滅させること。   

③ 加熱調理後の食品及び非加熱調理食品の二次汚染防止を徹底すること。   

④ 食中毒菌が付着した場合に菌の増殖を防ぐため、原材料及び調理後の食品の温度管  

理を徹底すること。  

等を示したものである。  

集団給食施設等においては、衛生管理体制を確立し、これらの重要管理事項について、点  

検・記録を行うとともに、必要な改善措置を講じる必要がある。また、これを遵守するた  

め、更なる衛生知識の普及啓発に努める必要がある。   

なお、本マニュアルは同一メニューを1回300食以上又は1日750食以上を提供す  

る調理施設に適用する。  

Ⅱ 重 要 管 理 事 項  

1．原材料の受入れ・下処理段階における管理  

（1） 原材料については、品名、仕入元の名称及び所在地、生産者（製造又は加工者を  

含む。）の名称及び所在地、ロットが確認可能な情報（年月日表示又はロット番  

号）並びに仕入れ年月日を記録し、1年間保管すること。  

（2） 原材料について納入業者が定期的に実施する微生物及び理化学検査の結果を提出  

させること。その結果については、保健所に相談するなどして、原材料として不適  

と判断した場合には、納入業者の変更等適切な措置を講じること。検査結果につい  

ては、1年間保管すること。  

（3） 原材料の納入に際しては調理従事者等が必ず立合い、検収場で品質、鮮度、品温  

（納入業者が運搬の際、別添1に従い、適切な温度管理を行っていたかどうかを含  

む。）、異物の混入等につき、点検を行い、その結果を記録すること。   



（4） 原材料の納入に際しては、缶詰、乾物、調味料等常温保存可能なものを除き、食  

肉類、魚介類、野菜類等の生鮮食品については1回で使い切る量を調理当日に仕入  

れるようにすること。  

（5） 野菜及び果物を加熱せずに供する場合には、別添2に従い、流水（飲用適のもの。  

以下同じ。）で十分洗浄し、必要に応じて次亜塩素酸ナトリウム（生食用野菜にあ  

っては、亜塩素酸ナトリウムも使用可）の200mg／旦の溶液に5分間（100mg／£  

の溶液の場合は10分間）又はこれと同等の効果を有するもの（食品添加物として  

使用できる有機酸等）で殺菌を行った後、十分な流水ですすぎ洗いを行うこと。  

2．加熱調理食品の加熱温度管理   

加熱調理食品は、別添2に従い、中心部温度計を用いるなどにより、中心部が75℃   

で1分間以上（二枚貝等ノロウイルス汚染のおそれのある食品の場合は850cで1分間   

以上）又はこれと同等以上まで加熱されていることを確認するとともに、温度と時間の   

記録を行うこと。  

3．二次汚染の防止  

（1） 調理従事者等（食品の盛付け・配膳等、食品に接触する可能性のある者及び臨時  

職員を含む。以下同じ。）は、次に定める場合には、別添2に従い、必ず流水・石  

けんによる手洗いによりしっかりと2回（その他の時には丁寧に1回）手指の洗浄  

及び消毒を行うこと。なお、使い捨て手袋を使用する場合にも、原則として次に定  

める場合に交換を行うこと。   

（D 作業開始前及び用便後  

② 汚染作業区域から非汚染作業区域に移動する場合  

③ 食品に直接触れる作業にあたる直前  

④ 生の食肉類、魚介類、卵殻等微生物の汚染源となるおそれのある食品等に触れ  

た後、他の食品や器具等に触れる場合  

⑤ 配膳の前  

（2） 原材料は、隔壁等で他の場所から区分された専用の保管場に保管設備を設け、食  

肉類、魚介類、野菜類等、食材の分類ごとに区分して保管すること。  

この場合、専用の衛生的なふた付き容器に入れ替えるなどにより、原材料の包装  

の汚染を保管設備に持ち込まないようにするとともに、原材料の相互汚染を防ぐこ  

と。  

（3） 下処理は汚染作業区域で確実に行い、非汚染作業区域を汚染しないようにするこ  

と。  

（4） 包丁、まな板などの器具、容器等は用途別及び食品別（下処理用にあっては、魚  

介類用、食肉類用、野菜類用の別、調理用にあっては、加熱調理済み食品用、生食  
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野菜用、生食魚介類用の別）にそれぞれ専用のものを用意し、混同しないようにし  

て使用すること。  

（5） 器具、容器等の使用後は、別添2に従い、全面を流水（飲用適のもの。以下同  

じ。）で洗浄し、さらに800c、5分間以上又はこれと同等の効果を有する方法で十  

分殺菌した後、乾燥させ、清潔な保管庫を用いるなどして衛生的に保管すること。  

なお、調理場内における器具、容器等の使用後の洗浄・殺菌は、原則として全て  

の食品が調理場から搬出された後に行うこと。  

また、器具、容器等の使用中も必要に応じ、同様の方法で熱湯殺菌を行うなど、  

衛生的に使用すること。この場合、洗浄水等が飛散しないように行うこと。なお、  

原材料用に使用した器具、容器等をそのまま調理後の食品用に使用するようなこと  

は、けっして行わないこと。  

（6） まな板、ざる、木製の器具は汚染が残存する可能性が高いので、特に十分な殺菌  

に留意すること。なお、木製の器具は極力使用を控えることが望ましい。  

（7） フードカッター、野菜切り機等の調理機械は、最低1日1回以上、分解して洗  

浄・殺菌した後、乾燥させること。  

（8） シンクは原則として用途別に相互汚染しないように設置すること。特に、加熱調  

理用食材、非加熱調理用食材、器具の洗浄等に用いるシンクを必ず別に設置するこ  

と。また、二次汚染を防止するため、洗浄・殺菌し、清潔に保つこと。  

（9） 食品並びに移動性の器具及び容器の取り扱いは、床面からの跳ね水等による汚染  

を防止するため、床面から60cm以上の場所で行うこと。ただし、跳ね水等から  

の直接汚染が防止できる食缶等で食品を取り扱う場合には、30cm以上の台にの  

せて行うこと。  

（10） 加熱調理後の食品の冷却、非加熱調理食品の下処理後における調理場等での一時  

保管等は、他からの二次汚染を防止するため、清潔な場所で行うこと。  

（11） 調理終了後の食品は衛生的な容器にふたをして保存し、他からの二次汚染を防止  

すること。  

（12）使用水は飲用適の水を用いること。また、使用水は、色、濁り、におい、異物のほ  

か、貯水槽を設置している場合や井戸水等を殺菌・ろ過して使用する場合には、遊  

離残留塩素が0．1mg／2以上であることを始業前及び調理作業終了後に毎日検査し、  

言己録すること。  

4．原材料及び調理済み食品の温度管理  

（1） 原材料は、別添1に従い、戸棚、冷蔵・冷凍設備に適切な温度で保存すること。  

また、原材料搬入時の時刻、室温及び冷凍又は冷蔵設備内温度を記録すること。  

（2） 冷凍庫又は冷蔵庫から出した原材料は、速やかに下処理、調理を行うこと。非加  

熱で供される食品については、下処理後速やかに調理に移行すること。   



（3）1醜理後直ちに提供される食品以外の食品は病原菌の増殖を抑制するために、1  

00c以下又は65℃以上で管理することが必要である。（別添3参照）   

① 加熱調理後、食品を冷却する場合には、病原菌の発育至適温度帯（約200c～  

500c）の時間を可能な限り短くするため、冷却機を用いたり、清潔な場所で衛  

生的な容器に小分けするなどして、30分以内に中心温度を200c付近（又は6  

0分以内に中心温度を100c付近）まで下げるようエ夫すること。  

この場合、冷却開始時刻、冷却終了時刻を記録すること。  

② 調理が終了した食品は速やかに提供できるようエ夫すること。  

調理終了後30分以内に提供できるものについては、調理終了時刻を記録する  

こと。また、調理終了後提供まで30分以上を要する場合は次のア及びイによる  

こと。  

ア 温かい状態で提供される食品については、調理終了後速やかに保温食缶等に  

移し保存すること。この場合、食缶等へ移し替えた時刻を記録すること。  

イ その他の食品については、調理終了後提供まで100c以下で保存すること。  

この場合、保冷設備への搬入時刻、保冷設備内温度及び保冷設備からの搬出  

時刻を記録すること。  

③ 配送過程においては保冷又は保温設備のある運搬車を用いるなど、100c以下  

又は650c以上の適切な温度管理を行い配送し、配送時刻の記録を行うこと。  

また、650c以上で提供される食品以外の食品については、保冷設備への搬入  

時刻及び保冷設備内温度の記録を行うこと。   

④ 共同調理施設等で調理された食品を受け入れ、提供する施簸においても、温か  

い状態で提供される食品以外の食品であって、提供まで30分以上を要する場合  

は提供まで10℃以下で保存すること。  

この場合、保冷設備への搬入時刻、保冷設備内温度及び保冷設備からの搬出時  

刻を記録すること。  

（4） 調理後の食品は、調理終了後から2時間以内に喫食することが望ましい。  

5．その他  

（1） 施設設備の構造  

① 隔壁等により、汚水溜、動物飼育場、廃棄物集積場等不潔な場所から完全に区  

別されていること。  

② 施設の出入口及び窓は極力閉めておくとともに、外部に開放される部分には網  

戸、エアカーテン、自動ドア等を設置し、ねずみやこん虫の侵入を防止すること。  

③ 食品の各調理過程ごとに、汚染作業区域（検収場、原材料の保管場、下処理  

場）、非汚染作業区域（さらに準清潔作業区域（調理場）と清潔作業区域（放  

冷・調製場、製品の保管場）に区分される。）を明確に区別すること。なお、各  
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区域を固定し、それぞれを壁で区画する、床面を色別する、境界にテープをはる  

等により明確に区画することが望ましい。  

④ 手洗い設備、履き物の消毒設備（履き物の交換が困難な場合に限る。）は、各  

作業区域の入り口手前に設置すること。  

なお、手洗い設備は、感知式の設備等で、コック、ハンドル等を直接手で操作  

しない構造のものが望ましい。  

⑤ 器具、容器等は、作業動線を考慮し、予め適切な場所に適切な数を配置してお  

くこと。  

⑥ 床面に水を使用する部分にあっては、適当な勾配（100分の2程度）及び排  

水溝（100分の2から4程度の勾配を有するもの）を設けるなど排水が容易に  

行える構造であること。  

⑦ シンク等の排水口は排水が飛散しない構造であること。  

⑧ 全ての移動性の器具、容器等を衛生的に保管するため、外部から汚染されない  

構造の保管設備を設けること。  

⑨ 便所等  

ア 便所、休憩室及び更衣室は、隔壁により食品を取り扱う場所と必ず区分され  

ていること。なお、調理場等から3m以上離れた場所に設けられていることが  

望ましい。  

イ 便所には、専用の手洗い設備、専用の履き物が備えられていること。また、  

便所は、調理従事者等専用のものが設けられていることが望ましい。  

⑩ その他  

施設は、ドライシステム化を積極的に図ることが望ましい。  

（2） 施設設備の管理  

① 施設t設備は必要に応じて補修を行い、施設の床面（排水溝を含む。）、内壁  

のうち床面から1mまでの部分及び手指の触れる場所は1日に1回以上、施設の  

天井及び内壁のうち床面から1m以上の部分は1月に1回以上清掃し、必要に応  

じて、洗浄・消毒を行うこと。施設の清掃は全ての食品が調理場内から完全に搬  

出された後に行うこと。  

② 施設におけるねずみ、こん虫等の発生状況を1月に1回以上巡回点検するとと  

もに、ねずみ、こん虫の駆除を半年に1回以上（発生を確認した時にはその都  

度）実施し、その実施記録を1年間保管すること。また、施設及びその周囲は、  

維持管理を適切に行うことにより、常に良好な状態に保ち、ねずみやこん虫の繁  

殖場所の排除に努めること。  

なお、殺そ剤又は殺虫剤を使用する場合には、食品を汚染しないようその取扱  

いに十分注意すること。  

③ 施設は、衛生的な管理に努め、みだりに部外者を立ち入らせたり、調理作業に  

不必要な物品等を置いたりしないこと。   



④ 原材料を配送用包装のまま非汚染作業区域に持ち込まないこと。   

（9 施設は十分な換気を行い、高温多湿を避けること。調理場は湿度80％以下、  

温度は25℃以下に保つことが望ましい。  

⑥ 手洗い設備には、手洗いに適当な石けん、爪ブラシ、ペーパータオル、殺菌液  

等を定期的に補充し、常に使用できる状態にしておくこと。  

⑦ 水道事業により供給される水以外の井戸水等の水を使用する場合には、公的検  

査機関、厚生労働大臣の登録検査機関等に依頼して、年2回以上水質検査を行う  

こと。検査の結果、飲用不適とされた場合は、直ちに保健所長の指示を受け、適  

切な措置を講じること。なお、検査結果は1年間保管すること。  

⑧ 貯水槽は清潔を保持するため、専門の業者に委託して、年1回以上清掃するこ  

と。  

なお、清掃した証明書は1年間保管すること。  

⑨ 便所については、業務開始前、業務中及び業務終了後等定期的に清掃及び次亜  

塩素酸ナトリウム等による消毒を行って衛生的に保つこと。  

⑩ 施設（客席等の飲食施設、ロビー等の共用施設を含む。）において利用者等が  

嘔吐した場合には、200mg／£以上の次亜塩素酸ナトリウム等を用いて迅速かつ適  

切に嘔吐物の処理を行うことにより、利用者及び調理従事者等へのノロウイルス感  

染及び施設の汚染防止に努めること。  

（3） 検食の保存  

検食は、原材料及び調理済み食品を食品ごとに50g程度ずつ清潔な容器（ビニー   

ル袋等）に入れ、密封し、－20℃以下で2週間以上保存すること。  

なお、原材料は、特に、洗浄・殺菌等を行わず、購入した状態で保存すること。  

（4） 調理従事者等の衛生管理  

① 調理従事者等は、便所及び風呂等における衛生的な生活環境を確保すること。  

また、ノロ．ウイルスの流行期には十分に加熱された食品を摂取する等により感染  

防止に努め、徹底した手洗いの励行を行うなど自らが施設や食品の汚染の原因と  

ならないように措置するとともに、体調に留意し、健康な状態を保つように努め  

ること。  

② 調理従事者等は臨時職員も含め、定期的な健康診断及び月に1回以上の検便を  

受けること。検便検査には、腸管出血性大腸菌の検査を含めること。また、必要  

に応じ10月から3月にはノロウイルスの検査を含めること。  

③ 調理従事者等は下痢、嘔吐、発熱などの症状があった時、手指等に化膿創があ  

った時は調理作業に従事しないこと。  

④ 下痢又は嘔吐等の症状がある調理従事者等については、直ちに医療機関を受診  

し、感染性疾患の有無を確認すること。ノロウイルスを原因とする感染性疾患に  

よる症状と診断された調理従事者等は、リアルタイムPCR法等の高感度の検便  
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検査においてノロウイルスを保有していないことが確認されるまでの間、食品に  

直接触れる調理作業を控えるなど適切な処置をとることが望ましいこと。  

⑤ 調理従事者等が着用する帽子、外衣は毎日専用で清潔なものに交換すること。  

⑥ 下処理場から調理場への移動の際には、外衣、履き物の交換等を行うこと。  

（履き物の交換が困難な場合には履き物の消毒を必ず行うこと。）  

⑦ 便所には、調理作業時に着用する外衣、帽子、履き物のまま入らないこと。  

⑧ 調理、点検に従事しない者が、やむを得ず、調理施設に立ち入る場合には、専  

用の清潔な帽子、外衣及び履き物を着用させ、手洗い及び手指の消毒を行わせる  

こと。  

⑨ 食中毒が発生した時、原因究明を確実に行うため、原則として、調理従事者等  

は当該施設で調理された食品を喫食しないこと。  

ただし、原因究明に支障を来さないための措置が講じられている場合はこの限  

りでない。（毎日の健康調査及び検便検査等）  

（5） その他  

① 加熱調理食品にトッピングする非加熱調理食品は、直接喫食する非加熱調理食  

品と同様の衛生管理を行い、トッピングする時期は提供までの時間が極力短くな  

るようにすること。  

② 廃棄物（調理施設内で生じた廃棄物及び返却された残達をいう。）の管理は、  

次のように行うこと。  

ア 廃棄物容器は、汚臭、汚液がもれないように管理するとともに、作業終了後  

は速やかに清掃し、衛生上支障のないように保持すること。  

イ 返却された残漬は非汚染作業区域に持ち込まないこと。  

り 廃棄物は、適宜集積場に搬出し、作業場に放置しないこと。  

エ 廃棄物集積場は、廃棄物の搬出後清掃するなど、周囲の環境に悪影響を及ぼ  

さないよう管理すること。  

Ⅲ 衛 生 管 理 体 制  

1．衛生管理体制の確立  

（1） 調理施設の経営者又は学校長等施設の運営管理責任者（以下「責任者」とい  

う。）は、施設の衛生管理に関する責任者（以下「衛生管理者」という。）を指名  

すること。  

なお、共同調理施設等で調理された食品を受け入れ、提供する施設においても、衛  

生管理者を指名すること。  

（2） 責任者は、日頃から食材の納入業者についての情報の収集に努め、品質管理の確  

かな業者から食材を購入すること。また、継続的に購入する場合は、配送中の保存   



温度の徹底を指示するほか、納入業者が定期的に行う原材料の微生物検査結果の提  

示を求めること。  

（3） 責任者は、衛生管理者に別紙点検表に基づく点検作業を行わせるとともに、その  

つど点検結果を報告させ、適切に点検が行われたことを確認すること。点検結果に  

ついては、1年間保管すること。  

（4） 責任者は、点検の結果、衛生管理者から改善不能な異常の発生の報告を受けた場  

合、食材の返品、メニューの一部削除、調理済み食品の回収等必要な措置を講ずる  

こと。  

（5） 責任者は、点検の結果、改善に時間を要する事態が生じた場合、必要な応急処置  

を講じるとともに、計画的に改善を行うこと。  

（6） 責任者は、衛生管理者及び調理従事者等に対して衛生管理及び食中毒防止に関す  

る研修に参加させるなど必要な知識・技術の周知徹底を図ること。  

（7） 責任者は、調理従事者等を含め職員の健康管理及び健康状態の把握を組織的・継  

続的に行い、調理従事者等の感染及び調理従事者等からの施設汚染の防止に努める  

こと。  

（8） 責任者は、調理従事者等に定期的な健康診断及び月に1回以上の検便を受けさせ  

ること。検便検査には、腸管出血性大腸菌の検査を含めること。また、必要に応じ  

10月から3月にはノロウイルスの検査を含めることが望ましいこと。  

（9） 責任者は、調理従事者等が嘔吐、下痢、発熱などの症状があった時、手指等に化  

膿創があった時は調理作業に従事させないこと。  

（10） 責任者は、下痢又は嘔吐等の症状がある調理従事者等について、直ちに医療機関  
を受診させ、感染性疾患の有無を確認すること。ノロウイルスを原因とする感染性  
疾患による症状と診断された調理従事者等は、リアルタイムPCR法等の高感度の  
検便検査においてノロウイルスを保有していないことが確認されるまでの間、食品  
に直接触れる調理作業を控えさせるなど適切な処置をとることが望ましいこと。  

（11） 責任者は、調理従事者等について、ノロウイルスにより発症した調理従事者等と  

一緒に感染の原因と考えられる食事を喫食するなど、同一の感染機会があった可能  

性がある調理従事者等について速やかにリアルタイムPCR法等の高感度の検便検  

査を実施し、検査の結果ノロウイルスを保有していないことが確認されるまでの間、  

調理に直接従事することを控えさせる等の手段を講じることが望ましいこと。  

（12） 献立の作成に当たっては、施設の人員等の能力に余裕を持った献立作成を行うこ  

と。  

（13） 献立ごとの調理工程表の作成に当たっては、次の事項に留意すること。   

ア 調理従事者等の汚染作業区域から非汚染作業区域への移動を極力行わないように  

すること。   

イ 調理従事者等の一日ごとの作業の分業化を図ることが望ましいこと。   

ウ 調理終了後速やかに喫食されるようエ夫すること。   



また、衛生管理者は調理工程表に基づき、調理従事者等と作業分担等について事  

前に十分な打合せを行うこと。  

（14） 施設に所属する医師、薬剤師等専門的な知識を有する者の定期的な指導、助言を  

受けること。  

（15） 高齢者や乳幼児が利用する施設等においては、平常時から施設長を責任者とする  

危機管理体制を整備し、感染拡大防止のための組織対応を文書化するとともに、具  

体的な対応訓練を行っておくことが望ましいこと。また、従業員あるいは利用者に  

おいて下痢t嘔吐症の発生を迅速に把握するために、定常的に有症状者数を調査・  

監視することが望ましいこと。   



（別添1）原材料、製品等の保存温度  
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セージ、魚肉ハム及び特殊包装かまぼこ  

肉ねり製品  

7▼  



（別添2）標 準 作 業 書   

（手洗いマニュアル）  

1． 水で手をぬらし石けんをつける。   

2． 指、腕を洗う。特に、指の間、指先をよく洗う。（30秒程度）   

3． 石けんをよく洗い流す。（20秒程度）   

4． 使い捨てペーパータオル等でふく。（タオル等の共用はしないこと。）   

5． 消毒用のアルコtルをかけて手指によくすりこむ。   

（1から3までの手順は2回以上実施する。）  

（器具等の洗浄1殺菌マニュアル）   

1．調理機械  

① 機械本体・部品を分解する。なお、分解した部品は床にじか置きしないようにす  
る。   

② 飲用適の水（400c程度の微温水が望ましい。）で3回水洗いする。   

③ スポンジタワシに中性洗剤又は弱アルカリ性洗剤をつけてよく洗浄する。   

④ 飲用適の水（40℃程度の微温水が望ましい。）でよく洗剤を洗い流す。   

⑤ 部品は800cで5分間以上又はこれと同等の効果を有する方法で殺菌を行う。   

⑥  よく乾燥させる。   

⑦ 機械本体・部品を組み立てる。   

⑧ 作業開始前に70％アルコール噴霧又はこれと同等の効果を有する方法で殺菌  

を行う。   

2．調理台  

① 調理台周辺の片づけを行う。   

② 飲用適の水（40℃程度の微温水が望ましい。）で3回水洗いする。   

③ スポンジタワシに中性洗剤又は弱アルカリ性洗剤をつけてよく洗浄する。   

④ 飲用適の水（400c程度の微温水が望ましい。）でよく洗剤を洗い流す。  

⑤ よく乾燥させる。   

⑥ 70％アルコール噴霧又はこれと同等の効果を有する方法で殺菌を行う。   

⑦ 作業開始前に⑥と同様の方法で殺菌を行う。   

3．まな板、包丁、へら等   



① 飲用適の水（400c程度の微温水が望ましい。）で3回水洗いする。   

② スポンジタワシに中性洗剤又は弱アルカリ性洗剤をつけてよく洗浄する。   

③ 飲用適の水（40℃程度の微温水が望ましい。）でよく洗剤を洗い流す。   

④ 800cで5分間以上又はこれと同等の効果を有する方法で殺菌を行う。   

⑤ よく乾燥させる。   

⑥ 清潔な保管庫にて保管する。   

4．ふきん、タオル等  

① 飲用適の水（400c程度の微温水が望ましい。）で3回水洗いする。   

② 中性洗剤又は弱アルカリ性洗剤をつけてよく洗浄する。   

③ 飲用適の水（400c程度の微温水が望ましい。）でよく洗剤を洗い流す。   

④ 1000cで5分間以上煮沸殺菌を行う。   

⑤ 清潔な場所で乾燥、保管する。  

（原材料等の保管管理マニュアル）   

1．野菜・果物   

（む 衛生害虫、異物混入、腐敗・異臭等がないか点検する。異常晶は返品又は使用  

禁止とする。   

② 各材料ごとに、50g程度ずつ清潔な容器（ビニール袋等）に密封して入れ、  

－20℃以下で2週間以上保存する。（検食用）   

③ 専用の藩潔な容器に入れ替えるなどして、10℃前後で保存する（冷凍野菜は  

－150c以下）   

④ 流水で3回以上水洗いする。   

⑤ 中性洗剤で洗う。   

⑥ 流水で十分すすぎ洗い   

⑦ 必要に応じて、次亜塩素酸ナトリウム等で殺菌した後、流水で十分すすぎ洗いす  

る。   

⑧ 水切りする。   

⑨ 専用のまな板、包丁でカットする。   

⑩ 清潔な容器に入れる。   

⑪ 清潔なシートで覆い（容器がふた付きの場合を除く）、調理まで30分以上を要す  

る場合には、100c以下で冷蔵保存する。  

▼ て㌻、J   



注：表面の汚れが除去され、分割一細切されずに皮付きで提供されるみかん等の果物に   

あっては、③から⑧までを省略して差し支えない。   

2．魚介類、食肉類  

① 衛生害虫、異物混入、腐敗・異臭等がないか点検する。異常品は返品又は使用  

禁止とする。   

② 各材料ごとに、50g程度ずつ清潔な容器（ビニール袋等）に密封して入れ、  

－200c以下で2週間以上保存する。（検食用）   

③ 専用の清潔な容器に入れ替えるなどして、食肉類については10℃以下、魚介類  

については50c以下で保存する（冷凍で保存するものは－150c以下）。   

④ 専用のまな板、包丁でカットする。   

⑤ 速やかに調理へ移行させる。  

（加熱調理食品の中心温度及び加熱時間の記録マニュアル）   

1．揚げ物  

① 油温が設定した温度以上になったことを確認する。   

② 調理を開始した時間を記録する。   

③ 調理の途中で適当な時間を見はからって食品の中心温度を校正された温度計で  

3点以上測定し、全ての点において75℃（二枚貝等ノロウイルス汚染のおそれ  

のある食品の場合は850c）以上に達していた場合には、それぞれの中心温度  

を記録するとともに、その時点からさらに1分以上加熱を続ける。   

④ 最終的な加熱処理時間を記録する。   

⑤ なお、複数回同一の作業を繰り返す場合には、油温が設定した温度以上であるこ  

とを確認・記録し、①～④で設定した条件に基づき、加熱処理を行う。油温が設定し  

た温度以上に達していない場合には、油温を上昇させるため必要な措置を講ずる。   

2．焼き物及び蒸し物  

① 調理を開始した時間を記録する。   

② 調理の途中で適当な時間を見はからって食品の中心温度を校正された温度計で  

3点以上測定し、全ての点において75℃（二枚貝等ノロウイルス汚染のおそれ  

のある食品の場合は850c）以上に達していた場合には、それぞれの中心温度  

を記録するとともに、その時点からさらに1分以上加熱を続ける。   

③ 最終的な加熱処理時間を記録する。   

④ なお、複数回同一の作業を繰り返す場合には、①～③で設定した条件に基づき、   



加熱処理を行う。この場合、中心温度の測定は、最も熱が通りにくいと考えられる  

場所の一点のみでもよい。   

3．煮物及び妙め物   

調理の順序は食肉類の加熱を優先すること。食肉類、魚介類、野菜類の冷凍品を使用  

する場合には、十分解凍してから調理を行うこと。  

① 調理の途中で適当な時間を見はからって、最も熱が通りにくい異材を選び、食品  

の中心温度を校正された温度計で3点以上（煮物の場合は1点以上）測定し、全て  

の点において750c（ニ枚具等ノロウイルス汚染のおそれのある食品の場合は8  

50c）以上に達していた場合には、それぞれの中心温度を記録するとともに、その  

時点からさらに1分以上加熱を続ける。  

なお、中心温度を測定できるような異材がない場合には、調理釜の中心付近の温  

度を3点以上（煮物の場合は1点以上）測定する。   

② 複数回同一の作業を繰り返す場合にも、同様に点検・記録を行う。  

耶   



（別添3）  

調理後の食品の温度管理に係る記録の取り方について  

（調理終了後提供まで30分以上を要する場合）  

温かい状態で提  

卜瑠－－－－－  

（  

H  （冷却過程のある   

もの）  

（その他の食品）   

調理終了  

保冷設備へ  

の搬入時刻、  

温度記録  

保冷設備から  

の搬出時刻  

の記録   



（別紙）   

調理施設の点検表  平成 年 月 日  

責任者  衛生管理者  
1．毎日点検  

点 検 項 目   点検結果   

口  施設へのねずみやこん虫の侵入を防止するための設備に不備はありませ  

んか。   

2  施設の清掃は、全ての食品が調理場内から完全に搬出された後、適切に  

実施されましたか。（床面、内壁のうち床面から1m以内の部分）   

3  施設に部外者が入ったり、調理作業に不必要な物品が置かれていたりしま  

せんか。   

4  施設は十分な換気が行われ、高温多湿が避けられていますか。  

5  手洗い設備の石けん、爪ブラシ、ペーパータオル、殺菌液は適切ですか。  

2．1カ月ごとの点検  

口  巡回点検の結果、ねずみやこん虫の発生はありませんか。  

2  ねずみやこん虫の駆除は半年以内に実施され、その記録が1年以上保存  

されていますか。   

3  汚染作業区域と非汚染作業区域が明確に区別されていますか。  

4  各作業区域の入り口手前に手洗い設備、履き物の消毒設備（履き物の交  

換が困難な場合に限る。）が設置されていますか。   

5  シンクは用途別に相互汚染しないように設置されていますか。  

加熱調理用食材、非加熱調理用食材、器具の洗浄等を行うシンクは別に設  

置されていますか。   

6  シンク等の排水口は排水が飛散しない構造になっていますか。  

7  全ての移動性の器具、容器等を衛生的に保管するための設備が設けられ  

ていますか。   

8  便所には、専用の手洗い設備、専用の履き物が備えられていますか。  

9  施設の清掃は、全ての食品が調理場内から完全に排出された後、適切に  

実施されましたか。（天井、内壁のうち床面から1m以上の部分）   

3．3カ月ごとの点検  

口  施設は隔壁等により、不潔な場所から完全に区別されていますか。  

2  施設の床面は排水が容易に行える構造になっていますか。  

3  便所、休憩室及び更衣室は、隔壁により食品を取り扱う場所と区分されて  

いますか。  

‾γ   



従事者等の衛生管理点検表  平成 年 月 日  

衛生管理者  

責任者  

体  指  

氏 名  膿  爪   輪  

調   等   

点 検 項 目  点検結果   

口  健康診断、検便検査の結果に異常はありませんか。  

2  下痢、発熱などの症状はありませんか。  

3  手指や顔面に化膿創がありませんか。  

4  着用する外衣、帽子は毎日専用で清潔のものに交換されていますか。  

5  毛髪が帽子から出ていませんか。  

6  作業場専用の履物を使っていますか。  

7  爪は短く切っていますか。  

8  指輪やマニキュアをしていませんか。  

9  手洗いを適切な時期に適切な方法で行っていますか。  

10  下処理から調理場への移動の際には外衣、履き物の交換（履き物の交換  

が困難な場合には、履物の消毒）が行われていますか。   

11  便所には、調理作業時に着用する外衣、帽子、履き物のまま入らないよう  

にしていますか。   

12  調理、点検に従事しない者が、やむを得ず、調理施設に立  立ち入った者  点検結果  

ち入る場合には、専用の清潔な帽子、外衣及び履き物を着  

用させましたか。  



原材料の取扱い等点検表  平成 年 月 日  

責任者  衛生管理者  
① 原材料の取扱い（毎日点検）  

点検項目   点検結果   

口  原材料の納入の際しては調理従事者等が立ち会いましたか。  

検収場で原材料の品質、鮮度、晶温、異物の混入等について点検を行いま  

したか。   

2  原材料の納入に際し、生鮮食品については、1回で使い切る量を調理当日  

に仕入れましたか。   

3  原材料は分類ごとに区分して、原材料専用の保管場に保管設備を設け、適  

切な温度で保管されていますか。  

原材料の搬入時の時刻及び温度の記録がされていますか。  

4  原材料の包装の汚染を保管設備に持ち込まないようにしていますか。  

保管設備内での原材料の相互汚染が防がれていますか。  

5  原材料を配送用包装のまま非汚染作業区域に持ち込んでいませんか。  

② 原材料の取扱い（月1回点検）  

点検項目   点検結果  

原材料について納入業者が定期的に実施する検査結果の提出が最近  

1か月以内にありましたか。  

検査結果は1年間保管されていますか。  

③ 検食の保存  

点 検 項 目   点検結果  

検食は、原材料（購入した状態のもの）及び調理済み食品を食品ごとに  

50g程度ずつ清潔な容器に密封して入れ、－200c以下で2週間以上保存  
されていますか。  



検収の記録簿  平成 年 月 日  

衛生管理者  

責任者  

〈進言事項〉   



調理器具等及び使用水の点検表  平成 年 月 日  

「責任者  衛生管理者  
①調理器具、容器等の点検表  

点 検 項 目   点検結果   

口  包丁、まな板等の調理器具は用途別及び食品別に用意し、混同しないよう  

に使用されていますか。   

2  調理器具、容器等は作業動線を考慮し、予め適切な場所に適切な数が配  

置されていますか。   

3  調理器具、容器等は使用後（必要に応じて使用中）に洗浄・殺菌し、乾燥さ  

れていますか。   

4  調理場内における器具、容器等の洗浄1殺菌は、全ての食品が調理場から  

搬出された後、行っていますか。（使用中等やむをえない場合は、洗浄水等  

が飛散しないように行うこと。）   

5  調理機械は、最低1日1回以上、分解して洗浄・消毒し、乾燥されています  

か。   

6  全ての調理器具、容器等は衛生的に保管されていますか。  

② 使用水の点検表  

採取場所   採取時期   色  濁り  臭い  異物   残留塩素濃度  

mg／庇  

mg／2  

mg／旦  

mg／2   

③井戸水、貯水槽の点検表（月1回点検）  

点 検 項 目   点検結果   

口  水道事業により供給される水以外の井戸水等の水を使用し七いる場合に  

は、半年以内に水質検査が実施されていますか。  

検査結果は1年間保管されていますか。  

2  貯水槽は清潔を保持するため、1年以内に清掃が実施されていますか。  

清掃した証明書は1年間保管されていますか。  





〈計画的に改善すべき点〉  

食品保管時の記録簿  平成 年 月 日  

責任者   衛生管理者  

①原材料保管時  

品目名   搬入時刻  搬入時設備内  品目名   搬入時刻  搬入時設備内  

（室内）温度  （室内）温度  

②調理終了後30分以内に提供される食品  

品目名   調理終了時刻   品目名   調理終了時刻  

③調理終了後30分以上に提供される食品  

ア 温かい状態で提供される食品  

食缶等への移し替え時刻  

品目名  
イ 加熱後冷却する食品  

品目名   冷却開   冷却終  保冷設備へ  保冷設備  保冷設備から  

始時刻   了時刻  の搬入時刻  内温度   の搬出時刻  

ウ その他の食品  

品目名   保冷設備への  

搬入時刻   の搬出時刻  

く進言事項〉  

‾ 「「1   



食品の加熱加エの記録簿  平成 年 月 日  

責任者  衛生管理者  

品目名   No．1  No．2（No．1で設定した条件に基づき実施）   

（揚げ物）  （D油温   Oc   油温   Oc  

②調理開始時刻  No．3（No．1で設定した条件に基づき実施）  

③確認時の中心温度  サンプルA   Oc  油温   Oc  

B   Oc  No．4（No．1で設定した条件に基づき実施）  

C   Oc  油温   ℃  

④③確認後の加熱時  No．5（No．1で設定した条件に基づき実施）  

間  

⑤全加熱処理時間  油温   Oc   

品目名   No．1  No．2（No．1で設定した条件に基づき実施）   

（焼き物、  確認時の中心温度   Oc  

蒸し物）   Oc  No．3（No．1で設定した条件に基づき実施）  

B   Oc  確認時の中心温度   Oc  

C   Oc  No．4（No．1で設定した条件に基づき実施）  

③②確認後の加熱時間  確認時の中心温度   Oc  

④全加熱処理時間  

品目名   No．1  No．2   

（煮物）  ①確認時の中心温  Oc  ①確認時の中心温  Oc  

度   度   

（≧Xむ確認後の加熱  ②①確認後の加熱  

時間  時間  

（妙め物）  ①確認時の中心温  Oc  ①確認時の中心温  Oc  

度   B   度   B   Oc  

C   Oc  C   ℃  

②（D確認後の加熱  ②（D確認後の加熱  

時間  時間  



配送先記録簿  平成 年 月 日  

記録者  

責任者  

保冷設備への搬入時刻（   

保冷設備内温度   （  

配送先   配送先所在地   品目名   数量   配送時刻  

〈進言事項〉  

㌣   



L至堅塑」  

児童福祉施設等における衛生管理の改善充実及び食中毒発生の予防について  

平成九年六月三○目 児企第一六号  

各都道府県・各指定都市・各中核市児童福祉主管部（局）  

厚生省児童家庭局企画課長通知  

児童福祉施設等（認可外保育施設を含む。）における衛生管理については、   

かねてから適正な指導をお願いしているところである。  

しかしながら、本年の食中毒の発生をみると、昨年と同様に腸管出血性大   

腸菌（0一五七）による食中毒が多発しているところである。特に乳幼児は、   

腸菅出血性大腸菌（0－五七）等に感染しやすく、また、重症化しやすいこと   

から、児童福祉施設等においては、調理従事者だけでなくすべての職員が   

連携を図りつつ、左記の点に留意し、感染の予防に努めることが重要であ   

る。  

また、社会福祉施設における衛生管理については、平成九年三月三一日社   

援施第六五号により同一メニューを一回三00食以上又は一日七五○食以   

上を提供する調理施設以外の施設においても可能な限り大量調理施設衛生   

管理マニュアルに基づく衛生管理に努められるよう周知したところである   

が、児童福祉施設等については、感染予防の実効を期するため、大量調理   

施設衛生管理マニュアルを参考にするとともに、当面別添参考資料Ⅰを参   

照するなどにより、管下の児童福祉施設等に対し、衛生管理を徹底するよ   

う指導されたい。  
記  

1感染症予防のためには、手洗いの励行が重要かつ有効であり、児童、職員   

ともに手洗いの徹底を図ること。食事の直前及び排便又は排便の世話をし   

た直後には、石鹸を使って流水で十分に手指を洗うこと。  

2 特に、下痢便の排泄後又は下痢便の排泄の世話をした後は、直ちに石鹸を   

使って流水で十分に手指を洗った上で、消毒液で手指を消毒すること。  

3 使用するタオルは、他人と共用しないこと。なお、タオルの個人専用化が   

難しい場合には、使い捨てペーパータオル等の利用も有効であること。  

4 ビニー ルプール等を使用して水遊びをする際には、水に入る前に腰等を中   

心に体をよく洗う とともに、こまめに水の入れ替えを行うなど水の汚染防   

止に努めること。特に、下痢気味の児童等については、水に入れないよう   

十分注意すること。また、風呂で入浴する場合も、同様の扱いとすること。  

5 保育所等においては、児童の健康状態等について日頃から家族と緊密な情   

報交換を行い、入所施設においても帰宅訓練時等に家族との情報交換に努   

めるとともに、嘱託医・保健所等との連携を図り、児童の健康管理に努め   

ること。  

また、一人ひとりの児童の健康を守るためには、家庭における健康管理が   

重要であることから、別添参考資料Ⅲを参照して保護者に対する食中毒予   

防等の注意喚起を行うこと。   



（参考資料Ⅰ）  

1 調理室等の汚染防止について   
大量調理施設衛生管理マニュアル（以下「マニュアル」という。）Ⅱ－3－  

（3）のとおり汚染作業区域（検収場、原材料の保管場、下処理場）と非汚染作   

業区域（さらに準清潔作業区域（調理場）と清潔作業区域（放冷・調製場、製   

品の保管場）に区分される。）を明確に区分することがどうしても難しい場   

合には、下処理済のもの（例えば野菜に付いている土を洗い落としたもの）   

を購入するなどにより、食材を通して調理室内が汚染される危険性の高い   
作業の減少を図り、調理室等の非汚染作業区域の汚染を防止するよう工夫   

すること。  

2 シンクの清潔確保について   

マニュアルⅡ－3－（8）のとおりシンクを用途別に各々設けることがどう   

しても難しい場合には、調理工程を汚染作業（食材の検収・保管・下処理）   

と非汚染作業（調理・盛り付け等）とに分け、汚染作業から非汚染作業に移   

るときは、左記の作業手順によりシンクを洗浄消毒すること。また、加熱   

調理用食材の洗浄作業から非加熱調理用食材の洗浄作業へ移るときも、同   
様の方法でシンクを必ず洗浄消毒し、シンクを通じて食材が汚染されない   

ように十分注意するとともに、洗浄水等がシンク以外に飛散しないように   

留意すること。   

（シンクの洗浄消毒作業手順）  

① 飲用適の水（四○℃程度の微温水が望ましい。）で三回水洗いする。  

② スポンジタワシに中性洗剤又は弱アルカリ性洗剤をつけてよく洗浄する。  

③ 飲用適の水（四○℃程度の微温水が望ましい。）でよく洗剤を洗い流す。  

④ 水分をペーパータオル等で十分拭き取る。  

⑤ 七○％アルコール噴霧又はこれと同等の効果を有する方法で殺菌を行う。  
3 汚染作業区域と非汚染作業区域の区別等について   

マニュアルⅢ－5－（1）－③④によれば調理室内において汚染作業区域と   

非汚染作業区域を明確に区別し、手洗い施設、履き物の消毒施設を各区域   

の入口手前に設けることとあるが、これがどうしても難しい場合には、調   

理工程の見直しを図り、汚染作業と非汚染作業を明確に区分し、食材の相   

互汚染を防止すること。なお、洗浄消毒作業を行う際には、洗浄水等が飛   

散しないように留意すること。   

また、調理済食品が汚染されないように清潔作業区域を確保し、盛り付   

け・配膳後の食品等にハエ等が触れることのないよう十分注意すること。  
4 調理器具・食器等の衛生的な保管について   

マニュアルⅢ－5－（1）－⑧のとおり外部から汚染されない構造の保管設   

備を設けることにより清潔な環境の保持及び作業の軽減が図られるところ   
であるが、食器消毒保管庫等を直ちに設置することがどうしても難しい場   
合には、調理器具・食器等の消毒を行い、乾燥させた上で清潔な場所に保   
管すること。なお、ネズミ・ゴキブリ・ハエ等が調理器具・食器等に触れ   

ることのないよう十分注意すること。  

5 原材料等の保管管理の徹底について  

lj・   



原材料等の保管管理については、左記の原材料等の保管管理手順に沿って  

行い、温度の記録については、少なくとも①原材料の保管温度は適切であ  

ったか②調理が終了した食品を速やかに提供したか③調理終了後三○分を  

超えて提供される食品の保存温度が適切であったかを実施献立表等に点検  

項目を設け、その適否を記録しておくこと。   

（原材料等の保管管理手順）  

（1） 野菜・果物  

① 衛生害虫、異物混入、腐敗・異臭等がないか点検する。異常品は返品又   

は使用禁止とする。  

② 各材料ごとに、五Og程度ずつ清潔な容器（ビニール袋等）に密封して入   

れ、マイナスニ○℃以下で二週間以上保存する。   

（検食用）  

③ 専用の清潔な容器に入れ替えるなどして、一○℃前後で保存する。（冷凍   

野菜はマイナスー五℃以下）  

④ 流水で三回以上水洗いする。  

⑤ 中性洗剤で洗う。  
⑥ 流水で十分すすぎ洗いする。  

⑦ 必要に応じて、次亜塩素酸ナトリウム等で殺菌した後、流水で十分すす   

ぎ洗いする。  

⑧ 水切りする。  

⑨ 専用のまな板、包丁でカットする。  

（10） 清潔な容器に入れる。  

（11）清潔なシートで覆い（容器がふた付きの場合を除く。）、調理まで三○   

分以上を要する場合には、一○℃以下で冷蔵保存する。  

（2） 魚介類・食肉類  

① 衛生害虫、異物混入、腐敗・異臭等がないか点検する。異常晶は返品又   

は使用禁止とする。  

② 各材料ごとに、五Og程度ずつ清潔な容器（ビニール袋等）に密封して入   

れ、マイナスニ○℃以下で二週間以上保存する。   

（検食用）  

③ 専用の清潔な容器に入れ替えるなどして、食肉類については一○℃以下、   

魚介類については五℃以下で保存する。（冷凍で保存するものはマイナスー   

五℃以下）。  

④ 専用のまな板、包丁でカットする。  

⑤ 速やかに調理へ移行させる。  

6 加熱調理食品の加熱加工の徹底について   

加熱調理食品の加熱加工については、中心部温度計を用いるなどして、中   

心部が七五℃以上の温度で一分以上又はこれと同等以上まで加熱したかを   

確認し、実施献立表等に点検項目を設け、その適否を記録しておくこと。  

（参考資料Ⅱ） 略   



問岩冒矧讃  

食安基発第0605001号  

食安監発第0605001号  

平成19年6月 5 日  

都 道 府 県  

保健所設置市  

特 別 区  

衛生主管部（局）長 殿  各  

厚生労働省医薬食品局食品安全部基準審査課長  

監視安全課長  

乳児用調製粉乳の安全な調乳、保存及び取扱いに関するガイドラインについて   

育児用調製粉乳の衛生的な取扱いについては、平成17年6月10日付け食安基  

発第0610001号及び食安監発第0610001号にて通知したところですが、  

今般、医療機関及び家庭における乳児用調製粉乳の衛生的な取扱いについて、世界  

保健機関（WHO）及び国連食糧農業機関（FAO）により「乳児用調製粉乳の安全な  

調乳、保存及び取扱いに関するガイドライン」が作成、公表されました。（別添）   

ついては、貴管下の関係者に対し、必要に応じ上記内容について周知されますよ  

うよろしくお願いします。   

なお、本件については、別途、母子保健担当部局に連絡していることを申し添え  

ます。   



出典＝HowtoPrepareFormu］aforBottle－FeedingatHome（FAO／WHO）より抜粋   



（別添）  

乳児用調製粉乳の安全な調乳、  

保存及び取扱いに関するガイドライン  

（仮 訳）  

世界保健機関／国連食糧農業機関共同作成  

2007年   

←1主琴   
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要旨   

PIF（powderedinfantformuLa：乳児用調製粉乳）は、Ehtervbactersakuakd（EsaAazakd）の感染に  

よる乳児の重篤な疾患や死亡との関連が報告されている。PtFは、その製造過程において  

a7お〝由cね′甜んほ∂〟や由血ク〃e伯e〝お／克∂はe〝ね／克∂）などの有害な菌に汚染されることがある。  

これは、現在の製造技術では滅菌されたPIFを生産することが不可能であるためである。PIFの調乳  

過程においては、不適切な取扱いによって問題が悪化する可能性がある。  

上記のようなPIF中のハザードに対処する必要性を認識し、コーデックス委員会（Codex  

AIimentarius）は、乳児用食品に関する国際衛生取扱規範（RecommendedlnternationaICode of  

HygienicPracticeforFoodsforInfantsandChildren）の改定を決定した。改定に際しては、FAO（Food  

and Agrjculture Organization ofthe United Nations：国連食料農業機関）及びWHO（World Health  

Organization：世界保健機関）に対し、具体的な科学的助言を要請した。FAO及びWHOは2004年及  

び2006年、PIF内に生存するa7fe〝由cね′ぶ∂ん乱詔勅及びその他の微生物に関する専門家会議を2回  

開催し、この助言が2回の専門家会議の報告書に掲載された。この助言の中では、PIFの調乳に関す  

るガイドラインの作成が勧告されている。   

2005年、WHOのWHA（WorfdHeaJthAssembly：WHO総会）は、乳児のリスクを最小限（＝抑えるため、  

PIFの安全な調乳、取扱い及び保存に関するガイドラインの作成を要求した。  

FAO／WHOによるPIF中のEsakazaAnに関する助言には、P）F中のEsakazaA7ンの定量的リスク評価  

（quantitativemicrobio］ogicalriskassessment）が含まれていた。このリスク評価の一部は、異なった調  

乳、保存及び取扱い方法による相対的なリスクの減少を決定することであった。当ガイドライン文書で  

の勧告事項は、主にこの定量的リスク評価の結果に基づくものである。由血70〃e伯菌に関するリスク  

評価は行われていないが、専門家会議は亡∫∂ねz∂Aガに対するリスクコントロールの基本的な原則は、  

£e〃ね′血∂にもあてはまるとした。   

一般的には、感染のリスクが最も高い乳児には、無菌状態の液状乳児用ミルクが推奨されるが、  

無菌状態の液状乳児用ミルクが入手できない場合は、P肝を700 c以上の温度の湯で調乳することで、  

リスクを大幅に減少させることができる。調乳から授乳までの時間を最小限にすることでもリスクは減  

少し、また、調乳後の保存温度を50 c以下にすることでも減少させることができる。   

PIFを使用する者は、乳児用調製粉乳は滅菌された製品ではなく、重篤な疾病を招く可能性を持つ  

病原菌に汚染されている可能性がありうることを認識しておく必要がある。PIFの正しい調乳と取扱い  

によって疾病のリスクを減少させることができる。  
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当ガイドラインは、2部から成る。第1部では、医療環境において、多数の乳児を対象に、専門の育  

児担当者が大量のP［Fの調乳を行う場合に関する助言が示されている。第2部では、家庭におけるPtF  

の調乳における助言を示し、家庭環境において育児を行う親などを対象としている。   

当ガイドラインでは、上記の2通りの状況におけるPIFの調乳に閲し、各段階で最も適切な方法を具  

体的に助言している。哺乳容器や調乳容器の洗浄と滅菌は、安全なPIFの調乳には重要な必要条件  

である。調乳する際の湯の温度、冷却、保存、授乳時間など、調乳中における最も重要な要因、また、  

調乳後のPIFの保存と運搬などに焦点を当てて、具体的な助言が述べられている。2つの勧告事項に  

関する理論的根拠も示されている。  
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第1部：初めに  

1．1背景  

2004年、FAO（FoodandAgricu［tureOrgan；zationoftheUnitedNations：国連食糧農業機関）及び  

WHO（Wdrld Health Organization：世界保健機関）は、ジュネーブにおいてPIF（powderedinfant  

brmula：乳児用調製粉乳）中の‘わf訂由∂Cねr∫∂ねz∂〟（f∴鮎血犯功妨）及びその他の微生物に関する  

専門家会議を共同開催した。この会議は、CCFH（Codex Committee on Food Hygiene：コーデックス  

食品衛生部会）が乳児用食品に関する国際衛生取扱い規範（RecommendedInternationa［Code of  

HygienicPracticeforFoodsforInfantsandChildren）（CAC，1979）の改正に際し、科学的助言を求め  

たことに応えて開催されたものである。  

専門家会議は、文献調査に基づき、亡ぶ血ガ及び由血ロ〃e伯e〃ね／克∂（£e〃ね／元∂）がPIFにお  

ける最も懸念される微生物であると結論付けた。また、専門家会議は亡∫∂ね詔舶の予備的リスク評価  

を行い、調乳時における病原菌の殺菌処理の履行（例えばPIFを700 c以上の湯で溶かすことなど）、  

及び保持時間や授乳時間の短縮がリスクの削減に効果的であることがわかった。この予備的リスク  

評価に基づき、専門家グループはFAO、WHO、コーデックス、加盟国、非政府組織、及び科学界に対  

して、リスクの最小化を図るための勧告を行った（付録1）。この勧告には「リスクを最小限に抑えるた  

めの乳児用調製粉乳の調乳、使用及び取扱いに関するガイドラインを作成すべきである」という勧告  

事項も含まれていた。   

2005年、WHOのWHA（Wor［d HealthAssembJy：WHO総会）は決議WHA58．32（WHA，2005）の中で、  

乳児へのリスクを最小限に抑えるためのPIFの安全な調乳、取扱い及び保存に関するガイドラインを  

作成するよう、WHOに対して要請した。   

2006年1月、E sakazakd及びSlente／克aに関する新たな科学的データを考慮する旨のCCFHから  

の追加の要請を検討し、また、PIF中の丘∫∂ね血詞こ関する定量的微生物リスク評価モデルを適用す  

ることを目的として、FAO／WHO専門家グループの第2回会議が開催された。このモデルは、2004年に  

開催された第1回目の会議以来作成されていたものである。リスク評価には、異なった調乳、保存及  

び取扱い方法による相対的なリスクの減少を決定することが含まれていた。このガイドライン文書に  

示された勧告事項は、主にこの定量的リスク評価での知見を基にしている。  

由ノわ∂〃e他に関するリスク評価は行われていないが、専門家グループは、仁ざ∂ん㍑∂ん7に対する基  

本的なリスクコントロールの原則が£e〃ね虎∂にも適用できると報告している。しかし、具体的なリスク  

の減少の程度は、由血7ク〃e伯汚染の様態や汚染源、また菌の増殖や生存上の特徴から、多少の相違  
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があると考えられる。   

当ガイダンスの第1実は、既存の各国ガイドラインやリスク評価の結果を基に作成された。ガイドラ  

イン案に対して、INFOSAN（lnternationalFood Safety Authorities Network：国際食品安全担当部局  

ネットワーク）を通じ、多〈の意見が求められた。20以上のINFOSAN加盟国や国際的な関連団体から  

寄せられた意見を踏まえ、ガイドライン実に対し必要な訂正が行われた。  

1．2PIFに関連した疾病  

P肝は、最新の衛生基準に沿って製造された製品であっても、無菌の製品ではない。そのため、重  

篤な疾病の原因となりうる病原菌を時に含んでいる可能性がある。  

FAO／WHO専門家会議（2004＆2006）は、Esaんaza如●とSbh770ne伯entehbaがPTF中における最  

も懸念される病原菌であると結論付けた。製造過程あるいは調乳過程において£ぶ∂ね加〟または  

由血丁8〃e伯♂〃ね／わ∂に汚染されたPIFを原因とした、乳児の重篤な疾患及び死亡例が起きている。現  

在の加工技術では、商業的に無菌状態のPIFを製造することは不可能であるため、PIFの摂取による  

乳児への感染リスクが潜在する。調乳済み粉ミルクの取扱いや保存が不適切である場合には、この  

リスクが大きくなる。   

PIFは、調乳担当者、また調乳が行われた環境から外因的に汚染される可能性がある。この間矧こ  

対処するための具体的な食品衛生管理方法も、当ガイドラインに掲載されている。  

1．2．1丘戯血ガ   

丘5扇血狛初は、新生児の髄膜炎に関係しているとして1958年に初めて問題視され、その後、亡  

sakazaAJンの感染事例は合計約70件報告されている（Drudyetal．，2006）。しかし、どこの国の場合でも、  

亡ぶぬz∂舶の感染は、実際の感染数が報告数を大きく上回っていると考えられる。仁ざ∂ねz∂刷ま全て  

の年齢層で疾病の原因となる可能性があるが、乳児の感染リスクが最も高いと考えられている。   

2004年、ニュージーランドとフランスにおける2件の占∫∂ねz∂伽■のアウトブレイクについて、PIFが関  

与していることが微生物学的に判明した（FAO／WHO，2006）。フランスでは9人が発症し、乳児2人が死  

亡した。そのうち8人は低出生体重児（く2kg）の未熟児で起き、1件は、37週間目で体重3．25kgで生  

まれた乳児が感染した。このアウトブレイクに関与した5つの病院での業務状態を調査した結果、ひと  

つの病院では調乳、及び晴乳ビンの取扱いや保存が奨励された方法で行われておらず、4つの病院  

では、調乳済みの粉ミルクを温度調整やトレーサビリティ機能のない家庭用冷蔵庫で、24時間を超え  

て保存していた。  
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多様なアウトブレイクのいずれにおいても、患者が暴露されたど甜血詔んンの菌数に関する情報はほ  

とんど得られなかった。従って、£∫∂んば∂甜の用量反応曲線を求めることは不可能である（FAO／WHO，  

2006）。しかし、少量の細菌がPIFに存在することで、疾病の原因となることが考えられる。また、調乳  

済みの粉ミルクを不適切な温度で長時間保存しておくなどして、その中に含まれる亡甜ねガんンの増殖  

を許してしまえば、発症のリスクは急速に増加する。  

米国では、亡ぶ血ん感染の罷患率は乳児100，000人に1人と報告されている。極低出生体重児  

（1．5kg未満）の場合は、この率が100，000人当たり9．4人に増加する。（FAO／WHO，2006）。  

1．2．2由血d／Iβ助  

1995年以来、P刑＝関連したサルモネラ症のアウトブレイクが少なくとも6件、カナダ、フランス、韓国、  

スペイン、英国及び米国で報告されている（FAO／WHO，2006）。最も新しいアウトブレイクは、2005年  

にフランスで起きた発生した£卿のアウトブレイクである。このアウトブレイクでは、104人の乳児  

が感染したが、その全員が生後12ケ月齢未満だった。  

乳児、あるいは特定の乳児グループにおいて感染を起こしうる菌の量は判明していないが、アウト  

ブレイク調査による情報から、少なくも一部の助∂〃e船血清型では、非常に低い菌量で疾病の原因  

となる可能性があることがわかっている。乳児、特に感染性の高いグループ（未熟児、低出生体重児、  

免疫障害児）においては、これは深刻な懸念となりうる。  

2002年、米国では、乳児のサルモネラ症の羅患率を100，000人あたり139．4人と報告している。この  

乳児罷患率は、一般人口での確患率（100，000人あたり16．2人）に比較し、8倍以上高くなっている  

（CDC，2002）。   

1．3感染リスクの最も高い集団  

亡5制ね且如粛ま全ての年齢層で疾病の原因となりうるが、乳児（1歳未満の子ども）でリスクが高く、特  

に新生児及び生後2ケ月未満の乳児で最もリスクが高い。乳児の中で感染リスクの最も高いのは、早  

産児、低出生体重児（2．5kg未満）、免疫障害児などである。しかし、その他何らかの理由で障害を持  

つ乳児も、一般の乳児に比べ、亡ぶ∂ね詔〟の感染リスクが高い可能性がある。また、HIVに感染した  

母親を持つ乳児も、免疫障害がある可能性があり、また特にPIFを必要とするので、感染のリスクが高  

い（FAO／WHO，2004）。乳児の中でも亡血〟への感染リスクが明確に高い二つのグループとして  

は、生後1ケ月以上経過してから菌血症を発症した未熟児、及び、新生児期に髄膜炎を発症した満期  

産児が挙げられる。このため、FAO／WHO専門家作業グループ（2006）は、乳児全体においてリスクが  

高いが、新生児及び生後2ケ月未満の乳児でのリスクが最も高いと結論付けている（FAO／WHO，  

2006）。  
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リスクの高い乳児グループが特定されてはいるものの、丘∫∂ね〟んンの感染は、新生時期以外のそ  

れまで健康だった乳児にも発症していることに注意を払うべきである（Gurt）er，KornackiandBeuchat，  

2005）。また、感染は、病院内と病院外の両方で起きている。そのため、PIFの安全な調乳と取扱いに  

関する教育的な情報は、医療従事者、保護者、その他の育児担当者全てに必要である。   

サルモネラ症に関しては、重症や死亡に至る可能性が、一般人ロよりも乳児で高くなっている。免  

疫障害のある乳児は特にその恐れが高い。母乳で育てられている乳児は、サルモネラ症に罷患する  

可能性が50％低いが、由血0〃e舶菌が搾った母乳を介して感染した例がいくつか報告されている  

（FAO／WHO，2006）。  

1．4PIFの汚染  

現在の製造工程では、無菌のPIFを生産することはできない。PIFのEsakazakjン及びSbhT70ne伯への  

汚染は内因性にも、また、外的要因でも起こりうる。内因性の汚染は、製造過程のいずれかの段階で  

起こる（製造環境あるいは原材料からの汚染など）。  

最近のデータでは、由血0〃e伯spp．と亡∫∂ん㍑∂血の微生物生態学上の相違が指摘されている。  

それによれば、丘∫∂由∠∂ん7は、由血0〃e伯と比較して、製造環境により多く存在している。調査によ  

ると、Esaん，ZaんはP［Fのサンプルの3～14％から検出された（FAO／WHO．2006）が、これまで報告さ  

れた汚染レベルは、0．36～66．Ocfu／100gと低い（Forsythe，2005）。一方、Sbh770ne伯はPtFから検出  

されることはほとんどなく、ある調査では、141の異なった調製粉乳からのサンプルで、由血TO〝e船が検  

出されたものはひとつもなかった（Muybens，RoeIofs－WiIlemseandJasper，1988）。また、現在の  

由血ロ〃e他に関するコーデックス規格は、各25gのサンプル60件において菌が存在しないというもの  

である。丘5∂ね詔んに対する具体的な基準は示されておらず、大腸菌群全体を示すカテゴリーに含ま  

れている（CAC，1979）。この基準では、5検体中、大腸菌群数が3個体／g未満のサンプルが4検体以  

上であり、かつ、3を超え20未満のものが5検体中多くても1検体であることが要求されている。この微  

生物規格に関しては、現在、コーデックス食品衛生部会が検討を行っているところである。  

外因性の汚染は、PIFの調乳や授乳の際に汚染された器具（スプーン、ブレンダー、哺乳ビン、乳首  

など）が使用された場合に起きることがある。また、調乳する環境によっても汚染は起こりうる。   

£∫∂ね血〟及び由血∂〃e船は乾燥状態のPIF中では増殖しないが、その中で長期間生存すること  

ができる。EsaA？Zaんは、乾燥状態のPIFで1年以上生存することが示されている（Forsythe，2005）。  

一方調乳されたPIFは、病原菌が増殖するのに理想的な環境となる。調乳済みPIFを5O c以下で保存  

することで由〟乃αJe伯及び亡ふ戎都矧妨の増殖を防ぐことができるが、これより高い温度（室温など）に  
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置かれた場合、特に長時間置かれた場合は、三見〟∂詔ん7あるいは5b血〝e伯が急速に増殖する可  

能性がある。  

1．5母乳の推奨  

WHOは、最適な乳児の成長、発達及び健康を達成するためには、誕生後6ケ月間は母乳のみで育  

てることが好ましいとしている。その後、2歳あるいはそれ以上まで母乳を続ける場合は栄養上の要件  

を満たすため、栄養的に適切かつ安全な、補助的な食品を与える必要がある（WHO／UNICEF，  

2003）。   

母乳による育児を支援し、乳児及び幼少期の子どもに対する母乳の効用を普及させることは大切  

である。しかし、母乳が入手できない場合、母親が母乳で育てることができない場合、情報に基づき母  

乳で育てるべきではないという判断がされた場合、母乳による育児が適切ではない場合（例えば母親  

が母乳に禁忌を示す薬を服用している、あるいは母親が川∨に感染している1）もある。同様に、極低  

出生体重児では直接母乳を与えることが不可能な場合もあり、また、母乳が全く出ない場合、あるい  

は量が足りない場合もある。  

母乳で育てない乳児には、当ガイドラインに示された適切な方法で調乳された調製粉乳など、適切  

な代替乳が必要である。  

1．6 目的  

このガイドラインの目的は、PIFの安全な調乳、保存及び取扱いに関する勧告事項を示し、亡  

saAazaAn及びSlenterjbaの感染リスクを減少させることである。原則的には、WHO／UN］CEFのBFHI  

（Baby－Friend］y HospitaIlnjtiative：赤ちやんに優しい病院イニシアティブ）の10力条に従って、医学的  

に認められた場合2のみ使用されるべきである（付録2）。  

】HIVに感染している女性は代替乳が受け入れられ、入手可能で、経済的にも購入可能で、持続的かつ安全でない限り、最初の6ヶ月間は母乳のみで育  

てることが勧告されている。しかし、代替乳が受け入れられ、入手可能で、経済的にも購入可能で、持続的かつ安全であれば、HIVに感染している女性   

は母乳をすべて避けることが勧告されている。   

http＝〟ww・Who・int／ChiId－adolescentheaJth／PubJications／NUTRmON／consensus＿Statement・htm  

PIFの流通販売はWHO／皿ICEFの母乳代用品販売流通に関する国際基準（lntemationalCodeofMarketingof  

Breast－Mi】ksubstitutes）（WHO，1981）の必要要件、また世界保健総会の関連決議を全て満たし行わなくてはならない。  
この国際基準は、母乳による育児を保護・促進し、また母乳代用品が必要な際には、十分な情報と適切な流通販売を  
通して、母乳代用品が適切に使用されるようにすることによって、乳児に安全な栄養を十分与えることを目的としている。   



当ガイドラインは、国と政府に対し助言を与え、援助となるための一般的な文書として作成されてい  

る。当ガイドラインが国レベルで使用される場合は、当該国の条件（気候や社会経済的な相違など）を  

反映させるべきである。各国政府は、親、育児担当者、及び病院や託児所の職員が行うべき最低限  

度のトレーニングの要件のアウトラインを定めるべきである。   

PIFl＝関連した疾病の詳細情報、汚染源、E sakazakd及びSbh770ne他の特徴は、FAO／WHOの報  

告書（FAO／WHO，2004，2006）に記載されているので、このガイドラインでは概要のみを述べる（セクシ  

ョン1．2～1．4）。  

1．7対象  

当ガイドラインは、医療環境及び家庭におけるPIFの調乳に関する勧告事項を述べるものである。  

当ガイドラインは、月齢12ケ月以下の乳児に対するPIFの調乳のみに適用される（Codex  

AuNORMO7／30／26の定義による）（CAC，2007）。フォローアップ調製粉乳（CodexStandard156－1987  

の定義による）（CAC，1987）及び特定の医療目的のための乳児用調製粉乳（Codex Alinorrn  

O7／30／26，Appendix［））（CAC，2007）は、当ガイドラインの対象外である。しかし、他のガイドラインが存  

在しない場合は、上記の製品の調乳についても、12ケ月以下の乳児に対してはPIFのガイドラインに  

従うべきである。  

1．8勧告事項の前提条件  

PTFには病原菌が存在する可能性があるため、2004年にジュネーブで開かれたFAO／WHO合同会  

議（FAO／WHO，2004）での勧告事項のひとつであり、また、WHAの決議による要請の基となったのは、  

P［Fの調乳、使用及び取扱いに関する助言が必要であるということだった。これは、P［Fの調乳を行う  

多くの人（一般及び医療関係者の両方）が、当該製品の持つリスクを認知していない、あるいは最善  

の調乳方法を知らないためである。  

勧告事項は、主に、2006年1月に行われたFAO／WHOによるP［FにおけるE sakaza〟のリスク評価  

（FAO／WHO，2006）の結果をもとに作成されている。作成された定量的リスク評価モデルを用いて、異  

なる授乳方法を基本となる方法と比較した場合の、相対的なリスクの増加あるいは減少の比率が計  

算されている。   

勧告事項は、医療環境及び家庭においてPIFの調乳と取扱いを行う人々に適用される。一般に、  

PIFを700 c以上の温度の湯で調乳することで、リスクを大幅に減少させることができる。調乳から摂  

取までの時間を最小限にすることでもリスクをコントロールできる。  
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これらの勧告事項は、PIFの調乳を行う者が安全な飲用水、石鹸、清潔な調乳環境、熱湯、及び冷  

蔵庫を使用できる環境にあることを前提条件としている。水質が悪い場合、病原菌を不活性化し、安  

全な水を準備するためには、煮沸、塩素消毒、及びろ過が重要な方法である。水の殺菌は次のように  

行う；水を沸騰させる、1リットルの水あたり3－5滴のブリーチを添加する、あるいは適切なフィルター  
でろ過して病原菌を物理的に取り除く。  

環境によっては（例えば発展途上国、緊急事態など）、上記の資源が全て入手できない場合もある。  

その場合における、PIFの使用を原因とする疾病リスクを減少させる最も簡単で最も効果的な方法は、  

以下の通りである。  

・熱湯で調乳し、冷めた後なるべく早く飲ませる。  

・熱湯が入手できない場合は、P肝を室温の安全な水で調乳し、直ちに飲ませる。  

1．9訓練  

PTFを使用して粉ミルクを調乳する者は全て、PIFに関するリスクについて学び、当ガイドラインに基  

づく安全な調乳方法の訓練を受けるか、あるいは安全な調乳方法の知識を得るべきである。当ガイド  

ラインでは、非常に高い温度の湯を使用するよう勧告しているので、安全な湯の取扱いに関する追加  

情報または訓練、あるいはその両方が必要である。このガイドラインは2つのメインセクションに分か  

れている。第2部では、医療環境におけるPIFの調乳に対する勧告事項が、第3部では、家庭環境にお  

けるPIFの調乳に対する勧告事項が示されている。両部とも、勧告事項の理論的根拠も示されている。  

2つの環境には多くの類似点があることから、両セクションのガイダンスと理論的根拠の一部も非常に  

類似している。対象となる最終使用者によって、第2部または第3部を使用し、特定の条件に合った資  

料を作成するべきである。  
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第2部：医療環境（Caresetting）   

PIF（powderedinfantformula：乳児用調製粉乳）は、無菌の製品ではなく、重篤な疾病の原因となり  

うる有害細菌に汚染される可能性がある。正しい調乳と取扱いによって、疾病のリスクは減少する。   

可能な限り、リスクの最も高い乳児には、商業的に滅菌されたすぐに使える液状乳児用ミルクが推  

奨される。滅菌した液状乳児用ミルクには病原菌が存在せず、感染のリスクもない。しかし、液状乳児  

用ミルクの使用が必ずしも選択肢（option）とは限らず、PIFの使用が必要となることもある。  

PtFは滅菌された製品ではなく、有害な細菌が存在している可能性がある。調乳されたPtFは、病原  

菌の増殖にとって理想的な環境となる。粉乳中での汚染が非常に低いレベルであっても、PIFの不適  

切な調乳と調乳後の不適切な取扱いによって、存在していた病原菌が増殖するのに理想的な環境と  

なり、感染のリスクを大幅に高めることになる。しかし、P肝を安全に調乳し正しく取り扱えば、疾病リス  

クを減少させることができる。   

医療環境には、病院、託児所（cr畠che）のような適所型の施設などがある。病院、特に脆弱性の高い  

乳児を治療する集中治療室では、前述のように亡ぶ〆ねz∂ん7の感染のリスクが最も高い。  

病院や託児所では、時間をおいてから使用するために大量のPIFを事前に準備しておく必要がある  

場合がある。このような方法は、正しく行われなければ、亡5扇血諭拓への感染のリスクを増加させる  

ことになる。   

PIFは無菌製品ではないので、亡血ねz∂舶などの菌に感染するリスクを有している。下記の勧告事  

項には、仁5扇胤狛紡の感染リスクを減少させるための医療環境におけるPIFの調乳、保存、及び取扱  

いについての最善の方法が概説されている。これらの勧告事項は、£才血70〃e他の感染リスクを減少さ  

せるためにも適用できる。  

2．1勧告事項  

2．1．1乳児用調製粉乳の使用  

1．乳児用調製粉乳は、乳児の医学的ニーズに基づいて選ぶ。  

2．可能な限り、リスクの最も高い乳児には商業的に滅菌された液状乳児用ミルクを使用する。  

2．1．2一般的な要求事項  

1．各施設は、P肝の調乳と取扱いに関するガイドライン文書を作成する。  

2．ガイドラインの実行状況をモニターする。  
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3．PIFを調乳する職員は、ガイドラインに従った十分な訓練と、食品調理のために衛生上必要な要件  

に関する訓練を受ける。  

4．医療環境で調乳されたP肝には、完全なトレーサビリティが必要である。  

5．PIFの調乳と保存のみに使用される専用の清潔な区域を用意する。調乳室のレイアウトに関する指  

導は各国レベルで行う。   

2．1．3晴乳及び調乳器具の洗浄と滅菌   

乳児への哺乳と調乳に使用された全ての器具を次の使用前までに徹底的に洗浄及び滅菌するこ  

とは非常に重要である。  

1．哺乳及び調乳器具の洗浄と滅菌を行う（下記参照）前には、必ず手を石鹸と清浄な水で十分に洗   

う。医療環境では、専用の手洗い用シンクを準備することが望ましい。  

2．洗浄：哺乳及び調乳器具（コップ、哺乳ビン、乳首及びスプーンなど）は、熱い石鹸水中で十分に洗  

う。哺乳ビンを使用した場合は、清潔なビン用ブラシ、乳首用ブラシを使用し、ビンの内側と外側、乳   

首をこすり、残った粉ミルクを全て確実に除去する。  

3．哺乳及び調乳器具を洗浄した後は、安全な水で十分にすすぐ。  

4．滅菌：市販の滅菌器を使用する際は、メーカーの取扱い説明書に従って行う。哺乳及び調乳器具   

は、以下の方法で煮沸消毒することもできる。  

a．大型の容器に水を満たし、洗浄した哺乳及び調乳器具を完全に水中に浸す（中に空気の泡  

がないことを確認する）。  

b．容器にふたをし、沸騰させる（沸騰して湯が無くならないように注意する）。  

c．晴乳及び調乳器具が必要となるまで容器にふたをしておく。  

5．滅菌器や容器から哺乳及び調乳器具を取り出す前には、必ず石鹸と清浄な水で手指を十分に洗  

浄する。滅菌済みの哺乳及び調乳器具の取扱う際には、滅菌したピンセットやトングを使用すること  

が望ましい。  

6．再汚染を防ぐため、哺乳及び調乳器具を使用の直前に取り出すことが最良である。滅菌器から取  

り出された器具をすぐに使用しない場合は、カバーをかけて清潔な場所に保管すべきである。晴乳  

ビンは、完全に組み立てておけば、滅菌したビンの内側や乳首の内側と外側の汚染を防ぐことがで  

きる。  

2．1．4PIFを使用した粉ミルクの調乳   
粉ミルクは授乳するたびに調乳し、すぐに授乳するのが望ましい。病院などの医療環境では、多く  

の乳児のために調乳を行う必要がある。理想的には、ひとりずつ別々のコップや哺乳ビンで調乳する  

ことが望ましい。しかし、場合によっては、粉ミルクを大型の容器で調乳し、個々のコップや晴乳瓶に  

分注することがある。PIFは大型でふたのあいた容器に入っているほど汚染されやすいので、この方  

法はリスクを高めることになる。また、大量の粉ミルクは冷めるのに時間がかかり、有害細菌が増殖  
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する可能性が残る。下記の勧告事項には、個々の容器での調乳、あるいはすぐに使用するための大  

量の調乳する場合の最も安全な方法の概要が示されている。  

1．粉ミルクを調乳するところの表面を清掃し消毒する。  

2石鹸と清浄な水で手指を洗い、清潔な布か使い捨てのナプキンを用いて水分を拭き取る。  

3．十分な量の安全な水を沸騰させる。自動湯沸かし器（電気ポット）を使用している場合は、スイッチが  

切れるまで待つ。その他の場合は、湯が完全に沸騰していることを確認する。  

注意：ボトル入りの水も無菌ではないので、使用前に沸騰しなければならない。電子レンジは、加熱  

が不均衡で、一部に熱い部分（「ホットスポット」）ができ、乳児のロに火傷を負わす可能性があるの  

で、PIFの調乳には絶対に使用してはいけない。  

4．火傷に気をつけて、700c以上にまで冷却した適量の沸騰させた水を、清潔で滅菌済みのコップ  

あるいは晴乳ビンに注ぐ。湯の温度は滅菌した温度計を使用して測るべきである。  

a．大型の容器で大量に調乳する場合：容器を洗浄し滅菌しておく。容器の大きさは最大でも1リ  

ットル以下で、食品用の材料で作られ、かつ高温の液体に使用できるものを使用する。  

5．表示された量のPIFを正確に量って加える。指定された量よりも多く、あるいは少なく加えることで、  

乳児が病気になることもあり得る。  

a．晴乳ビンを使用する場合：清潔で滅菌済みの哺乳ビンの各部品を、メーカーの取扱い説明書  

に従って組み立てる。熱湯による火傷に注意しながら、中身が完全に混ざるまで容器をゆっく  

り振とうまたは回転させる。  

b，コップを使用する場合：熱湯による火傷に注意しながら、清潔で滅菌済みのスプーンを使用し  

て摸押して、完全に混ぜ合わせる。  

c．大型の容器で大量に調乳する場合：清潔で滅菌済みのスプーンを使用して、均等に混ぜる。  

火傷しないように注意しながら、直ちに個々の哺乳用コップあるいは哺乳ビンに分注する。  

6．水道の流水の下に置くか、冷水または氷水の入った容器に静置することにより、授乳に適した温  

度まで短時間で冷却する。冷却水の水面レベルについては、晴乳カップであればカップの上端より  

も下、哺乳ビンならばビンの蓋よりも下にくるようにする。  

7．哺乳用コップあるいは晴乳ビンの外側を清潔な布または使い捨ての布で拭き、粉ミルクの種類、乳  
児の名前あるいは識別番号、調乳した日付と時刻、調乳した職員の名前など、必要な情報を表示す  

る。  

8．非常に高温の湯が調乳に使用されるため、乳児の口に火傷を負わさないよう、授乳する前に授乳  

温度を確認することが不可欠である。必要に応じて、上記ステップ6に示した方法で、冷却し続ける  

こと。  

9．調乳後2時間以内に消費されなかった粉ミルクは、全て廃棄すること。   

2．1．5時間をおいてからの使用のための事前調乳   

調乳されたPIFは有害細菌の増殖に理想的な条件となるため、授乳の都度、P肝を調乳し、すぐに  
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授乳することが最善である。しかし実際上の理由から、調乳した粉ミルクを事前に準備することが必  

要になる場合がある。医療環境などでは、大量に準備し、必要となるまで保存しておかなくてはならな  

いこともある。事前に調乳し、後の使用まで保存しておく場合の最も安全な方法が、下記に示されてい  

る。冷蔵が不可能な場合は、毎回調乳して直ちに授乳すべきである。後の使用のために事前に準備  

しておくことはできない。  

1．セクション2．1．4．のステップ1～7に従って行う。晴乳用コップを使用する場合は、洗浄し滅菌した容   

量1リットル以下のふた付きのビンか容器の中で調乳する。調乳したPIFは、ふた付の容器で冷蔵し、   

必要に応じてコップに分注することもできる。  

2．冷却した粉ミルクは、専用の冷蔵庫に保存する。冷蔵庫の温度は、50c以下に設定し、毎日モニ   

ターする。  

3．調乳した粉ミルクは、冷蔵庫で24時間まで保存できる。  

大きな容器に入った調乳後の粉ミルクは適切に冷却されないことがあり、有害細菌の増殖を招く可  

能性がある。従って、大きな容器での冷却あるいは保存は勧められない。   

2．1．6保存した粉ミルクの再加温  
1．保存した粉ミルクは、必要とされる直前にのみ冷蔵庫から取り出す。2．15分を超える再加温をし   

ない。  

3・粉ミルクが均一に加熱されるようにするため、蓋付きの広口ビン又は容器を定期的に振とうする。   

注意：電子レンジは、加熱が不均衡で、一部に熱い部分（「ホットスポット」）ができ、乳児の口に火   

傷を負わす可能性があるので、温め直しには絶対に使用してはいけない。  

4．乳児の口元の火傷を防止すべく、授乳温度を確認する。  

5．2時間以内に飲まなかった再加温した粉ミルクは、全て廃棄する。   

2．1．7調乳した粉ミルクの運搬   
多くの医療環境で、粉ミルクはひとつの調乳室で調乳され、そこから各棟などへ運搬される。調乳し  

た粉ミルクを運搬することで、調乳から授乳までの時間が長くなり、有害細菌の増殖する機会を提供  

し、リスクをもたらす。調乳後2時間以内に授乳されない場合は、運搬まで冷蔵し、冷蔵状態（低温）で  

運搬し、目的地で温め直すべきである。調乳された粉ミルクの運搬について最も安全性の高い方法  

の概略を以下に示す。  

1，調乳後2時間以内に授乳される場合：   

a．セクション2．1．4に示した方法で調乳し、   

b．直ちに運搬して使用する。  

2．調乳後2時間以内に授乳されない場合：   

a．セクション2．1．5に示した方法で調乳・冷蔵保存し、   



b．運搬前に低温状態であることを確認し、  

c．運搬する直前にのみ冷蔵庫から取り出し、   

d・低温状態の粉ミルクを運搬（運搬に30分以上かかる場合は、冷蔵状態での運搬あるいはクー  

ル′〈ッグの使用が望ましい）した上で、  

e．目的地においてセクション2，1．6の方法で温め直すか、あるいは、   

f・低温または冷蔵状態で運搬された粉ミルクは、目的地で冷蔵庫にもどし、調乳後24時間以内  

に使用することも可能である。温めた粉ミルクや残った粉ミルクは、冷蔵庫には戻さず、2時間  

以内に使用されない場合は廃棄する。   

2．1．8保存及び授乳時間  

1t授乳されなかった粉ミルクは全て調乳後2時間以内に廃棄する（冷蔵状態のものは除く）。  

2．調乳後の粉ミルクは冷蔵庫（50c以下）で24時間まで保存できる。  

3．残った粉ミルクは全て廃棄する。  

4．継続授乳あるいはポーラス投与（鼻腔栄養又は経菅栄養）による授乳は、室温で2時間以内とす   

ることが望ましい。  

5．継続授乳あるいはポーラス投与による授乳中は粉ミルクを温めてはいけない。   

2．2 勧告の論理的根拠   

2．2．1P肝の選択   

PIFについては、乳児の医学的な要求に基づいて選択されるべきである。  

特に、高リスクの乳児に授乳する場合、医療機関においては可能な限り、商業的滅菌済みの液体  

ミルクを使用すべきである。こうした液体ミルクには有害細菌が含まれていない。新生児集中治療室  

（NICU）のような医療施設においては、仁由ね詔〟lこよる感染リスクの最も高い乳児一即ち、生後2ケ  

月未満の新生児、特に未熟児や低出生体重児（く2kg）、あるいは免疫障害を持つ乳児一に対する看  

護を提供している。しかしながら、滅菌済みの液体ミルク（例えば、特別な栄養棄を必要とする乳児向  

けのもの）が常に入手できるわけではないので、代用としてPIFが用いられる場合もあろう。  

2．2．2一般的な要求事項   

病院等の施設における調乳については、入念な管理が行なれるべきである。その理由として、これ  

らの施設では粉ミルクを大量に調乳することを迫られる場合があり、そうした粉ミルクを消費する乳児  

が特定の感染リスクに晒される危険性があるためである。  

PIFから調乳済み粉ミルクをつくる際の管理に役立てるため、また有害細菌による二次汚染のリス  

クを減少させるため、調乳及び調乳された粉ミルクを保存するための専用区画を設けるべきである。  
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PIFから調乳済み粉ミルクをつくることやそうした粉ミルクの取扱いについては、各施設で文書化した  
ガイドラインを確立し、その実施状況をモニターすべきである。こうすることにより、一貫して安全な取  

扱いが確保される。調乳を行なうスタッフに対して十分な研修を実施することで、彼ら自身がPIFに係  

わるリスクを理解し、このようなリスクを確実に減少又は管理するためにどのような措置を講ずるべき  

かを認識することになる。  

2．2．3適正な衛生管理   

亡ふ血ガによるアウトブレイクのいくつかについて、その推定原因として「劣悪な衛生状態」が疑  

われていることが報告されている（Forsythe、2005年）。調乳担当者にあっては、調乳を行なう前に、  

調乳器具の表面を洗浄及び消毒すべきであり、また石鹸と清浄な水にて手指を洗浄すべきである。こ  

れは、有害細菌が手指に付着して持ち込まれる場合や、調乳器具の表面に存在している場合がある  

ためである。手指の洗浄や器具表面の洗浄及び消毒が、調乳の間に粉ミルクが汚染されるリスクを  

減らすことになる。  

亡由由aヲんyを含めた有害細菌類（Drudyら、2006年）が乳児の尿及び便中から見つかることから、ト  

イレの使用後及びオムツ交換の後に手指を洗浄しなければならない。こうした細菌類は手指に簡単  

に付着し、調乳する間に粉ミルクを汚染することがある。   

2．2．4哺乳器及び調乳器具の洗浄及び滅菌   

亡ぷ如月ガのアウトブレイクの中には、調乳で用いた器具に起因するものも報告されている  

（G日用erら、2005年）。丘5bね血ガは環境中に広く存在しており、ラテックスやシリコン及びステンレス  

鋼のような、一般的に、乳児の晴育器具に使用される表面部分に付着し増殖（「′くイオフイルム」を形  

成）することが示されている。従って、全ての晴乳器及び調乳器具（例えば、哺乳カップや哺乳ビン、リ  

ング及び乳首）は、その使用前に徹底して洗浄及び滅菌することが重要である。これは、これらの器  

具類の表面における／くイオフイルムの形成が感染の温床となり得ることがその理由であって、こうした  

バイオフィルムは調乳された粉ミルクを持続的に汚染し続ける可能性がある（1versen、Lane及び  

Forsythe、2004年）。   

2．2．5調乳水の温度   

FAO／WHOのリスク評価（FAO／WHO、2006年）によると、700 c以上の湯でP［Fを調乳する場合、  

粉乳中に存在している亡助詔〟についてはこの温度で死滅することから、リスクは劇的に減少する。  

このリスク低下レベルは、授乳時間が長くなった場合（上限は2時間まで）や、周囲の室温が350cに  

達する場合であっても維持されるものである。結果として、700c以上の湯でPIFを調乳することで、  

全ての乳児一食の遅い乳児のみならず、調乳した粉ミルクを冷蔵することが容易には出来ないような  

温暖な地域（例えば、発展途上国）の乳児であってもーに対するリスクを劇的に減少させることにな  

る。  
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700 cに満たない湯でPIFを調乳する場合、PIF中に存在するESbkazakdを完全に不活性化させ  

るのに十分な温度には到達していないことになる。これは以下の二つの理由から懸念される事項であ  

る：a）少数の細菌体であっても疾病の原因となり得ること。従って、PIF中に存在している亡肋昂〟  

を死滅させることが重要である。及びb）生き残った丘由ね詔ん7がPIF中で増殖する可能性があるこ  

と。こうしたリスクは調乳した粉ミルクを、冷蔵温度以上の温度で長時間放置した場合に増加する。  

PIFの調乳において熱湯を用いることについて懸念が持ち上がっているが、700 c以上の温度の湯  

を用いたときだけ、亡由ねz∂んrによるリスクは劇的に低下するのである（付録3参照）。現在、多くの  

P）F製品の取扱い説明書ではP［Fを500 c付近の湯で調乳するよう求めているが、FAO／WHOのI）  

スク評価によれば、500cの湯による調乳は、調乳した粉ミルクを直ちに消費しない限り、一般的に見  

てリスクを最も増加させることになる。500 cの湯でPIFを調乳する場合、如何なる状況下であれ、リ  

スクを減少させることにはならないのである。このリスク評価の結果に照らして、メーカーの取扱い説  

明書を見直すべきである。  

2．2．6一括調乳のための容器の体積   

医療機関ではしばしば、単独の大きな容器中で多くの粉ミルクを調乳し、撹拝した後、哺乳ビンや  

哺乳カップに分注することがよくある。事例証拠（Anecdotalevidence）が示すところによれば、大量に  

調乳したものを調乳容器内で長時間にわたって放冷している（冷蔵の有無に係わらず）という事例も  

あると聞く。  

調乳する容器が大きくなればそれだけ感染のリスクも高まる。なぜならば、  

・調乳した粉ミルクが汚染される可能性は更に大きくなり、なお且つ  

一大きな容器を冷却するには長い時間がかかる。これは即ち、調乳された粉ミルクが有害細菌の増殖   

を促すような温度で放置されることを意味している。   

FAO／WHOのリスク評価で明らかにされたのは、調乳用及び冷却用により大きな容器（25リットル）  

を使用すると、調乳した粉ミルクがそれだけゆっくりと冷やされことになるため、感染のリスクは高まる、  

という事実である。従って、調乳した粉ミルクについては可能な限り小さな容器内で冷却すべきであ  

る。  

2．2．7保存時聞及び授乳時間   

PIF中のESbkazakdに対するFAO／WHOによるリスク評価によれば、授乳時間が長くなる程、一般  

的にはそれだけ細菌が増殖する可能性が高まるため、リスクの増加へと結び付くことになる。周辺温  

度が更に暖かく（300c及び350 c）なればこうしたリスクは高くなる。但し、700 c以上の湯でP［Fが  

調乳される場合、リスクは劇的に減少し、2時間という授乳時間の間はこうしたリスクの減少が有効な  
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ままである。こうしたリスク評価の結果は、食の遅い乳児や周囲の室温が350 c付近に達し得るよう  

な温暖な地域の乳児に対して三島ん乱詔〟が与える感染のリスクを減少させる実用的な意味を持つの  

である。   

P『の調乳に700 c以上の湯を用いる場合であっても、調製した粉ミルクは2時間を越えて室温で  

放置しないことが推奨される。これは、粉ミルクがその調乳時において既に汚染されていた可能性が  

あることや、あるいは、乳児の口から哺乳カップ又は晴乳ビン中へ有害細菌が侵入した可能性が考え  

られるためである。又、熱湯（700c）によって調製粉乳中に存在する有害細菌の芽胞を活性化させ  

た可能性もある。調乳した粉ミルクを冷蔵温度より高い温度で長時間放置することが、有害細菌に増  

殖させる機会を与えてしまうのである。  

2．2．8粉ミルクのラベル表示   

調乱された粉ミルクには、PIFの詳細や患者名、調乳者の氏名、及び調乳された時間と日付がラベ  

ル表示されるべきである。医療施設では多くの乳児が看護されていることから、粉ミルクが一括調乳さ  

れる傾向にある。適切なラベル表示によって、全ての粉ミルクに対するトレーサビリティが確実なもの  

となる。  

2．2．9調乳した粉ミルクの保存   

粉ミルクを調乳した後2時間以内に消費しない場合には、調乳直後直ちに冷やすものとし、（50c  

が上限温度である）冷蔵庫で保存しなければならない。50c未満の温度で冷蔵保存することで有害  

細菌の増殖が妨げられるか、増殖の速度を遅らせることになる。FAO／WHOのリスク評価によれば、  

調乱した粉ミルクを正しく冷蔵保存した場合であれば、リスクの増加は1．3倍にも満たないことが示さ  

れている。   

冷蔵保存した調乳済み粉ミルクについては、調乳から24時間以内で使い切るべきである。PIFの  

調乳に700c以上の湯を用いたとしても、腐敗細菌が死滅しない場合もある。これらの腐敗細菌は冷  

蔵温度で増殖することができ、調乳済み粉ミルクを腐敗させる原因となり得る。溶解したPIFの品質が  

長時間にわたる保存によって損なわれる可能性もある。調乳が行なわれる区画や環境において微生  

物汚染のリスクが高い場合には、保存時間を短縮するか、もしくは粉ミルクを新鮒こ保ちながら直ち  

に消費すべきである。   

冷蔵庫については、調乳した粉ミルクをその調乳後から1時間以内に50c未満の温度にまで引き  

下げられる能力を有するものであるべきである。冷蔵庫内の温度ついては日々モニターする必要が  

ある。熱い粉ミルクが冷蔵庫内の温度を上昇させてしまうことから、調乳した粉ミルクは冷蔵庫に入れ  

る前に速やかに冷却すべきである。調乳した粉ミルクは、冷たい流水下に置くか、冷水を張ったボー  

ルに浸しておくことで素早く冷却することができる。  
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2．2．10 保存した粉ミルクの再加温   

50 c以上の温度では有害細菌を増殖させてしまう可能性があるため、保存した粉ミルクについて  

は、授乳を行なう直前のみ冷蔵庫から取り出し、速やかに再加温する必要がある。粉ミルクは15分を  

越えて加温し続けることがないようにする。これは、長時間再加温することで、粉ミルクを有害細菌の  

増殖にとって理想的な温度下に置くことになるからである。ボトルウオーマ一に粉ミルクを長時間入れ  

たままにしておくことが、三助z∂人〟による感染のアウトブレイクの一因となり得ることが報告されてい  

る（GurtIer、Kornacki及びBeuchat、2005年）。  

2．2．11調乳した粉ミルクの運搬   

多くの医療機関では調乳を中央調乳室にて行ない、調乳した粉ミルクを異なる病棟ないしは施設  

内の各エリアにまで運搬している。調乳した粉ミルクを運搬することが調乳から消費までの時間を引  

き延ばし、有害細菌の増殖の機会を与えてしまうので、感染のリスクをもたらす。   

このように有害細菌を増殖させる可能性があることから、調乳から2時間以内に消費されることの  

ない粉ミルクについては、その温度が50c未満の温度になるまで、速やかに冷却した上で冷蔵すべ  

きである。その後に、冷やされた調乳済み粉ミルクを配膳先まで運ぶことが可能となる。配膳先では、  

授乳を目的として当該粉ミルクを再加温できる（第乙2．10項）。又、当該粉ミルクを冷蔵庫に戻した上で、  

調乳から24時間以内であれば使用することも可能である。  

運搬に際して30分以上時間がかかる場合には、調乳した粉ミルクが温まらないように冷蔵条件下  

で運ぶことが推奨される。冷蔵運搬することが不可能な場合、アイスパックが入ったクtラー′〈ッグ等  

の保冷容器に入れて運搬することができる。  
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第3部：家庭内において  

3．1勧告事項  

P］F（powderedinfantformuIa：乳児用調製粉乳）は滅菌された製品ではなく、重篤な疾病の原因と  

なりうる有害細菌によって汚染される可能性がある。正しい調乳と取扱いによって、疾病のリスクは減  

少する。  

可能な限り、リスクの最も高い乳児に対しては、商業的に滅菌されたすぐに使える液状乳児用ミル  

クが推奨される。  

P肝は滅菌された製品でなく、特に適切な調乳や取扱いがなされなかった場合には、乳児に対して  

感染のリスクをもたらし得る。調乳されたPIFは有害細菌の増殖にとって理想的な環境となる。粉乳中  

での汚染が非常に低いレベルであっても、PIFの不適切な調乳と調乳後の不適切な取扱いによって、  

存在していた病原菌が増殖するのに理想的な環境となり、感染のリスクを大幅に高めることになる。し  

かし、PIFを安全に調乳し正しく取り扱えば、疾病リスクを減少させることができる。  

以下の勧告では、£ふ戎∂血〝による感染リスクを減らすために、PIFを家庭内において安全に調乳、  

保存、そして取り扱うための最善の方法が概説されている。これらの勧告事項は、サルモネラ菌  

（助ク〝e船）の感染リスクを減少させるためにも適用できる。  

乳児の保護者や保育者に対しては、医療の専門家がPIFの安全な調乳、保存、及びその取扱いに  

ついて指導することが推奨される。  

3．1．1哺乳及び調乳器具の洗浄及び滅菌   

乳児への授乳及び調乳に使われた全ての器具を次の使用前までに徹底的に洗浄及び滅菌するこ  

とは非常に重要である。   

J  

l．哺乳及び調乳器具の洗浄と滅菌を行う（下記参照）前には、必ず手を石鹸と清浄な水で十分に洗  

う。  

1．使用に先立ち、哺乳器及び調乳器具を洗浄及び滅菌する前には必ず、（以下に記載の通り）石鹸   
と清水にて手指を十分に洗浄すべきである。  

2．洗浄：哺乳及び調乳器具（コップ、晴乳ビン、乳首及びスプーンなど）は、熱い石鹸水中で十分に洗   

う。哺乳ビンを使用した場合は、清潔なビン用ブラシ、乳首用ブラシを使用し、ぴんの内側と外側、   

乳首をこすり、残った粉ミルクを全て確実に除去する。  
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3．哺乳及び調乳器具を洗浄した後は、安全な水で十分にすすぐ。  

4，滅菌：市販されている家庭用の滅菌器（例えば、電子式ないしはマイクロ波蒸気式の滅菌器）を用   

いる場合は、メーカーの取扱い説明書に従って行う。晴乳及び調乳器具については以下の方法で   

煮沸消毒することもできる。  

a．大型の容器に水を満たし、洗浄した哺乳及び調乳器具を完全に水中に浸す（中に空気の泡  

がないことを確認する）。  

b．容器にふたをし、沸騰させる（沸騰して湯が無くならないように注意する）。  

c．哺乳及び調乳器具が必要となるまで容器にふたをしておく。  

5．滅菌器や容器から晴乳及び調乳器具を取り出す前には、必ず石鹸と清浄な水にて手指を十分に   

洗浄する。滅菌済みの晴乳及び調乳器具を取り扱う際には、キッチン用のトングを利用することが   

推奨される。  

6，再汚染を防ぐため、哺乳及び調乳器具を使用の直前に取り出すことが最良である。滅菌器から取  

り出した器具をすぐに使用しない場合は、カバーをかけて清潔な場所に保管すべきである。晴乳ビン  

を完全に組みたてておけば、滅菌したビンの内側や乳首の内側と外側からの汚染を防ぐことができ  

る。  

3．1．2 PIFを用いた粉ミルクの調乳   

調乳されたPIFは有害細菌の増殖に対して理想的な条件を与えてしまうため、授乳の都度、P［Fを  

新しく調乳して速やかに使用することが最良である。以下の各手順では、直ぐに消費することを条件と  

して、哺乳ビンや哺乳カップでPIFを調乳するための最も安全な方法の概要が示されている。  

1．粉ミルクを調乳する器具の表面を洗浄し滅菌する。  

2．石鹸と清浄な水で手指を洗い、清潔な布か使い捨てのナプキンを用いて水分を拭き取る。  

3．十分な量の安全な水を沸騰させる。自動湯沸かし器（電気ポット）を使用している場合は、スイッチが  

切れるまで待つ。その他の場合は、湯が完全に沸騰していることを確認する。  

注意：ボトル入りの水も無菌ではないので、使用前に沸騰しなければならない。電子レンジは、加熱  

が不均衡で、一部に熱い部分（「ホット・スポット」）ができ、乳児の口に火傷を負わす可能性があるの  

で、P【Fの調乳には絶対に使用してはいけない。  

4．火傷に気をつけて、700c以上にまで冷却した適量の沸騰させた水を、清潔で滅菌済みのコップ  

あるいは晴乳ビンに注ぐ。700c以上を保つために、湯は沸騰させた後30分以上放置しない。  

a．大型の容器で大量に調乳する場合：容器を洗浄し滅菌しておく。容器の大きさは最大でも1リ  

ットル以下で、食品用の材料で作られ、かつ高温の液体に使用できるものを使用する。  

5．表示された量のPIFを正確に量って加える。指定された量よりも多く、あるいは少なく加えることで、  

乳児が病気になることもあり得る。  
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a．晴乳ビンを使用する場合：清潔で滅菌済みの哺乳ビンの各部品を、メーカーの取扱い説明書  

に従って組み立てる。熱湯による火傷に注意しながら、中身が完全に混ざるまで容器をゆっく  

り振とうまたは回転させる。  

b．コップを使用する場合：熱湯による火傷に注意しながら、清潔で滅菌済みのスプーンを使用し  

て横枠して、完全に混ぜ合わせる。  

6．調乳後直ちに、水道の流水の下に置くか、冷水または氷水の入った容器に静置することにより、   

授乳に適した温度まで短時間で冷却する。冷却水の水面レベルについては、晴乳カップであれば   

カップの上端よりも下、哺乳ビンならばビンの蓋よりも下にくるようにする。  

7．清潔な布または使い捨ての布によって、哺乳ビン又は哺乳カップの外側にある水分を拭き取る。  

8．非常に高温の湯が調乳に使用されるため、乳児の口に火傷を負わさないよう、授乳する前に授乳  

温度を確認することが不可欠である。必要に応じて、上記ステップ6に示した方法で、冷却し続けるこ  

と。9．調乳後2時間以内に消費されなかった粉ミルクは、全て廃棄すること。   

3．1．3 時間をおいてからの使用のための事前調乳  

調乳されたPIFは有害細菌の増殖に理想的な条件となるため、授乳の都度、P［Fを調乳し、すぐに  

授乳することが最善である。しかし実際上の理由から、調乳した粉ミルクを事前に準備することが必  

要になる場合がある。医療環境などでは、大量に準備し、必要となるまで保存しておかなくてはならな  

いこともある。事前に調乳し、後の使用まで保存しておく場合の最も安全な方法が、下記に示されてい  

る。冷蔵が不可能な場合は、後で使用するために事前調乳するのではなく、むしろ粉ミルクを新鮮な  

まま調乳してそれを直ちに消費するべきである。  

1．セクション3．1．2のステップ1～7に従って行う。晴乳用コップを使用する場合は、洗浄し滅菌した容  

量1リットル以下のふた付きのビンか容器の中で調乳する。調乳したPIFは、ふた付の容器で冷蔵し、  

必要に応じてコップに分注することもできる。  

2．冷却した粉ミルクは、専用の冷蔵庫に保存する。冷蔵庫の温度は、50c以下に設定し、毎日モニ  

ターする。  

3．調乳した粉ミルクは、冷蔵庫で24時間まで保存できる。  

3．1．4 保存した粉ミルクの再加温   

1．保存した粉ミルクは、必要とされる直前にのみ冷蔵庫から取り出す。  

2．15分を超える再加温をしない。粉ミルクが均一に加熱されるようにするため、蓋付きの広口ビン   

又は容器を定期的に振とうする。  

3．電子レンジは、加熱が不均衡で、一部に熱い部分（「ホット・スポット」）ができ、乳児の口に火傷を  
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負わす可能性があるので、温め直しには絶対に使用してはいけない。   

4．乳児の口元の火傷を防止すべく、授乳温度を確認する。   

5．2時間以内に飲まなかった再加温した粉ミルクは、全て廃棄する。  

3．1．5 調乳した粉ミルクの運搬   

運搬が行なわれている間に有害細菌を増殖させてしまう可能性があるため、調乳した粉ミルクをま  

ず冷蔵庫内で50c未満の温度にまで冷やした上で、その運搬を行なうべきである。  

1．セクション3．1．3に示した通りに粉ミルクを調乳し、冷蔵庫に入れること。  
ヽ  

2．粉ミルクはその運搬前冷やされていることを確認すること。  

3．粉ミルクはその運搬の直前まで冷蔵庫から取り出してはならない。  

4．粉ミルクはアイスパックが入った保冷／くッグに入れて運搬すること。  

5．保冷バッグに入れて運搬された粉ミルクは2時間以内に任用すべきである。これは保冷バッグが  

粉ミルクを何時までも適切な状態で冷却する訳ではないためである。  

6．セクション3．1．4にある通り、再加温は目的地で行なうこと。  

7．2時間以内に目的地に到着するのであれば、保冷バッグに入れて運搬された粉ミルクは、冷蔵庫  

に戻し入れることができ、そうした粉ミルクについては調乳後24時間以内までならば質的には問  

題とならない。  

8．又、調乳した当日に外出する場合は、小分けにしたP肝を洗浄・滅菌済の容器に入れて運搬する  

ことができる。行き先においては、粉ミルクの調乳は、洗浄と滅菌を済ませた晴乳器や調乳器具  

を用い、700 c以上の熱湯を使用して行うことができる。  

3．2 勧告の論理的根拠  

3．2．1適正な衛生管理   

亡励磁∂〟によるアウトブレイクのいくつかの推定原因として「劣悪な衛生状態」が疑われているこ  

とが報告されている（Forsythe、2005年）。調乳担当者にあっては、調乳を行なう前に、調乳器具の表  

面を洗浄及び消毒すべきであり、また石鹸と清浄な水にて手指を洗浄すべきである。これは、有害細  

菌が手指に付着して持ち込まれる場合や、調乳器具の表面に存在している場合があるためである。  

手指の洗浄や器具表面の洗浄及び消毒が、調乳の間に粉ミルクが汚染されるリスクを減らすことに  

なる。   

亡由ん‡Z∂ん7を含めた有害細菌類（Drudyら、2006年）が乳児の尿及び便中から見つかることから、ト  

イレの使用後及びオムツ交換の後に手指を洗浄しなければならない。こうした細菌類は手指に簡単  

に付着し、調乳する間に粉ミルクを汚染することがある。  
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3．2．2哺乳及び調乳器具の洗浄及び滅菌  

・亡由んば∂〟のアウトブレイクの中には、調乳で用いた器具に起因するものも報告されている  

（G日用erら、2005年）。亡肋ぷ止〟は環境中に広く存在しており、ラテックスやシリコン及びステンレス  

鋼のような、一般的に、乳児の晴育器具に使用される表面部分に付着しながら増殖（「バイオフィル  

ム」を形成）することが示されている。従って、全ての哺乳器及び調乳器具（例えば、哺乳カップや哺  

乳ビン、リング及び乳首）は、その使用前に徹底して洗浄及び滅菌することが重要である。これは、こ  

れらの器具類の表面におけるバイオフィルムの形成が感染の温床となり得ることがその理由であって、  

こうしたバイオフィルムは調乳された粉ミルクを持続的（＝汚染し続ける可能性がある（lversen、Lane及  

びForsythe、2004年）。  

3．2．3調乳水の温度   

FAO／WHOのリスク評価（FAO／WHO、2006年）によると、700c以上の湯でPIFを調乳する場合、  

粉乳中に存在している丘肋貞ガについてはこの温度で死滅することから、リスクは劇的に減少する。  

このリスク低下レベルは、授乳時間が長くなった場合（つまり、2時間まで）や、周囲の室温が350 c  

に達する場合であっても維持されるものである。結果として、700c以上の湯でPIFを調乳することで、  

全ての乳児一食の遅い乳児のみならず、調乳した粉ミルクを冷蔵することが容易には出来ないような  

温暖な地域（例えば、発展途上国）の乳児であってもーに対するリスクを劇的に減少させることにな  

る。   

700 cに満たない湯でP［Fを調乳する場合、PIF中に存在するE助〟を完全に不活性化させ  

るのに十分な温度には到達していないことになる。これは以下の二つの理由から懸念される事項であ  

る：a）少数の細菌体であっても疾病の原因となり得ること。従って、PIF中に存在している£由ね詔ん7  

を死滅させることが重要である。及びb）生き残った亡ふ励ん7がPIF中で増殖する可能性があるこ  

と。こうしたリスクは調乳した粉ミルクを、冷蔵温度以上の温度で長時間放置した場合に増加する。  

P肝の調乳において熱湯を用いることについて懸念が持ち上がっているが、700 c以上の温度の湯  

を用いたときだけ、三助〝によるリスクは劇的に低下するのである（付録3参照）。現在、多くの  

P［F製品の取扱い説明書ではPJFを500c付近の湯で調乳するよう求めているが、FAO／WHOのリ  

スク評価によれば、500cの湯による調乳は、調乳した粉ミルクを直ちに消責しない限り、一般的に見  

てリスクを最も増加させることになる。500cの湯でPIFを調乳する場合、如何なる状況下であれ、リ  

スクを減少させることにはならないのである。このリスク評価の結果に照らして、メーカーの取扱い説  

明書を見直すべきである。  

3．2．4調乱した粉ミルクの保存   
PIFには有害細菌が含まれている可能性もあるため、PtFについては授乳の都度、新しく調乳する  

ことが最良である。しかしながら、実際問題としては、これを常に行なう訳にもいかない。例えば、託児  
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所やベビーシッター、あるいは当日に外出する場合のように、事前に粉ミルクを調乳する必要に迫ら  

れる場合もある。こうした状況下では、粉ミルクを708 c以上の湯を用いて調乳した場合、調乳直後  

から直ちに冷却し、それを冷蔵庫内（50 c以下）で24時間を越えることなく保存するべきである。  

冷蔵保存した調乳済み粉ミルクについては調乳から24時間以内で使い切るべきである。PIFの調  

乳に700c以上の湯を用いたとしても、腐敗細菌が死滅しない場合もある。これらの腐敗細菌は冷蔵  

温度で増殖することができ、調乳した粉ミルクを腐敗させる原因となり得る。溶解したPIFの品質が長  

時間にわたる保存によって損なわれる可能性もある。  

熱い粉ミルクが冷蔵庫内の温度を上昇させてしまうことから、調乳した粉ミルクは冷蔵庫に入れる  

前に速やかに冷却すべきである。調乳した粉ミルクは、冷たい流水下に置くか、冷水を張ったボール  

に浸しておくことで素早く冷却することができる。   

3．2．5保存した粉ミルクの再加温   
50c以上の温度では有害細菌を増殖させてしまう可能性があるため、保存した粉ミルクについて  

は、授乳を行なう直前のみ冷蔵庫から取り出し速やかに再加温をする必要がある。粉ミルクは15分  

を越えて加熱し続けることがないようにする。これは、長時間再加温することで、粉ミルクを有害細菌  

の増殖にとって理想的な温度下に置くことになるからである。ボトルウオーマ一に粉ミルクを長時間入  

れたままにしておくことが、亡5bね詔〟による感染のアウトブレイクの一因となり得ることが報告されて  

いる（Gurtler、Kornacki及びBeuchat、2005年）。  

3．2．6調乳した粉ミルクの運搬   

調乳した粉ミルクを運搬することが調乳から消費までの時間を引き延ばし、有害細菌に増殖の機会  

を与えてしまうので、感染のリスクをもたらす。このように、有害細菌を増殖させる可能性があることか  

ら、運搬が必要とされる粉ミルクについては運搬に先立ってその温度が下がるまで、速やかに冷却し  

た上で冷蔵する必要がある。  

有害細菌の増殖を最小限に抑えるため、冷却された粉ミルクについては、運搬直前に冷蔵庫から  

取り出すものとし、保冷バッグに入れて運搬すべきである。目的地では、授乳させるために当該粉ミ  

ルクを再加温することができる。保冷バッグに入れられた粉ミルクについては2時間以内に使用すべ  

きである。又、運搬した粉ミルクを2時間以内に冷蔵庫へ戻した場合は、調乳から24時間以内であれ  

ば保存することも可能である。これらの手順を踏まえれば粉ミルクは冷やされ続けることになり、そう  

することによって有害細菌の増殖速度を遅らせるか、増殖自休を抑えることができる。  

3．2，7保存時聞及び授乳時間   

亡由ねz∂〟の感染のリスクをコントロールするためには、調乳から消費に至る時間を最小限にする  
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ことが有効な手段となる。調乳した粉ミルクについては、その調乳以降冷蔵庫で保存されていない限  

り、2時間以内に廃棄をすべきである（セクション3．1．3を参照）。使い残した粉ミルクを後で使用したり、  

新しく調乳した粉ミルクに加えたりすることは決してしてはいけない。これは、授乳が行なわれる間に  

有害細菌がその増殖の機会を獲得した可能性があるためである。   

PIFの調乳に700 c以上の湯を用いる場合であっても、調製した粉ミルクは2時間を越えて室温で  

放置しないことが推奨される。これは、粉ミルクがその調乳時において既に汚染されていた可能性が  

あることや、あるいは、乳児の口から哺乳カップ又は哺乳ビン中へ有害細菌が侵入した可能性が考え  

られるためである。又、熱湯（700c）によって調製粉乳中に存在する有害細菌の芽胸を活性化させ  

た可能性もある。調乳した粉ミルクを冷蔵温度より高い温度で長時間放置することが、有害細菌に増  

殖させる機会を与えてしまうのである。  
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付録1  

FAO／WHO合同専門家会議で採択された勧告の概要（FAO／WHO、2004年）：  

乳児が母乳晴育でない場合、特に高リスクの乳児の保育者に対しては「PIFは無菌製品ではなく、   

重篤な疾病を引き起こしうる病原菌に汚染されている可能性があること」を常に注意喚起する必   

要があり、そうしたリスクを減少させ得る方法について情報を提供すべきである。  

乳児が母乳哺育でない場合、特に高リスクの乳児の保育者に対しては、可能な限り、市販の滅菌   

済みである液休調製乳か、効果的な汚染除去手順によって調乳された調製乳（例えば、熱湯を   

用いて溶解する、もしくは溶解した粉乳を加熱する）の使用を奨励すべきである。  

リスクを最小限に抑えるべく、PIFの調乳や使用、及びその取扱いに関するガイドラインを作成すべ   

きである。  

乳児用食品関係業界に対しては、高リスクグループのため、商業的滅菌済みの多様な範囲の母   

乳代用食品を開発するよう奨励すべきである  

乳児用食品関係業界に対しては、製造環境中及びPIF中の双方において、亡ぷ励んrの濃度や   

陽性率を減少させるよう奨励すべきである。このために、乳児用食品関係業界にあっては、効果   

的な環境監視プログラムの実施や、エ場での生産ラインにおける衛生管理の指標として、大腸   

菌群ではなく腸内細菌科（占7ね〝由cfeぬcβ∂e）に属する菌を利用した検査の実施を検討する必   

要がある。  

・衛生規範の改訂に際し、コーデックス委員会はPIFの微生物学的リスクに対するより的確な対応を  

取るべきであり、もし必要であると判断する場合には、£助z∂ん7に関する微生物学的規格の確  

立についてもコーデックス規格に含めるぺきである。  

FAO／WHOにあっては、開発途上国における特定の要求に対応すべきであり、例えばHIV陽性で  

ある母親を持つ乳児や低出生体重児のように、非常に困難な状況下で母乳代用食品が用いられ  

ることになる場合には、リスクを最小限に抑えるべく効果的な対策を確立すべきである。  

ESuazakd及び腸内細菌科に属する他の細菌に対する国際的．＝妥当性確認された（validated）有   

効な検出法や分子タイピング法の利用を促進すべきである。  

・亡由ね詔人〟及び腸内細菌科に属する他の細菌による疾病感染の感染源と感染媒体（PIFを含む）  
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について調査及び報告するよう奨励すべきである。これには「検査機関をペースとするネットワー   

クの構築」が含まれる場合もある。  

・亡由血詔〟についての生態学や分類学、病原性及びその他の諸特性について、並びに、溶解した   

PIF中における亡∫∂ね詔〟の含有レベルを低下させる方法についての更なる理解を深めるため  

の研究を推進すべきである。  
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付録2  

朋屠斉家励さぎるたlめの／♂カ廃  

（WHO／UNICEFによる「赤ちやんにやさしい病院イニシアティブ（BFM）」からの引用）  

1．母乳育児推進の方針を文書にして、すべての関係職員がいつでも確認できるようにしましょう。  

2．この方針を実施するうえで必要な知識と技術をすべての関係職員に指導しましょう。  

3，すべての妊婦さんに母乳で育てる利点とその方法を教えましょう。  

4．お母さんを助けて、分娩後30分以内に赤ちやんの母乳をあげられるようにしましょう。  

5．母乳の飲ませ方をお母さんに実地に指導しましょう。また、もし赤ちゃんをお母さんから離して収容  

しなければならない場合にも、お母さんの分泌維持の方法を教えましょう。  

6．医学的に必要でないかぎり、新生児には母乳以外の栄養や水分を与えないようにしましょう。  

7．お母さんと赤ちやんが一緒にいられるように、終日、母子同室を実施しましょう。  

8．赤ちやんが欲しがるときは、いつまでもお母さんが母乳を飲ませてあげられるようにしましょう。  

9．母乳で育てている赤ちやんにゴムの乳首やおしやぶりを与えないようにしましょう。  

10．母乳で育てるお母さんのための支援グループ作りを助け、お母さんが退院するときにそれらのグ  

ループを紹介しましょう。  
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付録3  

熱に敏感な栄養素が失われることに対する懸念や、熱湯による乳児や調乳者への火傷の危険性、  

セレウス菌（β∂C仇βCe化∽）又は他菌種の芽胞の活性化、及び粉乳を固まらせてしまうといった理由  

から、P［Fによる調乳に際し熱湯を用いることについては疑問視されてきた（FAO／WHO、2006年）。  

ESPGHAN3の栄養委員会では、熱湯を使用することや調製済みである粉乳を沸点近くの温度にまで  

加熱することについて異論が唱えられた。それは、熱湯を使用することでビタミン類のような栄養素に  

対して悪影響が及ぶことがその理由であった（Agostoniら、2004年）。2002年10月、米国農務省は、  

保健専門家に向けた勧告の内容からPIFの調乳時には熱湯を使用すべきであるとしていた条項を削  

除した。その理由としては、熱に対して敏感な栄養素を損失させる可能性があること、いくつかのPIF  

の物理的な特性を変化させてしまうこと、£∫∂ねz∂〟を十分に死滅させることを保証する能力がない  

こと、及び調乳を行なう病院スタッフが火傷する恐れのあることが挙げられた（米国FDA、2002年）。し  

かしながら英国では最近、PIFの調乳に関してその助言内容を更新しており、P肝を使用することによ  

るリスクを減少させるため、PIFについては700 c以上の温度の熱湯で調乳することが推奨されてい  

る（FSA、2006年）。  

FAO／WHO専門家会議（2006年）ではこれらの懸念が検討された。当該会議において提示された  

「調乳時に熱湯を用いることによるビタミンレベルの低下」に関するデータによれば、ビタミンCが大き  

な影響を受ける唯一のビタミンであることが示された（試験に用いた4種類の粉乳におけるビタミンレ  

ベルの低下範囲は5．6～65．6％）。但し、こうした製品ではその保存期間中におけるビタミンの損失を補  

うため、全ての粉乳について実際にはその表示よりも高いレベルのビタミンCが含まれている。熱湯  

によって調乳された後も、4種類の粉乳の内3つについては、その表示よりも高いレベルでビタミンC  

が含有されていた。残る検体では熱湯によりビタミンCが65．6％低下した後でも含まれていたビタミンC  

は100カロリー当たり9．Omgであり、このビタミンレベルは、円Fのコーデックス規格で要求されるビタミ  

ンCの最小レベル（100カロリー当たり8mg）よりも依然として高いものであった（CAC、1981年）。  

この調査では、700 c以上の温湯を用いることで生じるビタミンレベルの低下が重要ではないことを  

示唆しているように思われる。しかしながら、1件の調査結果を議論したに過ぎないこともあり、専門家  

会議ではこの間題に関する何らかの具体的な勧告がなされることについて合意するまでには至らな  

かったが、「非常に高温な熱湯によるP肝の調乳が推奨されることになる場合、ビタミン類の何らかの  

低下に対応することを目的として成分強化粉乳も選択肢となり得る」との内容が言及された。   

非常に高温の熱湯を使用することに関するその他の懸案事項への対応に際して、FAO／WHO合同  

専門家会議では「ラベル表示による啓発メッセージ、及びPIFを調乳する者や授乳する者に対する研  

修を通じて、火傷に対するリスクヘの対応が可能である」と結論付けられた。非常に高温の熱湯を使  

用すれば細菌の芽胞を再活性化させる恐れがあるという問題はあるものの、この問題については、  
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適切な授乳温度にまで冷却した後で粉ミルクを直ぐに使い切ることや、後で使用するのであれば冷蔵  

することによって対処するべきである。最近のリスク評価で報告された調査結果によれば（オーストラ  

リア・ニュージーランド食品基準局、2003年）、粉乳におけるセレウス菌のレベルについては、使用す  

る熱湯の温度（560c又は900cのいずれか）及び後の冷却条件に左右されないことが示されている。  

現行で与えられているガイダンスであれば、セレウス菌によるリスクには繋がらないことがこのリスク  

評価で示唆された。最後になるが、高温の熱湯で粉乳を溶解する場合であっても、全てのPIFが固ま  

ってしまうわけではなく、粉乳が固まったとしても現在の技術を持ってすればこうした問題に対応でき  

るものと思われる。  

3 欧州小児栄養消化器肝臓病学会  
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の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
及
び
原
子
 
 
 

力
損
害
賠
償
補
償
契
約
に
関
す
る
法
律
施
 
 
 

行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
施
行
に
 
 
 

伴
う
経
済
産
業
省
関
係
告
示
の
整
備
に
関
 
 
 

す
る
告
示
（
経
済
産
業
五
五
）
 
 

○
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
 
 
 

の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
に
基
づ
き
 
 
 

原
子
炉
又
は
製
錬
施
設
等
を
定
め
る
告
示
 
 
 

の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
（
同
五
六
）
 
 

○
循
環
型
社
会
形
成
推
進
某
本
計
画
を
変
更
 
 

し
た
件
（
環
境
三
三
）
 
 

○
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
計
画
を
定
め
た
件
 
 
 

（
同
三
四
）
 
 

○
保
育
所
保
育
指
針
を
定
め
る
件
 
 

○
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
施
設
基
準
の
一
 
 
 

部
を
改
正
す
る
件
（
同
一
三
八
）
 
 

○
消
費
生
活
協
同
組
合
法
施
行
規
程
を
定
め
 
 
 

る
件
（
同
一
三
九
）
 
 

○
児
童
福
祉
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
 
 
 

す
る
省
令
附
則
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
別
 
 
 

に
定
め
る
日
を
定
め
る
件
（
同
一
四
〇
）
 
 

七
九
 
 

〔
公
 
 
告
〕
 
 

諸
事
項
 
 

裁
判
所
 
 
 

破
産
、
再
生
関
係
 
 

≡
○
 
 

さ舞   
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○
厚
生
労
働
省
告
示
第
首
昌
十
〓
号
 
 
 

児
童
福
祉
施
設
最
低
基
準
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
 
 

第
六
十
三
号
）
第
三
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
保
育
所
 
 

保
育
指
針
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
 
 

日
か
ら
適
用
す
る
。
 
 
 

平
成
二
十
年
三
月
l
一
十
八
日
 
 

厚
生
労
働
大
臣
 
舛
添
 
要
一
 
 

保
育
所
保
育
指
針
 
 

目
次
 
 
 

第
一
章
 
総
則
 
 
 

第
二
章
 
子
ど
も
の
発
達
 
 

第
三
章
 
保
育
の
内
容
 
 

第
四
章
 
保
育
の
計
画
及
び
評
価
 
 

第
五
章
 
健
康
及
び
安
全
 
 

第
六
章
 
保
護
者
に
対
す
る
支
援
 
 

第
七
草
 
職
員
の
資
質
向
上
 
 
 

策
一
‡
 
総
則
 
 
 

趣
旨
 
 

H
 
こ
の
指
針
は
、
児
童
福
祉
施
設
最
低
基
準
（
昭
和
 
 
 

二
十
三
年
厚
生
省
令
第
六
十
三
号
）
第
三
十
市
粂
の
 
 
 

規
定
に
基
づ
き
、
保
育
所
に
お
け
る
保
育
の
内
容
に
 
 
 

関
す
る
事
項
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
運
営
に
関
す
る
 
 
 

事
項
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

出
 
各
保
育
所
は
、
こ
の
指
針
に
お
い
て
規
定
さ
れ
る
 
 
 

保
育
の
内
容
に
係
る
基
本
原
則
に
関
す
る
事
項
等
を
 
 
 

踏
ま
え
、
各
保
育
所
の
実
情
に
応
じ
て
創
意
工
夫
を
 
 
 

図
り
、
保
育
所
の
機
能
及
び
質
の
向
上
に
努
め
な
け
 
 
 

れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

保
育
所
の
役
割
 
 

H
 
保
育
所
は
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
 
 
 

第
百
六
十
四
号
）
第
三
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
 
 
 

保
育
に
欠
け
る
子
ど
も
の
保
育
を
行
い
、
そ
の
健
全
 
 
 

な
心
身
の
発
達
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
児
童
福
 
 
 

祉
施
設
で
あ
り
、
入
所
す
る
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
 
 
 

を
考
慮
し
、
そ
の
福
祉
を
横
板
的
に
増
進
す
る
こ
と
 
 
 

に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
生
活
の
場
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
 
 

ヽ
 
O
 
 

L
Y
 
 

出
 
保
育
所
は
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
保
 
 
 

育
に
関
す
る
専
門
性
を
有
す
る
職
員
が
、
家
庭
と
の
 
 
 

緊
密
な
連
携
の
下
に
、
子
ど
も
の
状
況
や
発
達
過
程
 
 

・
を
踏
ま
え
、
保
育
所
に
お
け
る
環
境
を
通
し
て
、
養
 
 
 

護
及
び
教
育
を
一
体
的
に
行
う
こ
と
を
特
性
と
し
て
 
 
 

い
る
。
 
 

国
 
保
育
所
は
、
入
所
す
る
子
ど
も
を
保
育
す
る
と
と
 
 
 

も
に
、
家
庭
や
地
域
の
様
々
な
社
会
資
源
と
の
連
携
 
 
 

を
図
り
な
が
ら
、
入
所
す
る
子
ど
も
の
保
護
者
に
対
 
 
 

す
る
支
援
及
び
地
域
の
子
育
て
家
庭
に
対
す
る
支
援
 
 
 

等
を
行
う
役
割
を
担
う
も
の
で
あ
る
。
 
 

㈲
 
保
育
所
に
お
け
る
保
育
士
は
、
児
童
福
祉
法
第
十
 
 
 

八
条
の
四
の
規
定
を
踏
ま
え
、
保
育
所
の
役
割
及
び
 
 
 

機
能
が
適
切
に
発
挿
さ
れ
る
よ
う
に
、
倫
理
観
に
裏
 
 
 

付
け
ら
れ
た
専
門
的
知
識
、
技
術
及
び
判
断
を
も
っ
 
 
 

て
、
子
ど
も
を
保
育
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
保
 
 
 

護
者
に
対
す
る
保
育
に
関
す
る
指
導
を
行
う
も
の
で
 
 
 

あ
る
。
 
 
 

保
育
の
原
理
 
 

H
 
保
育
の
目
標
 
 
 

ア
 
保
育
所
は
、
子
ど
も
が
生
涯
に
わ
た
る
人
間
形
 
 

成
に
と
っ
て
棲
め
て
重
要
な
時
期
に
、
そ
の
生
活
 
 
 

時
間
の
大
半
を
過
ご
す
場
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
 
 
 

保
育
所
の
保
育
は
、
子
ど
も
が
現
在
を
最
も
良
く
 
 
 

生
き
、
望
ま
し
い
未
来
を
つ
く
り
出
す
力
の
基
礎
 
 

を
培
う
た
め
に
、
次
の
目
標
を
目
指
し
て
行
わ
な
 
 
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

例
 
十
分
に
養
護
の
行
き
届
い
た
環
境
の
下
に
、
 
 

く
つ
ろ
い
だ
雰
囲
気
の
中
で
子
ど
も
の
様
々
な
 
 

欲
求
を
満
た
し
、
生
命
の
保
持
及
び
情
緒
の
安
 
 

定
を
図
る
こ
と
。
 
 

川
 
健
康
、
安
全
な
ど
生
活
に
必
要
な
基
本
的
な
 
 

習
憤
や
態
度
を
養
い
、
心
身
の
健
康
の
基
礎
を
 
 

培
う
こ
と
。
 
 

佃
 
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
人
に
対
す
る
愛
情
 
 

と
信
頼
感
、
そ
し
て
人
権
を
大
切
に
す
る
心
を
 
 

育
て
る
と
と
も
に
、
自
主
、
自
立
及
び
協
調
の
 
 

態
度
を
養
い
、
道
徳
性
の
芽
生
え
を
培
う
こ
と
。
 
 

回
 
生
命
、
自
然
及
び
社
会
の
事
象
に
つ
い
て
の
 
 

興
味
や
関
心
を
育
て
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
豊
か
 
 

な
心
情
や
思
考
力
の
芽
生
え
を
培
う
こ
と
。
 
 
 

帥
 
生
活
の
中
で
、
言
葉
へ
の
興
味
や
関
心
を
育
 
 

て
、
話
し
た
り
、
聞
い
た
り
、
相
手
の
話
を
理
 
 

解
し
よ
う
と
す
る
な
ど
、
言
葉
の
豊
か
さ
を
養
 
 

う
こ
と
。
 
 

㈲
 
様
々
な
体
験
を
通
し
て
、
豊
か
な
感
性
や
表
 
 

現
力
を
育
み
、
創
造
性
の
芽
生
え
を
培
う
こ
と
。
 
 
 

イ
 
保
育
所
は
、
入
所
す
る
子
ど
も
の
保
護
者
に
対
 
 

し
、
そ
の
意
向
を
受
け
止
め
、
子
ど
も
と
保
護
者
 
 

の
安
定
し
た
関
係
に
配
慮
し
、
保
育
所
の
特
性
や
 
 

保
育
士
等
の
専
門
性
を
生
か
し
て
、
そ
の
援
助
に
 
 
 

当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

出
 
保
育
の
方
法
 
 
 

保
育
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
保
育
士
等
は
、
 
 
 

次
の
事
項
に
留
意
し
て
保
育
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
 
 
 

。
 
 
 

ア
一
人
一
人
の
子
ど
も
の
状
況
や
家
庭
及
び
地
域
 
 
 

社
会
で
の
生
活
の
実
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
 
 

子
ど
も
が
安
心
感
と
信
頼
感
を
持
っ
て
活
動
で
き
 
 

る
よ
う
、
子
ど
も
の
主
体
と
し
て
の
思
い
や
願
い
 
 
 

を
受
け
止
め
る
こ
と
。
 
 
 

イ
 
子
ど
も
の
生
活
リ
ズ
ム
を
大
切
に
し
、
健
康
、
 
 

安
全
で
情
緒
の
安
定
し
た
生
活
が
で
き
る
環
境
 
 

や
、
自
己
を
十
分
に
発
挿
で
き
る
環
境
を
整
え
る
 
 

こ
と
。
 
 
 

り
 
子
ど
も
の
発
達
に
つ
い
て
理
解
し
、
一
人
一
人
 
 

の
発
達
過
程
に
応
じ
て
保
育
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
 
 

子
ど
も
の
個
人
差
に
十
分
配
慮
す
る
こ
と
。
 
 
 

エ
 
子
ど
も
相
互
の
関
係
作
り
や
互
い
に
尊
重
す
る
 
 

心
を
大
切
に
し
、
集
団
に
お
け
る
活
動
を
効
果
あ
 
 

る
も
の
に
す
る
よ
う
援
助
す
る
こ
と
。
 
 
 

オ
 
子
ど
も
が
自
発
的
、
意
欲
的
に
関
わ
れ
る
よ
う
 
 
 

な
環
境
を
構
成
し
、
子
ど
も
の
主
体
的
な
活
動
や
 
 

子
ど
も
相
互
の
関
わ
り
を
大
切
に
す
る
こ
と
。
特
 
 

に
、
乳
幼
児
期
に
ふ
さ
わ
し
い
休
験
が
得
ら
れ
る
 
 

よ
う
に
、
生
活
や
遊
び
を
通
し
て
総
合
的
に
保
育
 
 

す
る
こ
と
。
 
 
 

カ
一
人
一
人
の
保
護
者
の
状
況
や
そ
の
意
向
を
理
 
 

解
、
受
容
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
親
子
関
係
や
家
庭
生
 
 

活
等
に
配
慮
し
な
が
ら
、
様
々
な
機
会
を
と
ら
え
、
 
 

適
切
に
援
助
す
る
こ
と
。
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国
 
保
育
の
環
境
 
 

保
育
の
環
境
に
は
、
保
育
士
等
や
子
ど
も
な
ど
の
 
 

人
的
環
境
、
施
設
や
遊
具
な
ど
の
物
的
環
境
、
更
に
 
 

は
自
然
や
社
会
の
事
象
な
ど
が
あ
る
。
保
育
所
は
、
 
 

こ
う
し
た
人
、
物
、
場
な
ど
の
環
境
か
相
互
に
関
連
 
 

し
合
い
、
子
ど
も
の
生
活
が
豊
か
な
も
の
と
な
る
よ
 
 

う
、
次
の
事
項
に
留
意
し
っ
つ
、
計
画
的
に
環
境
を
 
 

構
成
し
、
工
夫
し
て
保
育
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

ア
 
子
ど
も
自
ら
が
環
境
に
関
わ
り
、
自
発
的
に
活
 
 

動
し
、
様
々
な
経
験
を
積
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
 
 

る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。
 
 

イ
 
子
ど
も
の
活
動
が
豊
か
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
、
 
 

保
育
所
の
設
備
や
環
境
を
整
え
、
保
育
所
の
保
健
 
 

的
環
境
や
安
全
の
確
保
な
ど
に
努
め
る
こ
と
。
 
 

り
 
保
育
室
は
、
温
か
な
親
し
み
と
く
つ
ろ
ぎ
の
場
 
 

と
な
る
と
と
も
に
、
生
き
生
き
と
活
動
で
き
る
場
 
 

と
な
る
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
。
 
 

エ
 
子
ど
も
が
人
と
関
わ
る
力
を
育
て
て
い
く
た
 
 

め
、
子
ど
も
自
ら
が
周
囲
の
子
ど
も
や
大
人
と
関
 
 

わ
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
 
 

と
。
 
 

4
 
保
育
所
の
社
会
的
責
任
 
 
 

H
 
保
育
所
は
、
子
ど
も
の
人
権
に
十
分
配
慮
す
る
と
 
 

と
も
に
、
子
ど
も
一
人
一
人
の
人
格
を
尊
重
し
て
保
 
 

育
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

出
 
保
育
所
は
、
地
域
社
会
と
の
交
流
や
連
携
を
図
り
、
 
 

保
護
者
や
地
域
社
会
に
、
当
該
保
育
所
が
行
う
保
育
 
 

の
内
容
を
適
切
に
説
明
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
 
 

ら
な
い
。
 
 
 

国
 
保
育
所
は
、
入
所
す
る
子
ど
も
等
の
個
人
情
報
を
 
 

適
切
に
取
り
扱
う
と
と
も
に
、
保
護
者
の
苦
情
な
ど
 
 

に
対
し
、
そ
の
解
決
を
図
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
 
 

ら
な
い
。
 
 

第
二
‡
 
子
ど
も
の
発
連
 
 
 

子
ど
も
は
、
様
々
な
環
境
と
の
相
互
作
用
に
よ
り
発
達
 
 

し
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
子
ど
も
の
発
達
は
、
子
ど
も
が
 
 

そ
れ
ま
で
の
体
験
を
基
に
し
て
、
環
境
に
働
き
か
け
、
環
 
 

境
と
の
相
互
作
用
を
通
し
て
、
豊
か
な
心
情
、
意
欲
及
び
 
 

態
度
を
身
に
付
け
、
新
た
な
能
力
を
獲
得
し
て
い
く
過
程
 
 

で
あ
る
。
特
に
大
切
な
の
は
、
人
と
の
関
わ
り
で
あ
り
、
 
 

愛
情
豊
か
で
思
慮
深
い
大
人
に
よ
る
保
護
や
世
詔
な
ど
を
 
 

通
し
て
、
大
人
と
子
ど
も
の
相
互
の
関
わ
り
が
十
分
に
行
 
 

わ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
関
係
を
起
点
と
し
て
、
 
 

次
第
に
他
の
子
ど
も
と
の
間
で
も
相
互
に
働
き
か
け
、
関
 
 

わ
り
を
深
め
、
人
へ
の
信
頼
感
と
自
己
の
主
体
性
を
形
成
 
 

し
て
い
く
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
保
育
士
等
は
、
次
に
示
す
 
 

子
ど
も
の
発
達
の
特
性
や
発
達
過
程
を
痩
解
し
、
発
達
及
 
 

び
生
活
の
連
続
性
に
配
慮
し
て
保
育
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
 
 

い
。
そ
の
際
、
保
育
士
等
は
、
子
ど
も
と
生
活
や
遊
び
を
 
 

共
に
す
る
中
で
、
一
人
一
人
の
子
ど
も
の
心
身
の
状
態
を
 
 

把
握
し
な
が
ら
、
そ
の
発
達
の
援
助
を
行
う
こ
と
が
必
要
 
 

で
あ
る
。
 
 

1
 
乳
幼
児
期
の
発
達
の
特
性
 
 
 

H
 
子
ど
も
は
、
大
人
に
よ
っ
て
生
命
を
守
ら
れ
、
愛
 
 

き
れ
、
信
頼
き
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
情
緒
が
安
定
す
 
 

る
と
と
も
に
、
人
へ
の
信
頼
感
が
育
つ
。
そ
し
て
、
 
 

身
近
な
環
境
（
人
、
自
然
、
事
物
、
出
来
事
な
ど
）
 
 

に
興
味
や
関
心
を
持
ち
、
自
発
的
に
働
き
か
け
る
な
 
 

ど
、
次
第
に
自
我
が
芽
生
え
る
。
 
 
 

日
 
子
ど
も
は
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
に
主
体
的
 
 

に
関
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
心
身
の
発
達
が
促
さ
れ
る
。
 
 
 

日
 
子
ど
も
は
、
大
人
と
の
信
頼
関
係
を
基
に
し
て
、
 
 

子
ど
も
同
士
の
関
係
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
こ
の
相
 
 
 

互
の
関
わ
り
を
通
じ
て
、
身
体
的
な
発
達
及
び
知
的
 
 
 

な
発
達
と
と
も
に
、
情
緒
的
、
社
会
的
及
び
道
徳
的
 
 
 

な
発
達
が
促
さ
れ
る
。
 
 
 

㈲
 
乳
幼
児
期
は
、
生
理
的
、
身
休
的
な
諸
条
件
や
生
 
 
 

育
環
境
の
違
い
に
よ
り
、
一
人
一
人
の
心
身
の
発
達
 
 

の
個
人
差
が
大
き
い
。
 
 
 

㈲
 
子
ど
も
は
、
遊
び
を
通
し
て
、
仲
間
と
の
関
係
を
 
 
 

育
み
、
そ
の
中
で
個
の
成
長
も
促
さ
れ
る
。
 
 
 

内
 
乳
幼
児
期
は
、
生
涯
に
わ
た
る
生
き
る
力
の
基
礎
 
 
 

が
培
わ
れ
る
時
期
で
あ
り
、
特
に
身
体
感
覚
を
伴
う
 
 
 

多
様
な
経
験
が
積
み
重
な
る
こ
と
に
よ
り
、
豊
か
な
 
 
 

感
性
と
と
も
に
好
奇
心
、
探
究
心
や
思
考
力
が
養
わ
 
 
 

れ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
が
そ
の
後
の
生
活
や
学
び
の
 
 
 

基
礎
に
な
る
。
 
 

Z
 
発
達
過
程
 
 
 

子
ど
も
の
発
達
過
程
は
、
お
お
む
ね
次
に
示
す
八
つ
 
 
 

の
区
分
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
区
分
 

は
、
同
年
齢
の
子
ど
も
の
均
一
的
な
発
達
の
基
準
で
は
 
 
 

な
く
、
一
人
一
人
の
子
ど
も
の
発
達
過
程
と
し
て
と
ら
 
 
 

え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
様
々
な
条
件
に
よ
り
、
 
 
 

子
ど
も
に
発
達
上
の
課
題
や
保
育
所
の
生
活
に
な
じ
み
 
 
 

に
く
い
な
ど
の
状
態
が
見
ら
れ
て
も
、
保
育
士
等
は
、
 
 
 

子
ど
も
自
身
の
力
を
十
分
に
認
め
、
一
人
一
人
の
発
達
 
 
 

過
程
や
心
身
の
状
態
に
応
じ
た
適
切
な
援
助
及
び
環
境
 
 
 

構
成
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
 
 

H
 
お
お
む
ね
六
か
月
未
満
 
 
 

誕
生
後
、
母
体
内
か
ら
外
界
へ
の
急
激
な
環
境
の
 
 
 

変
化
に
適
応
し
、
著
し
い
発
達
が
見
ら
れ
る
。
首
が
 
 
 

す
わ
り
、
手
足
の
動
き
が
活
発
に
な
り
、
そ
の
後
、
 
 
 

寝
返
り
、
腹
ば
い
な
ど
全
身
の
動
き
が
活
発
に
な
脊
 
 
 

視
覚
、
聴
覚
な
ど
の
感
覚
の
発
達
は
め
ざ
ま
し
く
、
 
 

な
ん
 
 
泣
く
、
笑
う
な
ど
の
表
情
の
変
化
や
体
の
動
き
、
哺
 
 
 

語
な
ど
で
自
分
の
欲
求
を
表
現
し
、
こ
れ
に
応
答
的
 
 

羊
＿
 
 
 

に
関
わ
る
特
定
の
大
人
と
の
間
に
情
緒
的
な
絆
が
形
 
 
 

成
さ
れ
る
。
 
 

出
 
お
お
む
ね
六
か
月
か
ら
一
歳
三
か
月
末
満
 
 

座
る
、
は
う
、
立
つ
、
つ
た
い
歩
き
と
い
っ
た
運
 
 
 

動
機
能
が
発
達
す
る
こ
と
、
及
び
脱
や
手
先
を
意
図
 
 
 

的
に
動
か
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
周
囲
の
 
 
 

人
や
物
に
興
味
を
示
し
、
探
索
活
動
が
活
発
に
な
る
。
 
 
 

特
定
の
大
人
と
の
応
答
的
な
関
わ
り
に
よ
り
、
情
緒
 
 

」
互
T
な
 
 
 

的
な
粋
が
深
ま
り
、
あ
や
し
て
も
ら
う
と
喜
ぶ
な
ど
 
 
 

や
り
取
り
が
盛
ん
に
な
る
一
方
で
、
人
見
知
り
を
す
 
 
 

る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
身
近
な
大
人
と
の
関
係
の
 
 
 

申
で
、
自
分
の
意
思
や
欲
求
を
身
振
り
な
ど
で
伝
え
 
 
 

よ
う
と
し
、
大
人
か
ら
自
分
に
向
け
ら
れ
た
気
持
ち
 
 
 

や
簡
単
な
言
葉
が
分
か
る
よ
う
に
な
る
。
食
事
は
、
 
 
 

離
乳
食
か
ら
幼
児
食
へ
徐
々
に
移
行
す
る
。
 
 

伺
 
お
お
む
ね
一
歳
三
か
月
か
ら
二
歳
未
満
 
 

歩
き
始
め
、
手
を
使
い
、
言
葉
を
話
す
よ
う
に
な
 
 
 

る
こ
と
に
よ
り
、
身
近
な
人
や
身
の
回
り
の
物
に
自
 
 
 

発
的
に
働
き
か
け
て
い
く
。
歩
く
、
押
す
、
つ
ま
む
、
 
 
 

め
く
る
な
ど
様
々
な
運
動
機
能
の
発
達
や
新
し
い
行
 
 
 

動
の
獲
得
に
よ
り
、
環
境
に
働
き
か
け
る
意
欲
を
一
 
 
 

層
高
め
る
。
そ
の
中
で
、
物
を
や
り
取
り
し
た
り
、
 
 

取
り
合
っ
た
り
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
と
と
も
に
、
郎
 
 
 

具
等
を
実
物
に
見
立
て
る
な
ど
の
象
徴
機
能
が
発
達
 
 
 

し
、
人
や
物
と
の
関
わ
り
が
強
ま
る
。
ま
た
、
大
人
 
 
 

の
言
う
こ
と
が
分
か
る
よ
う
に
な
り
、
自
分
の
意
思
 
 
 

を
親
し
い
大
人
に
伝
え
た
い
と
い
う
欲
求
が
高
ま
 
 
 

る
。
指
差
し
、
身
振
り
、
片
言
な
ど
を
盛
ん
に
使
う
 
 
 

よ
う
に
な
り
、
l
一
語
文
を
話
し
始
め
る
。
 
 

㈲
 
お
お
む
ね
二
歳
 
 
 

歩
く
、
走
る
、
跳
ぶ
な
ど
の
基
本
的
な
運
動
機
能
 
 
 

や
、
指
先
の
機
能
が
発
達
す
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
食
 
 
 

事
、
衣
類
の
着
脱
な
ど
身
の
回
り
の
こ
と
を
自
分
で
 
 

せ
つ
 
 
 

し
よ
う
と
す
る
。
ま
た
、
排
泄
の
自
立
の
た
め
の
身
 
 

書
 
 
 

体
的
機
能
も
整
っ
て
く
る
。
発
声
が
明
瞭
に
な
り
、
 
 
 

語
彙
も
著
し
く
増
加
し
、
自
分
の
意
思
や
欲
求
を
言
 
 
 

菓
で
表
出
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
行
動
範
囲
が
広
が
 
 
 

り
探
索
活
動
が
盛
ん
に
な
る
中
、
自
我
の
育
ち
の
表
 
 
 

れ
と
し
て
、
強
く
自
己
主
張
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
。
 
 
 

盛
ん
に
模
倣
し
、
物
事
の
間
の
共
通
性
を
見
い
だ
す
 
 
 

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
象
徴
機
能
 
 
 

の
発
達
に
よ
り
、
大
人
と
一
緒
に
簡
単
な
ご
つ
こ
遊
 
 
 

び
を
楽
し
む
よ
う
に
な
る
。
 
 

㈲
 
お
お
む
ね
三
歳
 
 

基
本
的
な
運
動
機
能
が
伸
び
、
そ
れ
に
伴
い
、
食
 
 

t
っ
 
 
 

事
、
排
泄
、
衣
類
の
着
脱
な
ど
も
ほ
ぼ
自
立
で
き
る
 
 
 

よ
う
に
な
る
。
話
し
言
葉
の
基
礎
が
で
き
て
、
盛
ん
 
 
 

に
質
問
す
る
な
ど
知
的
興
味
や
関
心
が
高
ま
る
。
自
 
 
 

我
が
よ
り
は
っ
き
り
し
て
く
る
と
と
も
に
、
友
達
と
 
 
 

の
関
わ
り
が
多
く
な
る
が
、
実
際
に
は
、
同
じ
場
所
 
 
 

で
同
じ
よ
う
な
遊
び
を
そ
れ
ぞ
れ
が
楽
し
ん
で
い
る
 
 
 

平
行
遊
び
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
大
人
の
行
動
や
日
 
 
 

常
生
活
に
お
い
て
経
験
し
た
こ
と
を
ど
っ
こ
遊
び
に
 
 
 

取
り
入
れ
た
り
、
象
徴
機
能
や
観
察
力
を
発
挿
し
て
、
 
 
 

遊
び
の
内
容
に
発
展
性
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
 
 
 

予
想
や
意
図
、
期
待
を
持
っ
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
 
 
 

な
る
。
 
 

㈹
 
お
お
む
ね
四
歳
 
 
 

全
身
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
能
力
が
発
達
し
、
体
の
 
 
 

動
き
が
巧
み
に
な
る
。
自
然
な
ど
身
近
な
環
境
に
積
 
 
 

極
的
に
関
わ
り
、
様
々
な
物
の
特
性
を
知
り
、
そ
れ
 
 
 

ら
と
の
関
わ
り
方
や
遊
び
方
を
体
得
し
て
い
く
。
想
 
 
 

像
力
が
豊
か
に
な
り
、
目
的
を
持
っ
て
行
動
し
、
つ
 
 
 

く
っ
た
り
、
か
い
た
り
、
試
し
た
り
す
る
よ
う
に
な
 
 
 

る
が
、
自
分
の
行
動
や
そ
の
結
果
を
予
測
し
て
不
安
 
 

か
つ
と
う
 
 
 

に
な
る
な
ど
の
葛
藤
も
経
験
す
る
。
仲
間
と
の
つ
な
 
 
 

が
り
が
強
く
な
る
中
で
、
け
ん
か
も
増
え
て
く
る
。
 
 
 

そ
の
一
方
で
、
決
ま
り
の
大
切
さ
に
気
付
き
、
守
ろ
 
 
 

う
と
す
る
よ
う
に
な
る
。
感
情
が
豊
か
に
な
り
、
身
 
 
 

近
な
人
の
気
持
ち
を
察
し
、
少
し
ず
つ
自
分
の
気
持
 
 
 

ち
を
抑
え
ら
れ
た
り
、
我
慢
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
 
 
 

て
く
る
。
 
 

㈲
 
お
お
む
ね
五
歳
 
 
 

基
本
的
な
生
活
習
慣
が
身
に
付
き
、
運
動
機
能
は
 
 
 

ま
す
ま
す
伸
び
、
喜
ん
で
運
動
遊
び
を
し
た
り
、
仲
 
 
 

間
と
と
も
に
活
発
に
遊
ぶ
。
言
葉
に
よ
り
共
通
の
イ
 
 
 

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
遊
ん
だ
り
、
目
的
に
向
か
っ
て
集
 
 
 

団
で
行
動
す
る
こ
と
が
増
え
る
。
さ
ら
に
、
遊
び
を
 
 
 

発
展
さ
せ
、
楽
し
む
た
め
に
、
自
分
た
ち
で
決
ま
り
 
 
 

を
作
っ
た
り
す
る
。
ま
た
、
自
分
な
り
に
考
え
て
判
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断
し
た
り
、
批
判
す
る
力
が
生
ま
れ
、
け
ん
か
を
自
 
 

分
た
ち
で
解
決
し
よ
う
と
す
る
な
ど
、
お
互
い
に
相
 
 

手
を
許
し
た
り
、
異
な
る
思
い
や
考
え
を
認
め
た
り
 
 

と
い
っ
た
社
会
生
活
に
必
要
な
基
本
的
な
力
を
身
に
 
 

う
れ
 
 
 

付
け
て
い
く
。
他
人
の
役
に
立
つ
こ
と
を
嬉
し
く
感
 
 

じ
た
り
し
て
、
仲
間
の
中
の
一
人
と
し
て
の
自
覚
が
 
 

生
ま
れ
る
。
 
 
 

㈹
 
お
お
む
ね
六
歳
 
 

全
身
運
動
が
滑
ら
か
で
巧
み
に
な
り
、
快
活
に
跳
 
 
 

び
回
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
体
験
か
ら
、
自
 
 

信
や
、
予
想
や
見
通
し
を
立
て
る
力
が
育
ち
、
心
身
 
 

お
う
 
 

と
も
に
力
が
あ
ふ
れ
、
意
欲
が
旺
盛
に
な
る
。
仲
間
 
 

の
意
思
を
大
切
に
し
よ
う
と
し
、
役
割
の
分
担
が
生
 
 
 

ま
れ
る
よ
う
な
協
同
遊
び
や
ご
つ
こ
遊
び
を
行
い
、
 
 
 

満
足
す
る
ま
で
取
り
組
も
う
と
す
る
。
様
々
な
知
識
 
 
 

や
経
験
を
生
か
し
、
創
意
工
夫
を
重
ね
、
遊
び
を
発
 
 
 

展
さ
せ
る
。
思
考
力
や
認
識
力
も
高
ま
り
、
自
然
事
 
 
 

象
や
社
会
事
象
、
文
字
な
ど
へ
の
興
味
や
関
心
も
深
 
 
 

ま
っ
て
い
く
。
身
近
な
大
人
に
甘
え
、
気
持
ち
を
休
 
 

め
る
こ
と
も
あ
る
が
、
様
々
な
経
験
を
通
し
て
自
立
 
 

心
が
一
層
高
ま
っ
て
い
く
。
 
 

第
三
‡
 
保
育
の
内
容
 
 
 

保
育
の
内
容
は
、
「
ね
ら
い
」
及
び
「
内
容
」
で
構
成
さ
 
 

れ
る
。
「
ね
ら
い
」
は
、
第
一
章
（
総
則
）
 
に
示
き
れ
た
保
 
 

育
の
目
標
を
よ
り
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
子
ど
も
が
 
 

保
育
所
に
お
い
て
、
安
定
し
た
生
活
を
送
り
、
充
実
し
た
 
 

活
動
が
で
き
る
よ
う
に
、
保
育
士
等
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
 
 

ら
な
い
事
項
及
び
子
ど
も
が
身
に
付
け
る
こ
と
が
望
ま
れ
 
 

る
心
情
、
意
欲
、
態
度
な
ど
の
事
項
を
示
し
た
も
の
で
あ
 
 

る
。
ま
た
、
「
内
容
」
は
、
「
ね
ら
い
」
を
達
成
す
る
た
め
に
、
 
 

子
ど
も
の
生
活
や
そ
の
状
況
に
応
じ
て
保
育
士
等
が
適
切
 
 

に
行
う
事
項
と
、
保
育
士
等
が
援
助
し
て
子
ど
も
が
環
境
 
 

に
関
わ
っ
て
経
験
す
る
事
項
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

保
育
士
等
が
、
「
ね
ら
い
」
及
び
「
内
容
」
を
具
体
的
に
 
 

把
接
す
る
た
め
の
視
点
と
し
て
、
「
養
護
に
関
わ
る
ね
ら
い
 
 

及
び
内
容
」
と
「
教
育
に
関
わ
る
ね
ら
い
及
び
内
容
」
と
 
 

の
両
面
か
ら
示
し
て
い
る
が
、
実
際
の
保
育
に
お
い
て
は
、
 
 

養
護
と
教
育
が
一
体
と
な
っ
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
留
意
 
 

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 
 
 

こ
こ
に
い
う
「
養
護
」
と
は
、
子
ど
も
の
生
命
の
保
持
 
 

及
び
情
緒
の
安
定
を
図
る
た
め
に
保
育
士
等
が
行
う
援
助
 
 

や
関
わ
り
で
あ
る
。
ま
た
、
「
教
育
」
と
は
、
子
ど
も
が
健
 
 

や
か
に
成
長
し
、
そ
の
活
動
が
よ
り
豊
か
に
展
開
さ
れ
る
 
 

た
め
の
発
達
の
援
助
で
あ
り
、
「
健
康
」
、
「
人
間
関
係
」
、
「
環
 
 

遊
び
を
通
し
て
相
互
に
関
連
を
持
ち
な
が
ら
、
 
 

境
」
、
「
富
美
」
 
及
び
 
「
表
現
」
 
の
五
領
域
か
ら
構
成
き
れ
 
 

る
。
こ
の
五
領
域
並
び
に
「
生
命
の
保
持
」
及
び
「
情
緒
 
 

の
安
定
」
に
関
わ
る
保
育
の
内
容
は
、
子
ど
も
の
生
活
や
 
 
 

展
開
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

1
 
保
育
の
ね
ら
い
及
び
内
容
 
 
 

H
 
養
護
に
関
わ
る
ね
ら
い
及
び
内
容
 
 
 

ア
 
生
命
の
保
持
 
 

研
 
ね
ら
い
 
 

①
一
人
一
人
の
子
ど
も
が
、
快
適
に
生
活
で
 
 

き
る
よ
う
に
す
る
。
 
 

②
一
人
一
人
の
子
ど
も
が
、
健
康
で
安
全
に
 
 

過
ご
せ
る
よ
う
に
す
る
。
 
 

③
一
人
一
人
の
子
ど
も
の
生
理
的
欲
求
が
、
 
 

十
分
に
満
た
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
。
 
 

⑥
一
人
一
人
の
子
ど
も
の
健
康
増
進
が
、
積
 
 

極
的
に
図
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。
 
 

川
 
内
容
 
 

①
一
人
一
人
の
子
ど
も
の
平
常
の
健
康
状
態
 
 

や
発
育
及
び
発
達
状
態
を
的
確
に
把
握
し
、
 
 

異
常
を
感
じ
る
場
合
は
、
速
や
か
に
適
切
に
 
 

対
応
す
る
。
 
 

②
 
家
庭
と
の
連
絡
を
密
に
し
、
嘱
託
医
等
と
 
 

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
子
ど
も
の
疾
病
や
 
 

事
故
防
止
に
関
す
る
認
識
を
深
め
、
保
健
的
 
 

で
安
全
な
保
育
環
境
の
維
持
及
び
向
上
に
努
 
 

め
る
。
 
 

③
 
清
潔
で
安
全
な
環
境
を
整
え
、
適
切
な
援
 
 

助
や
応
答
的
な
関
わ
り
を
通
し
て
、
子
ど
も
 
 

の
生
理
的
欲
求
を
満
た
し
て
い
く
。
ま
た
、
 
 

家
庭
と
協
力
し
な
が
ら
、
子
ど
も
の
発
達
過
 
 

程
等
に
応
じ
た
適
切
な
生
活
リ
ズ
ム
が
作
ら
 
 

れ
て
い
く
よ
う
に
す
る
。
 
 

④
 
子
ど
も
の
発
達
過
程
等
に
応
じ
て
、
適
度
 
 

な
運
動
と
休
息
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
 
 

せ
つ
 
 

に
す
る
。
ま
た
、
食
事
、
排
泄
、
睡
眠
、
衣
 
 

類
の
着
脱
、
身
の
回
り
を
清
潔
に
す
る
こ
と
 
 

な
ど
に
つ
い
て
、
子
ど
も
が
意
欲
的
に
生
活
 
 

で
き
る
よ
う
適
切
に
援
助
す
る
。
 
 

イ
 
情
緒
の
安
定
 
 

研
 
ね
ら
い
 
 

①
一
人
一
人
の
子
ど
も
が
、
安
定
感
を
持
っ
 
 

て
過
ご
せ
る
よ
う
に
す
る
。
 
 

②
一
人
一
人
の
子
ど
も
が
、
自
分
の
気
持
ち
 
 

を
安
心
し
て
表
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
 
 

る
。
 
 

総
合
的
に
 
 

③
一
人
一
人
の
子
ど
も
が
、
周
囲
か
ら
主
体
 
 

と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
、
主
体
と
し
て
育
ち
、
 
 

自
分
を
肯
定
す
る
気
持
ち
が
育
ま
れ
て
い
く
 
 

よ
う
に
す
る
。
 
 

④
一
人
一
人
の
子
ど
も
の
心
身
の
疲
れ
が
癒
 
 

さ
れ
る
よ
う
に
す
る
。
 
 

川
 
内
容
 
 

①
一
人
一
人
の
子
ど
も
の
置
か
れ
て
い
る
状
 
 

態
や
発
達
過
程
な
ど
を
的
確
に
把
握
し
、
子
 
 

ど
も
の
欲
求
を
適
切
に
満
た
し
な
が
ら
、
応
 
 

答
的
な
触
れ
合
い
や
言
葉
が
け
を
行
う
。
 
 

②
一
人
一
人
の
子
ど
も
の
気
持
ち
を
受
容
 
 

し
、
共
感
し
な
が
ら
、
子
ど
も
と
の
継
続
的
 
 

な
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
く
。
 
 

③
 
保
育
士
等
と
の
信
頼
関
係
を
基
盤
に
、
一
 
 

人
一
人
の
子
ど
も
が
主
体
的
に
活
動
し
、
自
 
 

発
性
や
探
索
意
欲
な
ど
を
高
め
る
と
と
も
 
 

に
、
自
分
へ
の
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
 
 

よ
う
成
長
の
過
程
を
見
守
り
、
適
切
に
働
き
 
 

か
け
る
。
 
 

④
一
人
一
人
の
子
ど
も
の
生
活
リ
ズ
ム
、
発
 
 

達
過
程
、
保
育
時
間
な
ど
に
応
じ
て
、
活
動
 
 

内
容
の
バ
ラ
ン
ス
や
調
和
を
図
り
な
が
ら
、
 
 

適
切
な
食
事
や
休
息
が
取
れ
る
よ
う
に
す
 
 

る
。
 
 

出
 
教
育
に
関
わ
る
ね
ら
い
及
び
内
容
 
 
 

ア
 
健
康
 
 

健
康
な
心
と
体
を
育
て
、
自
ら
健
康
で
安
全
な
 
 
 

生
活
を
つ
く
り
出
す
力
を
養
う
。
 
 

研
 
ね
ら
い
 
 

①
 
明
る
く
伸
び
伸
び
と
行
動
し
、
充
実
感
を
 
 

味
わ
う
。
 
 

②
 
自
分
の
体
を
十
分
に
動
か
し
、
進
ん
で
運
 
 

動
し
よ
う
と
す
る
。
 
 

③
 
健
康
、
安
全
な
生
活
に
必
要
な
習
慣
や
態
 
 

度
を
身
に
付
け
る
。
 
 

川
 
内
容
 
 

①
 
保
育
士
等
や
友
達
と
触
れ
合
い
、
安
定
感
 
 

を
持
っ
て
生
活
す
る
。
 
 

②
 
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
の
中
で
十
分
に
体
を
動
 
 

か
す
。
 
 

③
 
進
ん
で
戸
外
で
遊
ぶ
。
 
 

④
 
様
々
な
活
動
に
親
し
み
、
楽
し
ん
で
取
り
 
 

組
む
。
 
 
 

⑤
 
健
康
な
生
活
の
リ
ズ
ム
を
身
に
付
け
、
楽
 
 

し
ん
で
食
事
を
す
る
。
 
 
 

⑥
 
身
の
回
り
を
清
潔
に
し
、
衣
類
の
着
脱
、
 
 

せ
つ
 
 

食
事
、
排
泄
な
ど
生
活
に
必
要
な
活
動
を
自
 
 

分
で
す
る
。
 
 
 

⑦
 
保
育
所
に
お
け
る
生
活
の
仕
方
を
知
り
、
 
 

自
分
た
ち
で
生
活
の
場
を
整
え
な
が
ら
見
通
 
 

し
を
持
っ
て
行
動
す
る
。
 
 
 

⑧
 
自
分
の
健
康
に
関
心
を
持
ち
、
病
気
の
予
 
 

防
な
ど
に
必
要
な
活
動
を
進
ん
で
行
う
。
 
 

⑨
 
危
険
な
場
所
や
災
害
時
な
ど
の
行
動
の
仕
 
 

方
が
分
か
り
、
安
全
に
気
を
付
け
て
行
動
す
 
 

る
。
 
 

イ
 
人
間
関
係
 
 
 

他
の
人
々
と
親
し
み
、
支
え
合
っ
て
生
活
す
る
 
 
 

た
め
に
、
自
立
心
を
育
て
、
人
と
関
わ
る
力
を
養
 
 
 

う
0
 
 
 

例
 
ね
ら
い
 
 
 

①
 
保
育
所
生
活
を
楽
し
み
、
自
分
の
力
で
行
 
 

動
す
る
こ
と
の
充
実
感
を
味
わ
う
。
 
 

②
 
身
近
な
人
と
親
し
み
、
関
わ
り
を
深
め
、
 
 

愛
情
や
信
頼
感
を
持
つ
。
 
 

③
 
社
会
生
活
に
お
け
る
望
ま
し
い
習
慣
や
態
 
 

度
を
身
に
付
け
る
。
 
 
 

川
 
内
容
 
 
 

①
 
安
心
で
き
る
保
育
士
等
と
の
関
係
の
下
 
 

で
、
身
近
な
大
人
や
友
達
に
関
心
を
持
ち
、
 
 

模
倣
し
て
遊
ん
だ
り
、
親
し
み
を
持
っ
て
自
 
 

ら
関
わ
ろ
う
と
す
る
。
 
 
 

②
 
保
育
士
等
や
友
達
と
の
安
定
し
た
関
係
の
 
 

中
で
、
共
に
過
ご
す
こ
と
の
喜
び
を
味
わ
う
。
 
 

③
 
自
分
で
考
え
、
自
分
で
行
動
す
る
。
 
 
 

④
 
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
す
る
。
 
 
 

⑤
 
友
達
と
積
極
的
に
関
わ
り
な
が
ら
喜
び
や
 
 

悲
し
み
を
共
感
し
合
う
。
 
 
 

⑥
 
自
分
の
思
っ
た
こ
と
を
相
手
に
伝
え
、
相
 
 

手
の
思
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
 
 

⑦
 
友
達
の
良
き
に
気
付
き
、
一
緒
に
活
動
す
 
 

る
楽
し
さ
を
味
わ
う
。
 
 

⑧
 
友
達
と
一
緒
に
活
勤
す
る
中
で
、
共
通
の
 
 

目
的
を
見
い
だ
し
、
協
力
し
て
物
事
を
や
り
 
 

遂
げ
よ
う
と
す
る
気
持
ち
を
持
つ
。
 
 
 

⑨
 
良
い
こ
と
や
悪
い
こ
と
が
あ
る
こ
と
に
気
 
 

付
き
、
考
え
な
が
ら
行
動
す
る
。
 
 
 



平成20年3月28日 金曜日  （号外第65号）  86  

⑩
 
身
近
な
友
達
と
の
関
わ
り
を
深
め
る
と
と
 
 

も
に
、
異
年
齢
の
友
達
な
ど
、
様
々
な
友
達
 
 

と
関
わ
り
、
思
い
や
り
や
親
し
み
を
持
つ
。
 
 
 

⑪
 
友
達
と
楽
し
く
生
活
す
る
中
で
決
ま
り
の
 
 

大
切
さ
に
気
付
き
、
守
ろ
う
と
す
る
。
 
 
 

⑫
 
共
同
の
遊
具
や
用
具
を
大
切
に
し
、
み
ん
 
 

な
で
使
う
。
 
 
 

⑬
 
高
齢
者
を
始
め
地
域
の
人
々
な
ど
自
分
の
 
 

生
活
に
関
係
の
深
い
い
ろ
い
ろ
な
人
に
親
し
 
 

み
を
持
つ
。
 
 
 

⑩
 
外
国
人
な
ど
、
自
分
と
は
異
な
る
文
化
を
 
 

持
っ
た
人
に
親
し
み
を
持
つ
。
 
 

り
 
環
境
 
 
 

周
囲
の
様
々
な
環
境
に
好
奇
心
や
探
究
心
を
 
 

持
っ
て
関
わ
り
、
そ
れ
ら
を
生
活
に
取
り
入
れ
て
 
 

い
こ
う
と
す
る
力
を
養
う
。
 
 

例
 
ね
ら
い
 
 
 

①
 
身
近
な
環
境
に
親
し
み
、
自
然
と
触
れ
合
 
 
 

う
中
で
様
々
な
事
象
に
興
味
や
関
心
を
持
 
 

つ
。
 
 
 

②
 
虜
近
な
環
境
に
自
分
か
ら
関
わ
り
、
発
見
 
 
 

を
楽
し
ん
だ
り
、
考
え
た
り
し
、
そ
れ
を
生
 
 
 

活
に
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
。
 
 
 

③
 
身
近
な
事
物
を
見
た
り
、
考
え
た
り
、
扱
っ
 
 
 

た
り
す
る
中
で
、
物
の
性
質
や
数
量
、
文
字
 
 
 

な
ど
に
対
す
る
感
覚
を
豊
か
に
す
る
。
 
 

川
 
内
容
 
 

①
 
安
心
で
き
る
人
的
及
び
物
的
環
境
の
下
 
 

か
 
 
で
、
聞
く
、
見
る
、
触
れ
る
、
嘆
ぐ
、
味
わ
 
 
 

う
な
ど
の
感
覚
の
働
き
を
豊
か
に
す
る
。
 
 

が
ん
 
 

②
 
好
き
な
玩
具
や
遊
具
に
興
味
を
持
っ
て
関
 
 
 

わ
り
、
様
々
な
遊
び
を
楽
し
む
。
 
 

③
 
自
然
に
触
れ
て
生
活
し
、
そ
の
大
き
さ
、
 
 
 

美
し
さ
、
不
思
議
き
な
ど
に
気
付
く
。
 
 

㊨
 
生
活
の
中
で
、
様
々
な
物
に
触
れ
、
そ
の
 
 
 

性
質
や
仕
観
み
に
興
味
や
関
心
を
持
つ
。
 
 

⑤
 
季
節
に
よ
り
自
然
や
人
間
の
生
活
に
変
化
 
 
 

の
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
 
 

⑥
 
自
然
な
ど
の
身
近
な
事
象
に
関
心
を
持
 
 
 

ち
、
遊
び
や
生
活
に
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
。
 
 

⑦
 
身
近
な
動
植
物
に
親
し
み
を
持
ち
、
い
た
 
 
 

わ
っ
た
り
、
大
切
に
し
た
り
、
作
物
を
育
て
 
 
 

た
り
、
味
わ
う
な
ど
し
て
、
生
命
の
導
き
に
 
 
 

気
付
く
。
 
 

⑧
 
身
近
な
物
を
大
切
に
す
る
。
 
 

エ
 
言
葉
 
 
 

経
験
し
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
な
ど
を
自
分
な
 
 

り
の
言
葉
で
表
現
し
、
相
手
の
話
す
言
葉
を
聞
こ
 
 

う
と
す
る
意
欲
や
態
度
を
育
て
、
青
菜
に
対
す
る
 
 

感
覚
や
言
葉
で
表
現
す
る
力
を
養
う
。
 
 
 

例
 
ね
ら
い
 
 
 

①
 
自
分
の
気
持
ち
を
言
葉
で
表
現
す
る
楽
し
 
 

さ
を
味
わ
う
。
 
 
 

②
 
人
の
言
葉
や
話
な
ど
を
よ
く
聞
き
、
自
分
 
 

の
経
験
し
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
話
し
、
 
 

伝
え
合
う
喜
び
を
味
わ
う
。
 
 
 

③
 
日
常
生
活
に
必
要
な
言
葉
が
分
か
る
よ
う
 
 

に
な
る
と
と
も
に
、
絵
本
や
物
語
な
ど
に
親
 
 

し
み
、
保
育
士
等
や
友
達
と
心
を
通
わ
せ
る
。
 
 

川
 
内
容
 
 
 

①
 
保
育
士
等
の
応
答
的
な
関
わ
り
や
話
し
か
 
 

け
に
よ
り
、
自
ら
言
葉
を
使
お
う
と
す
る
。
 
 
 

②
 
保
育
士
等
と
一
緒
に
ご
つ
こ
遊
び
な
ど
を
 
 

す
る
中
で
、
言
葉
の
や
り
取
り
を
楽
し
む
。
 
 
 

③
 
保
育
士
等
や
友
達
の
言
葉
や
話
に
興
味
や
 
 

関
心
を
持
ち
、
親
し
み
を
持
っ
て
聞
い
た
り
、
 
 

話
し
た
り
す
る
。
 
 
 

④
 
し
た
こ
と
、
見
た
こ
と
、
聞
い
た
こ
と
、
 
 

味
わ
っ
た
こ
と
、
感
℃
た
こ
と
、
考
え
た
こ
 
 

と
を
自
分
な
り
に
言
葉
で
表
現
す
る
。
 
 
 

⑤
 
し
た
い
こ
と
、
し
て
ほ
し
い
こ
と
を
言
葉
 
 

で
表
現
し
た
り
、
分
か
ら
な
い
こ
と
を
尋
ね
 
 

た
り
す
る
。
 
 
 

⑥
 
人
の
話
を
注
意
し
て
聞
き
、
相
手
に
分
か
 
 

る
よ
う
に
話
す
。
 
 
 

⑦
 
生
活
の
中
で
必
要
な
言
葉
が
分
か
り
、
便
 
 

－
つ
。
 
 
 

⑧
 
親
し
み
を
持
っ
て
日
常
の
あ
い
さ
つ
を
す
 
 

る
。
 
 

⑨
 
生
活
の
中
で
言
葉
の
楽
し
ざ
や
美
し
さ
に
 
 
 

気
付
く
。
 
 
 

⑨
 
身
近
な
物
や
遊
具
に
興
味
を
持
っ
て
関
わ
 
 
 

り
、
考
え
た
り
、
試
し
た
り
し
て
工
夫
し
て
 
 
 

遊
ぷ
。
 
 

⑩
 
日
常
生
活
の
中
で
数
量
や
図
形
な
ど
に
関
 
 
 

心
を
持
つ
。
 
 

⑪
 
日
常
生
活
の
中
で
簡
単
な
標
識
や
文
字
な
 
 
 

ど
に
関
心
を
持
つ
。
 
 

⑬
 
近
隣
の
生
活
に
興
味
や
関
心
を
持
ち
、
保
 
 
 

育
所
内
外
の
行
事
な
ど
に
青
ん
で
参
加
す
 
 
 

る
。
 
 

⑲
 
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
通
じ
て
イ
メ
ー
ジ
や
 
 

言
葉
を
豊
か
に
す
る
。
 
 
 

⑪
 
絵
本
や
物
語
な
ど
に
親
し
み
、
興
味
を
 
 

持
っ
て
聞
き
、
想
像
す
る
楽
し
さ
を
味
わ
う
。
 
 
 

⑬
 
日
常
生
活
の
中
で
、
文
字
な
ど
で
伝
え
る
 
 

楽
し
さ
を
味
わ
う
。
 
 

オ
 
表
現
 
 
 

感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
自
分
な
り
に
表
 
 
 

現
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
豊
か
な
感
性
や
表
現
す
 
 
 

る
力
を
葺
い
、
創
造
性
を
豊
か
に
す
る
。
 
 
 

研
 
ね
ら
い
 
 
 

①
 
い
ろ
い
ろ
な
物
の
美
し
さ
な
ど
に
対
す
る
 
 
 

豊
か
な
感
性
を
持
つ
。
 
 
 

②
 
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
自
分
な
り
 
 
 

に
表
現
し
て
楽
し
む
。
 
 
 

③
 
生
活
の
中
で
イ
メ
ー
ジ
を
豊
か
に
し
、
 
 
 

様
々
な
表
現
を
楽
し
む
。
 
 

川
 
内
容
 
 
 

①
 
水
、
砂
、
土
、
紙
、
粘
土
な
ど
様
々
な
素
 
 

材
に
触
れ
て
楽
し
む
。
 
 
 

②
 
保
育
士
等
と
一
緒
に
歌
っ
た
り
、
手
遊
び
 
 
 

を
し
た
り
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
 
 

し
た
り
し
て
遊
ぶ
。
 
 

③
 
生
活
の
中
で
様
々
な
音
、
色
、
形
、
手
触
 
 
 

り
、
動
き
、
味
、
香
り
な
ど
に
気
付
い
た
り
、
 
 
 

感
じ
た
り
し
て
楽
し
む
。
 
 

．
⑥
 
生
活
の
中
で
様
々
な
出
来
事
に
触
れ
、
イ
 
 
 

メ
ー
ジ
を
豊
か
に
す
る
。
 
 

⑤
 
様
々
な
出
来
事
の
申
で
、
感
動
し
た
こ
と
 
 
 

を
伝
え
合
う
楽
し
さ
を
味
わ
う
。
 
 

⑥
 
感
じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
な
ど
を
音
や
 
 
 

動
き
な
ど
で
表
現
し
た
り
、
自
由
に
か
い
た
 
 
 

り
、
つ
く
っ
た
り
す
る
。
 
 

⑦
 
い
ろ
い
ろ
な
素
材
や
用
具
に
親
し
み
、
エ
 
 
 

夫
し
て
遊
ぶ
。
 
 

⑧
 
音
楽
に
親
し
み
、
歌
を
歌
っ
た
り
、
簡
単
 
 
 

な
リ
ズ
ム
楽
器
を
使
っ
た
り
す
る
楽
し
さ
を
 
 
 

味
わ
う
。
 
 

⑨
 
か
い
た
り
、
つ
く
っ
た
り
す
る
こ
と
を
楽
 
 
 

し
み
、
そ
れ
を
遊
び
に
使
っ
た
り
、
飾
っ
た
 
 
 

り
す
る
。
 
 

⑩
 
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
を
動
き
や
青
菜
な
ど
で
 
 
 

表
現
し
た
り
、
演
じ
て
遊
ん
だ
り
す
る
楽
し
 
 
 

さ
を
味
わ
う
。
 
 

2
 
保
育
の
実
施
上
の
配
慮
事
項
 
 
 

保
育
士
等
は
、
一
人
一
人
の
子
ど
も
の
発
達
過
程
や
 
 
 

そ
の
連
続
性
を
踏
ま
え
、
ね
ら
い
や
内
容
を
柔
軟
に
取
 
 

り
扱
う
と
と
も
に
、
特
に
、
次
の
事
項
に
配
慮
し
て
保
 
 
 

育
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

H
 
保
育
に
関
わ
る
全
般
的
な
配
慮
事
項
 
 
 

ア
 
子
ど
も
の
心
身
の
発
達
及
び
活
動
の
実
態
な
ど
 
 

の
個
人
差
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
一
人
一
人
の
 
 

子
ど
も
の
気
持
ち
を
受
け
止
め
、
援
助
す
る
こ
と
♪
 
 
 

イ
 
子
ど
も
の
健
康
は
、
生
理
的
、
身
体
的
な
育
ち
 
 

と
と
も
に
、
自
主
性
や
社
会
性
、
豊
か
な
感
性
の
 
 

育
ち
と
が
あ
い
ま
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
留
 
 

意
す
る
こ
と
。
 
 
 

り
 
子
ど
も
が
自
ら
周
囲
に
働
き
か
け
、
試
行
錯
誤
 
 

し
っ
つ
自
分
の
力
で
行
う
活
動
を
見
守
り
な
が
 
 

ら
、
適
切
に
援
助
す
る
こ
と
。
 
 
 

エ
 
子
ど
も
の
入
所
時
の
保
育
に
当
た
っ
て
は
、
で
 
 

き
る
だ
け
個
別
的
に
対
応
し
、
子
ど
も
が
安
定
感
 
 

を
得
て
、
次
第
に
保
育
所
の
生
活
に
な
じ
ん
で
い
 
 

く
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
既
に
入
所
し
て
い
る
 
 

子
ど
も
に
不
安
や
動
揺
を
与
え
な
い
よ
う
配
慮
す
 
 

る
こ
と
。
 
 
 

オ
 
子
ど
も
の
国
籍
や
文
化
の
違
い
を
認
め
、
互
い
 
 
 

に
尊
重
す
る
心
を
育
て
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。
 
 
 

カ
 
子
ど
も
の
性
差
や
個
人
差
に
も
留
意
し
っ
つ
、
 
 
 

性
別
な
ど
に
よ
る
固
定
的
な
意
識
を
植
え
付
け
る
 
 

こ
と
が
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。
 
 

H
 
乳
児
保
育
に
関
わ
る
配
慮
事
項
 
 
 

ア
 
乳
児
は
疾
病
へ
の
抵
抗
力
が
弱
く
、
心
身
の
機
 
 
 

能
の
未
熟
さ
に
伴
う
疾
病
の
発
生
が
多
い
こ
と
か
 
 
 

ら
、
一
人
一
人
の
発
育
及
び
発
達
状
態
や
健
康
状
 
 
 

態
に
つ
い
て
の
適
切
な
判
断
に
基
づ
く
保
健
的
な
 
 
 

対
応
を
行
う
こ
と
。
 
 

イ
一
人
一
人
の
子
ど
も
の
生
育
歴
の
違
い
に
留
意
 
 
 

し
っ
っ
、
欲
求
を
適
切
に
満
た
し
、
特
定
の
保
育
 
 
 

士
が
応
答
的
に
関
わ
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
。
 
 
 

り
 
乳
児
保
育
に
関
わ
る
職
員
間
の
連
携
や
嘱
託
医
 
 
 

と
の
連
携
を
図
れ
、
第
五
卓
（
健
康
及
び
安
全
）
 
 
 

に
示
さ
れ
た
事
項
を
踏
ま
え
、
適
切
に
対
応
す
る
 
 
 

こ
と
。
栄
養
士
及
び
看
護
師
等
が
配
置
さ
れ
て
い
 
 
 

る
場
合
は
、
そ
の
専
門
性
を
生
か
し
た
対
応
を
図
 
 

る
こ
と
。
 
 

エ
保
護
者
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
保
育
を
 
 
 

進
め
る
と
と
も
に
、
保
護
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
 
 
 

保
護
者
へ
の
支
援
に
努
め
て
い
く
こ
と
。
 
 

オ
 
担
当
の
保
育
士
が
替
わ
る
場
合
に
華
子
ど
も
 
 
 

の
そ
れ
ま
で
の
経
験
や
発
達
過
程
に
留
意
し
、
職
 
 
 

員
間
で
協
力
し
て
対
応
す
る
こ
と
。
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8
 
三
歳
末
満
児
の
保
育
に
関
わ
る
配
慮
事
項
 
 
 

ア
 
特
に
感
染
症
に
か
か
り
や
す
い
時
期
で
あ
る
の
 
 
 

で
、
体
の
状
態
、
機
嫌
、
食
欲
な
ど
の
日
常
の
状
 
 
 

態
の
観
察
を
十
分
に
行
う
と
と
も
に
、
適
切
な
判
 
 
 

断
に
基
づ
く
保
健
的
な
対
応
を
心
が
け
る
こ
と
。
 
 

せ
つ
 
 
 

イ
 
食
事
、
排
泄
、
睡
眠
、
衣
頬
の
着
脱
、
身
の
回
 
 
 

り
を
清
潔
に
す
る
こ
と
な
ど
、
生
活
に
必
要
な
基
 
 
 

本
的
な
習
慣
に
つ
い
て
は
、
一
人
一
人
の
状
態
に
 
 
 

応
じ
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中
で
行
う
よ
う
に
 
 
 

し
、
子
ど
も
が
自
分
で
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
を
 
 
 

尊
重
す
る
こ
と
。
 
 
 

り
 
探
索
活
動
が
十
分
で
き
る
よ
う
に
、
事
故
防
止
 
 
 

に
努
め
な
が
ら
活
動
し
や
す
い
環
境
を
整
え
、
全
 
 
 

身
を
使
う
遊
び
な
ど
様
々
な
遊
び
を
取
り
入
れ
る
 
 

こ
と
。
 
 

エ
 
子
ど
も
の
自
我
の
育
ち
を
見
守
り
、
そ
の
気
持
 
 
 

ち
を
受
け
止
め
る
と
と
も
に
、
保
育
士
等
が
仲
立
 
 
 

ち
と
な
っ
て
、
友
達
の
気
持
ち
や
友
達
と
の
関
わ
 
 
 

り
方
を
丁
寧
に
伝
え
て
い
く
こ
と
。
 
 
 

オ
 
情
緒
の
安
定
を
図
り
な
が
ら
、
子
ど
も
の
自
発
 
 
 

的
な
活
動
を
促
し
て
い
く
こ
と
。
 
 
 

力
 
担
当
の
保
育
士
が
替
わ
る
場
合
に
は
、
子
ど
も
 
 
 

Ⅵ
そ
れ
ま
で
の
経
験
や
発
達
過
程
に
留
意
し
、
職
 
 
 

員
間
で
協
力
し
て
対
応
す
る
こ
と
。
 
 

間
 
三
歳
以
上
児
の
保
育
に
関
わ
る
配
慮
事
項
 
 
 

ア
 
生
活
に
必
要
な
基
本
的
な
習
慣
や
態
度
を
身
に
 
 
 

付
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
理
解
し
、
適
切
な
行
動
 
 
 

を
選
択
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。
 
 
 

イ
 
子
ど
も
の
情
緒
が
安
定
し
、
自
己
を
十
分
に
発
 
 
 

挿
し
て
活
動
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
や
り
遂
げ
る
 
 
 

喜
び
や
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
配
慮
 
 

す
る
こ
と
。
 
 
 

り
 
様
々
な
遊
び
の
中
で
、
全
身
を
動
か
し
て
意
欲
 
 
 

的
に
活
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
体
の
諸
機
能
の
発
 
 
 

達
が
促
さ
れ
る
こ
と
に
留
意
し
、
子
ど
も
の
興
味
 
 
 

や
関
心
が
戸
外
に
も
向
く
よ
う
に
す
る
こ
と
。
 
 

か
つ
と
う
 
 

エ
 
け
ん
か
な
ど
葛
藤
を
経
験
し
な
が
ら
次
第
に
相
 
 
 

手
の
気
持
ち
を
理
解
し
、
相
互
に
必
要
な
存
在
で
 
 
 

あ
る
こ
と
を
実
感
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。
 
 
 

オ
 
生
活
や
遊
び
を
通
し
て
、
決
ま
り
が
あ
る
こ
と
 
 
 

の
大
切
き
に
気
付
き
、
自
ら
判
断
し
て
行
動
で
き
 
 
 

る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。
 
 
 

カ
 
自
然
と
の
触
れ
合
い
に
よ
り
、
子
ど
も
の
豊
か
 
 
 

な
感
性
や
認
識
力
、
思
考
力
及
び
表
現
力
が
培
わ
 
 
 

れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
自
然
と
の
関
わ
り
を
深
め
 
 
 

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
。
 
 

キ
 
自
分
の
気
持
ち
や
経
験
を
自
分
な
り
の
言
葉
で
 
 

表
現
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
留
意
し
、
子
ど
も
の
 
 

話
し
か
け
に
応
じ
る
よ
う
心
が
け
る
こ
と
。
ま
た
、
 
 

子
ど
も
が
仲
間
と
伝
え
合
っ
た
り
、
話
し
合
う
こ
 
 

と
の
楽
し
さ
が
味
わ
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
 
 

ク
 
感
じ
た
こ
と
や
思
っ
た
こ
と
、
想
像
し
た
こ
と
 
 

な
ど
を
、
様
々
な
方
法
で
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
 
 

自
由
に
表
現
で
き
る
よ
う
、
保
育
に
必
要
な
素
材
 
 

や
用
具
を
始
め
、
様
々
な
環
境
の
設
定
に
留
意
す
 
 

る
こ
と
。
 
 
 

ケ
 
保
育
所
の
保
育
が
、
小
学
校
以
降
の
生
活
や
学
 
 

習
の
基
盤
の
育
成
に
つ
な
が
る
こ
と
に
留
意
し
、
 
 

幼
児
期
に
ふ
さ
わ
し
い
生
活
を
通
し
て
、
創
造
的
 
 

な
思
考
や
主
体
的
な
生
活
態
度
な
ど
の
基
礎
を
培
 
 

う
よ
う
に
す
る
こ
と
。
 
 

第
四
‡
 
保
育
の
計
画
及
び
評
価
 
 
 

保
育
所
は
、
第
一
章
（
総
則
）
に
示
さ
れ
た
保
育
の
目
 
 

標
を
遠
戚
す
る
た
め
に
、
保
育
の
基
本
と
な
る
「
保
育
課
 
 

程
」
を
編
成
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
具
体
化
し
た
「
指
 
 

導
計
画
」
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

保
育
課
程
及
び
指
導
計
画
（
以
下
「
保
育
の
計
画
」
と
 
 

い
う
。
）
は
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
、
入
所
し
て
い
る
間
、
 
 

安
定
し
た
生
活
を
送
り
、
充
実
し
た
活
動
が
で
き
る
よ
う
 
 

に
、
柔
軟
で
発
展
的
な
も
の
と
し
、
ま
た
、
一
貫
性
の
あ
 
 

る
も
の
と
な
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
 
 
 

ま
た
、
保
育
所
は
、
保
育
の
計
画
に
基
づ
い
て
保
育
し
、
 
 

保
育
の
内
容
の
評
価
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
改
善
に
努
め
、
 
 

保
育
の
質
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
社
会
的
責
任
 
 

を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

1
 
保
育
の
計
画
 
 
 

H
 
保
育
課
程
 
 

ア
 
保
育
課
程
は
、
各
保
育
所
の
保
育
の
方
針
や
目
 
 

標
に
基
づ
き
、
第
二
章
（
子
ど
も
の
発
達
）
に
示
 
 

さ
れ
た
子
ど
も
の
発
達
過
程
を
踏
ま
え
、
前
章
（
保
 
 

育
の
内
容
）
に
示
さ
れ
た
ね
ら
い
及
び
内
容
が
保
 
 

育
所
生
活
の
全
体
を
通
し
て
、
総
合
的
に
展
開
さ
 
 

れ
る
よ
う
、
編
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

イ
 
保
育
課
程
は
、
地
域
の
実
態
、
子
ど
も
や
家
庭
 
 

の
状
況
、
保
育
時
間
な
ど
を
考
慮
し
、
子
ど
も
の
 
 

育
ち
に
関
す
る
長
期
的
見
通
し
を
持
っ
て
適
切
に
 
 

編
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

り
 
保
育
課
程
は
、
子
ど
も
の
生
活
の
連
続
性
や
発
 
 

達
の
連
続
性
に
留
意
し
、
各
保
育
所
が
創
意
工
夫
 
 

し
て
保
育
で
き
る
よ
う
、
編
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
 
 

ら
な
い
。
 
 

目
 
指
導
計
画
 
 
 

ア
 
指
導
計
画
の
作
成
 
 

指
導
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
事
項
 
 

に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

の
 
保
育
課
程
に
基
づ
き
、
子
ど
も
の
生
活
や
発
 
 

達
を
見
通
し
た
長
期
的
な
指
導
計
画
と
、
そ
れ
 
 

に
関
連
し
な
が
ら
、
よ
り
具
体
的
な
子
ど
も
の
 
 

日
々
の
生
活
に
即
し
た
短
期
的
な
指
導
計
画
を
 
 

作
成
し
て
、
保
育
が
適
切
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
 
 

に
す
る
こ
と
。
 
 
 

州
 
子
ど
も
一
人
一
人
の
発
達
過
程
や
状
況
を
十
 
 

分
に
踏
ま
え
る
こ
と
。
 
 
 

㈱
 
保
育
所
の
生
活
に
お
け
る
子
ど
も
の
発
達
過
 
 

程
を
見
通
し
、
生
活
の
連
続
性
、
季
節
の
変
化
 
 

な
ど
を
考
慮
し
、
子
ど
も
の
実
態
に
即
し
た
具
 
 

体
的
な
ね
ら
い
及
び
内
容
を
設
定
す
る
こ
と
。
 
 
 

国
 
具
体
的
な
ね
ら
い
が
達
成
さ
れ
る
よ
う
、
子
 
 

ど
も
の
生
活
す
る
姿
や
発
想
を
大
切
に
し
て
適
 
 

切
な
環
境
を
構
成
し
、
子
ど
も
が
主
休
的
に
活
 
 

動
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
 
 
 

イ
 
指
導
計
画
の
展
開
 
 

指
導
計
画
に
基
づ
く
保
育
の
実
施
に
当
た
っ
て
 
 
 

は
、
次
の
事
項
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

別
 
施
設
長
、
保
育
士
な
ど
す
べ
て
の
職
員
に
よ
 
 

る
適
切
な
役
割
分
担
と
協
力
体
制
を
整
え
る
こ
 
 

と
。
 
 
 

川
 
子
ど
も
が
行
う
具
体
的
な
活
動
は
、
生
活
の
 
 

中
で
様
々
に
変
化
す
る
こ
と
に
留
意
し
て
、
子
 
 

ど
も
が
望
ま
し
い
方
向
に
向
か
っ
て
自
ら
活
動
 
 

を
展
開
で
き
る
よ
う
必
要
な
援
助
を
行
う
こ
 
 

と
。
 
 
 

㈱
 
子
ど
も
の
主
体
的
な
活
動
を
促
す
た
め
に
 
 

は
、
保
育
士
等
が
多
様
な
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
 
 

が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
子
ど
も
の
情
 
 

緒
の
安
定
や
発
達
に
必
要
な
豊
か
な
体
験
が
得
 
 

ら
れ
る
よ
う
援
助
す
る
こ
と
。
 
 
 

国
 
保
育
士
等
は
、
子
ど
も
の
実
態
や
子
ど
も
を
 
 

取
り
巻
く
状
況
の
変
化
な
ど
に
即
し
て
保
育
の
 
 

過
程
を
記
録
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
 
 

え
、
指
導
計
画
に
基
づ
く
保
育
の
内
容
の
見
直
 
 

し
を
行
い
、
改
善
を
図
る
こ
と
。
 
 

目
 
指
導
計
画
の
作
成
上
、
特
に
留
意
す
べ
き
事
項
 
 
 

指
導
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
第
二
章
（
子
 
 
 

ど
も
の
発
達
）
、
前
章
（
保
育
の
内
容
）
 
及
び
そ
の
 
 
 

他
の
関
連
す
る
章
に
示
さ
れ
た
事
項
を
踏
ま
え
、
特
 
 
 

に
次
の
事
項
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

ア
 
発
達
過
程
に
応
じ
た
保
育
 
 
 

研
 
三
歳
未
満
児
に
つ
い
て
は
、
一
人
一
人
の
子
 
 

ど
も
の
生
育
歴
、
心
身
の
発
達
、
活
動
の
実
態
 
 

等
に
即
し
て
、
個
別
的
な
計
画
を
作
成
す
る
こ
 
 

と
。
 
 
 

川
 
三
歳
以
上
児
に
つ
い
て
は
、
個
の
成
長
と
、
 
 

子
ど
も
相
互
の
関
係
や
協
同
的
な
活
動
が
促
さ
 
 

れ
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。
 
 
 

佃
 
異
年
齢
で
構
成
さ
れ
る
観
や
グ
ル
ー
プ
で
の
 
 

保
育
に
お
い
て
は
、
一
人
一
人
の
子
ど
も
の
生
 
 

活
や
経
験
、
発
達
過
程
な
ど
を
把
握
し
、
適
切
 
 

な
援
助
や
環
境
構
成
が
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る
 
 

こ
、
と
。
 
 
 

イ
 
長
時
間
に
わ
た
る
保
育
 
 

長
時
間
に
わ
た
る
保
育
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
 
 
 

の
発
達
過
程
、
生
活
の
リ
ズ
ム
及
び
心
身
の
状
態
 
 
 

に
十
分
配
慮
し
て
、
保
育
の
内
容
や
方
法
、
職
員
 
 
 

の
協
力
体
制
、
家
庭
と
の
連
携
な
ど
を
指
導
計
画
 
 
 

に
位
置
付
け
る
こ
と
。
 
 
 

り
 
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
保
育
 
 
 

∽
 
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
保
育
に
つ
い
て
は
、
 
 

一
人
一
人
の
子
ど
も
の
発
達
過
程
や
障
害
の
状
 
 

態
を
把
握
し
、
適
切
な
環
境
の
下
で
、
障
害
の
 
 

あ
る
子
ど
も
が
他
の
子
ど
も
と
の
生
活
を
通
し
 
 

て
共
に
成
長
で
き
る
よ
う
、
指
導
計
画
の
中
に
 
 

位
置
付
け
る
こ
と
。
ま
た
、
子
ど
も
の
状
況
に
 
 

応
じ
た
保
育
を
実
施
す
る
観
点
か
ら
、
家
庭
や
 
 

関
係
機
関
と
連
携
し
た
支
援
の
た
め
の
計
画
を
 
 

個
別
に
作
成
す
る
な
ど
適
切
な
対
応
を
図
る
こ
 
 

と
。
 
 

川
 
保
育
の
展
開
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
子
ど
も
 
 

の
発
達
の
状
況
や
日
々
の
状
態
に
よ
っ
て
は
、
 
 

指
導
計
画
に
と
ら
わ
れ
ず
、
柔
軟
に
保
育
し
た
 
 

り
、
職
員
の
連
携
体
制
の
中
で
個
別
の
関
わ
り
 
 

が
十
分
行
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
 
 

佃
 
家
庭
と
の
連
携
を
密
に
し
、
保
護
者
と
の
相
 
 

互
理
解
を
図
り
な
が
ら
、
適
切
に
対
応
す
る
こ
 
 

と
。
 
 
 

国
 
専
門
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、
必
要
に
応
じ
 
 

て
助
言
等
を
得
る
こ
と
。
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エ
 
小
学
校
と
の
連
携
 
 

切
 
子
ど
も
の
生
活
や
発
達
の
連
続
性
を
踏
ま
 
 

え
、
保
育
の
内
容
の
エ
夫
を
図
る
と
と
も
に
、
 
 

就
学
に
向
け
て
、
保
育
所
の
子
ど
も
と
小
学
校
 
 

の
児
童
と
の
交
流
、
職
員
同
士
の
交
流
、
情
報
 
 

共
有
や
相
互
理
解
な
ど
小
学
校
と
の
積
極
的
な
 
 

連
携
を
図
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。
 
 

伸
 
子
ど
も
に
関
す
る
情
報
共
有
に
関
し
て
ヾ
保
 
 

育
所
に
入
所
し
て
い
る
子
ど
も
の
就
学
に
際
 
 

し
、
市
町
村
の
支
援
の
下
に
、
子
ど
も
の
育
ち
 
 

を
支
え
る
た
め
の
資
料
が
保
育
所
か
ら
小
学
校
 
 

へ
送
付
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
 
 
 

オ
 
家
庭
及
び
地
域
社
会
と
の
連
携
 
 

子
ど
も
の
生
活
の
連
続
性
を
踏
ま
え
、
家
庭
及
 
 

び
地
域
社
会
と
連
携
し
て
保
育
が
展
開
さ
れ
る
よ
 
 

う
寵
慮
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
家
庭
や
地
域
の
機
 
 

関
及
び
団
体
の
協
力
を
得
て
、
地
域
の
自
然
、
人
 
 

材
、
行
事
、
施
設
等
の
資
源
を
積
極
的
に
活
用
し
、
 
 

豊
か
な
生
活
体
験
を
始
め
保
育
内
容
の
充
実
が
図
 
 

ら
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。
 
 

2
 
保
育
の
内
容
等
の
自
己
評
価
 
 
 

H
 
保
育
士
等
の
自
己
評
価
 
 
 

ア
 
保
育
士
等
は
、
保
育
の
計
画
や
保
育
の
記
録
を
 
 

通
し
て
、
自
ら
の
保
育
実
践
を
振
り
返
り
、
自
己
 
 

評
価
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
そ
の
専
門
性
の
向
上
 
 

や
保
育
実
践
の
改
善
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
 
 

。
 
 
 

イ
 
保
育
士
等
に
よ
る
自
己
評
価
に
当
た
っ
て
は
、
 
 
 

次
の
事
項
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

S
 
子
ど
も
の
活
動
内
容
や
そ
の
結
果
だ
け
で
な
 
 

く
、
子
ど
も
の
心
の
育
ち
や
意
欲
、
取
り
組
む
 
 

過
程
な
ど
に
十
分
配
慮
す
る
こ
と
。
 
 
 

川
 
自
ら
の
保
育
実
践
の
振
り
返
り
や
職
員
相
互
 
 

の
話
し
合
い
等
を
通
じ
て
、
専
門
性
の
向
上
及
 
 

び
保
育
の
質
の
向
上
の
た
め
の
課
題
を
明
確
に
 
 
 

．
す
る
と
と
も
に
、
保
育
所
全
体
の
保
育
の
内
容
 
 

に
関
す
る
認
識
を
深
め
る
こ
と
。
 
 

出
 
保
育
所
の
自
己
評
価
 
 
 

ア
 
保
育
所
は
、
保
育
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
 
 
 

保
育
の
計
画
の
展
開
や
保
育
士
等
の
自
己
評
価
を
 
 
 

踏
ま
え
、
当
該
保
育
所
の
保
育
の
内
容
等
に
つ
い
 
 
 

て
、
自
ら
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
 
 
 

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

イ
 
保
育
所
の
自
己
評
価
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
 

次
の
事
項
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

研
 
地
域
の
実
情
や
保
育
所
の
実
態
に
即
し
て
、
 
 

適
切
に
評
価
の
観
点
や
項
目
等
を
設
定
し
、
全
 
 

職
員
に
よ
る
共
通
理
解
を
持
っ
て
取
り
組
む
と
 
 

と
も
に
、
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え
、
当
該
保
育
 
 

所
の
保
育
の
内
容
等
の
改
善
を
図
る
こ
と
。
 
 

川
 
児
童
福
祉
施
設
最
低
基
準
第
三
十
六
条
の
趣
 
 

旨
を
踏
ま
え
、
保
育
の
内
容
等
の
評
価
に
閲
し
、
 
 

保
護
者
及
び
地
域
住
民
等
の
意
見
を
聴
く
こ
と
 
 

が
望
ま
し
い
こ
と
。
 
 

第
五
‡
 
健
康
及
び
安
全
 
 
 

子
ど
も
の
健
康
及
び
安
全
は
、
子
ど
も
の
生
命
の
保
持
 
 

と
健
や
か
な
生
活
の
基
本
で
あ
り
、
保
育
所
に
お
い
て
は
、
 
 

一
人
一
人
の
子
ど
も
の
健
康
の
保
持
及
び
増
進
並
び
に
安
 
 

全
の
確
保
と
と
も
に
、
保
育
所
の
子
ど
も
集
団
全
体
の
健
 
 

康
及
び
安
全
の
確
保
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
 
 

子
ど
も
が
、
自
ら
の
体
や
健
康
に
関
心
を
持
ち
、
心
身
の
 
 

機
能
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
 
 

保
育
所
は
、
第
一
章
（
総
則
）
、
第
三
章
（
保
育
の
内
容
）
 
 

等
の
関
連
す
る
事
項
に
留
意
し
、
次
に
示
す
事
項
を
踏
ま
 
 

え
、
保
育
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

1
 
子
ど
も
の
健
康
支
援
 
 
 

H
 
子
ど
も
の
健
康
状
態
並
び
に
発
育
及
び
発
達
状
態
 
 

の
把
擾
 
 
 

ア
 
子
ど
も
の
心
身
の
状
態
に
応
じ
て
保
育
す
る
た
 
 

め
に
、
子
ど
も
の
健
康
状
態
並
び
に
発
育
及
び
発
 
 

達
状
態
に
つ
い
て
、
定
期
的
、
継
続
的
に
、
ま
た
、
 
 

必
要
に
応
じ
て
随
時
、
把
達
す
る
こ
と
。
 
 
 

イ
 
保
護
者
か
ち
の
情
報
と
と
も
に
、
登
所
時
及
び
 
 

保
育
中
を
通
じ
て
子
ど
も
の
状
態
を
観
察
し
、
何
 
 

ら
か
の
疾
病
が
疑
わ
れ
る
状
態
や
傷
害
が
改
め
ら
 
 

れ
た
場
合
に
は
、
保
護
者
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
 
 

嘱
託
医
と
相
談
す
る
な
ど
適
切
な
対
応
を
図
る
こ
 
 

と
。
 
 
 

ウ
 
子
ど
も
の
心
身
の
状
態
等
を
観
察
し
、
不
適
切
 
 
 

な
養
育
の
兆
候
が
見
ら
れ
る
場
合
に
は
、
市
町
村
 
 
 

や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
児
童
福
祉
法
第
二
十
五
 
 
 

条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
要
保
護
児
童
対
策
地
 
 
 

域
協
議
会
（
以
下
「
安
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
 
 
 

会
」
と
い
う
。
）
で
検
討
す
る
な
ど
適
切
な
対
応
を
 
 
 

図
る
こ
と
。
ま
た
、
虐
待
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
は
、
 
 
 

速
や
か
に
市
町
村
又
は
児
童
相
談
所
に
通
告
し
、
 
 
 

適
切
な
対
応
を
図
る
こ
と
。
 
 

H
 
健
康
増
進
 
 
 

ア
 
子
ど
も
の
健
康
に
関
す
る
保
健
計
画
を
作
成
 
 
 

し
、
全
職
員
が
そ
の
ね
ら
い
や
内
容
を
明
確
に
し
 
 
 

な
が
ら
、
一
人
一
人
の
子
ど
も
の
健
康
の
保
持
及
 
 
 

び
増
進
に
努
め
て
い
く
こ
と
。
 
 
 

イ
 
感
染
症
や
そ
の
他
の
疾
病
の
発
生
予
防
に
努
 
 

め
、
そ
の
発
生
や
疑
い
が
あ
る
場
合
に
は
、
必
要
 
 

に
応
じ
て
嘱
託
医
、
市
町
村
、
保
健
所
等
に
連
絡
 
 

し
、
そ
の
指
示
に
従
う
と
と
も
に
、
保
護
者
や
全
 
 

職
員
に
連
絡
し
、
協
力
を
求
め
る
こ
と
。
ま
た
、
 
 
 

感
染
症
に
関
す
る
保
育
所
の
対
応
方
法
等
に
つ
い
 
 

て
、
あ
ら
か
じ
め
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
お
く
 
 

こ
と
。
看
護
師
等
が
配
置
き
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
 
 

そ
の
専
門
性
を
生
か
し
た
対
応
を
図
る
こ
と
。
 
 
 

り
 
子
ど
も
の
疾
病
等
の
事
態
に
備
え
、
医
務
室
等
 
 

の
環
境
を
整
え
、
救
急
用
の
薬
品
、
材
料
等
を
常
 
 
 

備
し
、
適
切
な
管
理
の
下
に
全
職
貞
が
対
応
で
き
 
 

る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
。
 
 
 

環
境
及
び
衛
生
管
理
並
び
に
安
全
管
理
 
 

H
環
境
及
び
衛
生
管
理
 
 
 

ア
 
施
設
の
温
度
、
湿
度
、
換
気
、
採
光
、
音
な
ど
 
 

の
環
境
を
常
に
適
切
な
状
態
に
保
持
す
る
と
と
も
 
 
 

に
、
施
設
内
外
の
設
備
、
用
具
等
の
衛
生
管
理
に
 
 

努
め
る
こ
と
。
 
 
 

イ
 
子
ど
も
及
び
職
員
が
、
手
洗
い
等
に
よ
り
清
潔
 
 
 

を
保
つ
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
施
設
内
外
の
保
 
 
 

健
的
環
境
の
維
持
及
び
向
上
に
努
め
る
こ
と
。
 
 

出
 
事
故
防
止
及
び
安
全
対
策
 
 
 

ア
 
保
育
中
の
事
故
防
止
の
た
め
に
、
子
ど
も
の
心
 
 
 

身
の
状
態
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
保
育
所
内
外
の
安
 
 
 

全
点
検
に
努
め
、
安
全
対
策
の
た
め
に
職
員
の
共
 
 
 

通
理
解
や
体
制
作
り
を
図
る
と
と
と
も
に
、
家
庭
 
 
 

や
地
域
の
諸
機
関
の
協
力
の
下
に
安
全
指
導
を
行
 
 
 

一
つ
こ
と
。
 
 
 

イ
 
子
ど
も
の
心
身
の
健
康
状
態
や
疾
病
等
の
把
撞
 
 
 

の
た
め
に
、
嘱
託
医
等
に
よ
り
定
期
的
に
健
康
診
 
 
 

断
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
記
録
し
、
保
育
に
活
用
 
 
 

す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
に
連
絡
し
、
保
護
者
が
 
 
 

子
ど
も
の
状
態
を
理
解
し
、
日
常
生
活
に
活
用
で
 
 

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
 
 

国
 
疾
病
等
へ
の
対
応
 
 
 

ア
 
保
育
中
に
体
調
不
良
や
傷
害
が
発
生
し
た
場
合
 
 
 

に
は
、
そ
の
子
ど
も
の
状
態
等
に
応
じ
て
、
保
護
 
 
 

者
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
適
宜
、
嘱
託
医
や
子
 
 
 

ど
も
の
か
か
り
つ
け
医
等
と
相
談
し
、
適
切
な
処
 
 
 

置
を
行
う
こ
と
。
看
護
師
等
が
配
置
さ
れ
て
い
る
 
 
 

場
合
に
は
、
そ
の
専
門
性
を
生
か
し
た
対
応
を
図
 
 

る
こ
と
。
 
 

国
 
子
ど
も
が
自
ら
の
感
覚
や
体
験
を
通
し
て
、
自
然
 
 

の
恵
み
と
し
て
の
食
材
や
調
理
す
る
人
へ
の
感
謝
の
 
 
 

気
持
ち
が
育
つ
よ
う
に
、
子
ど
も
と
調
理
員
と
の
関
 
 
 

わ
り
や
、
調
理
室
な
ど
食
に
関
わ
る
保
育
環
境
に
配
 
 

慮
す
る
こ
と
。
 
 
 

㈱
 
体
調
不
良
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
、
障
害
の
あ
る
子
 
 
 

ど
も
な
ど
、
一
人
一
人
の
子
ど
も
の
心
身
の
状
態
等
 
 
 

に
応
じ
、
嘱
託
医
、
か
か
り
つ
け
医
等
の
指
示
や
協
 
 
 

力
の
下
に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
。
栄
養
士
が
屯
置
 
 
 

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
専
門
性
を
生
か
し
た
対
応
を
 
 

図
る
こ
と
。
 
 

4
 
健
康
及
び
安
全
の
実
施
体
制
等
 
 
 

施
設
長
は
、
入
所
す
る
子
ど
も
の
健
康
及
び
安
全
に
 
 
 

最
終
的
な
責
任
を
有
す
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
こ
の
章
 
 
 

の
1
か
ら
3
ま
で
に
規
定
す
る
事
項
が
保
育
所
に
お
い
 
 
 

て
適
切
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
、
次
の
事
項
に
留
意
し
、
 
 

保
育
所
に
お
け
る
健
康
及
び
安
全
の
実
施
体
制
等
の
整
 
 
 

備
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

H
 
全
職
員
が
健
康
及
び
安
全
に
関
す
る
共
通
理
解
を
 
 
 

深
め
、
適
切
な
分
担
と
協
力
の
下
に
年
間
を
通
じ
て
 
 
 

計
画
的
に
取
り
組
む
こ
と
。
 
 

出
 
取
組
の
方
針
や
具
休
的
な
活
動
の
企
画
立
案
及
び
 
 
 

保
育
所
内
外
の
連
絡
調
整
の
業
務
に
つ
い
て
、
専
門
 
 
 

的
職
員
が
担
当
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
。
栄
養
 
 
 

士
及
び
看
護
師
等
が
配
置
き
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
 
 
 

そ
の
専
門
性
を
生
か
し
て
業
務
に
当
た
る
こ
と
。
 
 
 

イ
 
災
害
や
事
故
の
発
生
に
備
え
、
危
険
箇
所
の
点
 
 

検
や
避
難
訓
練
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
外
部
か
 
 

ら
の
不
審
者
等
の
侵
入
防
止
の
た
め
の
措
置
や
訓
 
 

練
汝
ど
不
測
の
事
態
に
備
え
て
必
要
な
対
応
を
図
 
 

る
こ
と
。
ま
た
、
子
ど
も
の
精
神
保
健
面
に
お
け
 
 

る
対
応
に
留
意
す
る
こ
と
。
 
 

3
 
食
育
の
推
進
 
 
 

保
育
所
に
お
け
る
食
育
は
、
健
康
な
生
活
の
基
本
と
 
 
 

し
て
の
「
食
を
営
む
力
」
の
育
成
に
向
け
、
そ
の
基
礎
 
 
 

を
培
う
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
．
次
の
事
項
に
留
意
し
て
 
 
 

実
施
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
 
 

H
 
子
ど
も
が
生
活
と
遊
び
の
中
で
、
意
欲
を
持
っ
て
 
 
 

食
に
関
わ
る
体
験
を
積
み
重
ね
、
食
べ
る
こ
と
を
楽
 
 
 

し
み
、
食
事
を
楽
し
み
合
う
子
ど
も
に
成
長
し
て
い
 
 
 

く
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 
 

出
 
乳
幼
児
期
に
ふ
さ
わ
し
い
食
生
活
が
展
開
さ
れ
、
 
 
 

適
切
な
援
助
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
食
事
の
提
供
を
含
 
 
 

む
食
育
の
計
画
を
作
成
し
、
保
育
の
計
画
に
位
置
付
 
 
 

け
る
と
と
も
に
、
そ
の
評
価
及
び
改
善
に
努
め
る
こ
 
 

と
。
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国
 
保
讃
者
と
常
に
密
接
な
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
 
 
 

保
育
所
全
体
の
方
針
や
取
魁
に
つ
い
て
、
周
知
す
る
 
 

よ
う
努
め
る
こ
と
。
 
 
 

㈲
 
市
町
村
の
支
援
の
下
に
、
地
域
の
関
係
機
関
等
と
 
 

の
日
常
的
な
連
携
を
図
り
、
必
要
な
協
力
が
得
ら
れ
 
 

る
よ
う
努
め
る
こ
と
。
 
 

第
六
♯
 
保
護
者
に
対
す
る
支
援
 
 
 

保
育
所
に
お
け
る
保
護
者
へ
の
支
援
は
、
保
育
士
等
の
 
 

業
務
で
あ
り
、
そ
の
専
門
性
を
生
か
し
た
子
育
て
支
援
の
 
 

役
割
は
、
特
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
保
育
所
は
、
第
一
 
 

章
（
総
則
）
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
特
性
を
生
 
 

か
し
、
保
育
所
に
入
所
す
る
子
ど
も
の
保
護
者
に
対
す
る
 
 

支
援
及
び
地
域
の
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
職
 
 

員
間
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
次
の
事
項
に
留
意
し
て
、
 
 

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
 
 

1
 
保
育
所
に
お
け
る
保
護
者
に
対
す
る
支
援
の
基
本
 
 
 

日
 
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
考
慮
し
、
子
ど
も
の
福
 
 
 

祉
を
重
視
す
る
こ
と
。
 
 
 

出
 
保
護
者
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
成
長
の
喜
び
を
共
 
 

有
す
る
こ
と
。
 
 
 

8
 
保
育
に
関
す
る
知
識
や
技
術
な
ど
の
保
育
士
の
専
 
 
 

門
性
や
、
子
ど
も
の
集
団
が
常
に
存
在
す
る
環
境
な
 
 

ど
、
保
育
所
の
特
性
を
生
か
す
こ
と
。
 
 
 

画
一
人
一
人
の
保
護
者
の
状
況
を
踏
ま
え
、
子
ど
も
 
 

と
保
護
者
の
安
定
し
た
関
係
に
配
慮
し
て
、
保
護
者
 
 
 

の
養
育
力
の
向
上
に
賀
す
る
よ
う
、
適
切
に
支
援
す
 
 

る
こ
と
。
 
 
 

㈲
 
子
育
て
等
に
関
す
る
相
談
や
助
言
に
当
た
っ
て
 
 

は
、
保
護
者
の
気
持
ち
を
受
け
止
め
、
相
互
の
信
頼
 
 

関
係
を
基
本
に
、
保
護
者
一
人
一
人
の
自
己
決
定
を
 
 

尊
重
す
る
こ
と
。
 
 
 

因
 
子
ど
も
の
利
益
に
反
し
な
い
限
り
に
お
い
て
、
保
 
 

護
者
や
子
ど
も
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
、
知
り
得
 
 

た
事
柄
の
秘
密
保
持
に
留
意
す
る
こ
と
。
 
 
 

他
 
地
域
の
子
育
て
支
援
に
関
す
る
資
源
を
積
極
的
に
 
 
 

活
用
す
る
と
と
も
に
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る
地
域
 
 

の
関
係
機
関
、
団
体
等
と
の
連
携
及
び
協
力
を
図
る
 
 

こ
と
。
 
 
 

保
育
所
に
入
所
し
て
い
る
子
ど
も
の
保
護
者
に
対
す
 
 

る
支
援
 
 

H
 
保
育
所
に
入
所
し
て
い
る
子
ど
も
の
保
護
者
に
対
 
 
 

す
る
支
援
は
、
子
ど
も
の
保
育
と
の
密
接
な
関
連
の
 
 
 

中
で
、
子
ど
も
の
送
迎
時
の
対
応
、
相
談
や
助
言
、
 
 
 

連
絡
や
通
信
、
会
合
や
行
事
な
ど
様
々
な
機
会
を
活
 
 
 

用
し
て
行
う
こ
と
。
 
 

日
 
保
護
者
に
対
し
、
保
育
所
に
お
け
る
子
ど
も
の
様
 
 
 

子
や
日
々
の
保
育
の
意
図
な
ど
を
説
明
し
、
保
護
者
 
 
 

と
の
相
互
理
解
を
図
る
よ
う
努
め
る
こ
と
1
 
 

団
 
保
育
所
に
お
い
て
、
保
護
者
の
仕
事
と
子
育
て
の
 
 
 

両
立
等
を
支
援
す
る
た
め
、
通
常
の
保
育
に
加
え
て
、
 
 
 

保
育
時
間
の
延
長
、
休
日
、
夜
間
の
保
育
、
病
児
・
 
 
 

病
後
児
に
対
す
る
保
育
な
ど
多
様
な
保
育
を
実
施
す
 
 
 

る
場
合
に
は
、
保
護
者
の
状
況
に
配
慮
す
る
と
と
も
 
 
 

に
、
子
ど
も
の
福
祉
が
尊
重
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
 
 
 

と
。
 
 

圃
 
子
ど
も
に
障
害
や
発
達
上
の
課
題
が
見
ら
れ
る
場
 
 
 

合
に
は
、
市
町
村
や
関
係
機
関
と
連
携
及
び
協
力
を
 
 
 

図
り
つ
つ
、
保
護
者
に
対
す
る
個
別
の
支
援
を
行
う
 
 
 

よ
う
努
め
る
こ
と
。
 
 

㈲
 
保
護
者
に
育
児
不
安
等
が
見
ら
れ
る
場
合
に
は
、
 
 
 

保
護
者
の
希
望
に
応
じ
て
個
別
の
支
援
を
行
う
よ
う
 
 
 

努
め
る
こ
と
。
 
 

㈹
 
保
護
者
に
不
適
切
な
養
育
等
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
 
 
 

は
、
市
町
村
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
要
保
護
児
童
 
 
 

対
策
地
域
協
議
会
で
検
討
す
る
な
ど
適
切
な
対
応
を
 
 
 

図
る
こ
と
。
 

速
や
か
に
市
町
村
又
は
児
童
相
談
所
に
通
告
し
、
適
 
 
 

切
な
対
応
を
図
る
こ
と
。
 
 
 

地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
 
 

H
 
保
育
所
は
、
児
童
福
祉
法
第
四
十
八
粂
の
一
「
の
規
 
 
 

定
に
基
づ
き
、
そ
の
行
う
保
育
に
支
障
が
な
い
限
り
 
 
 

に
お
い
て
、
地
域
の
実
情
や
当
該
保
育
所
の
体
制
等
 
 
 

を
踏
ま
え
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
な
地
域
の
保
護
者
等
 
 
 

に
対
す
る
子
育
て
支
援
を
積
極
的
に
行
う
よ
う
努
め
 
 
 

る
こ
と
。
 
 
 

ア
 
地
域
の
子
育
て
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
 
 
 

切
 
子
育
て
家
庭
へ
の
保
育
所
機
能
の
開
放
（
施
 
 

設
及
び
設
備
の
開
放
、
休
験
保
育
等
）
 
 
 

伸
 
子
育
て
等
に
関
す
る
相
談
や
援
助
の
実
施
 
 

例
 
子
育
て
家
庭
の
交
流
の
場
の
提
供
及
び
交
流
 
 

の
促
進
 
 

回
 
地
域
の
子
育
て
支
援
に
関
す
る
情
報
の
提
供
 
 
 

イ
 
一
時
保
育
 
 

日
 
市
町
村
の
支
援
を
得
て
、
地
域
の
関
係
機
関
、
団
 
 
 

体
等
と
の
積
極
的
な
連
携
及
び
協
力
を
図
る
と
と
も
 
 
 

に
、
子
育
て
支
援
に
関
わ
る
地
域
の
人
材
の
積
極
的
 
 
 

な
活
用
を
図
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。
 
 
 

団
 
地
域
の
要
保
護
児
童
へ
の
対
応
な
ど
、
地
域
の
子
 
 
 

ど
も
を
め
ぐ
る
諸
課
題
に
対
し
、
要
保
護
児
童
対
策
 
 
 

地
域
協
議
会
な
ど
関
係
機
関
等
と
連
携
、
協
力
し
て
 
 
 

取
り
組
む
よ
う
努
め
る
こ
と
。
 
 

第
七
‡
 
職
員
の
資
質
向
上
 
 
 

策
一
章
（
総
則
）
か
ら
前
章
（
保
護
者
に
対
す
る
支
援
）
 
 

ま
で
に
示
さ
れ
た
事
項
を
踏
ま
え
、
保
育
所
は
、
質
の
高
 
 

い
保
育
を
展
開
す
る
た
め
、
絶
え
ず
、
一
人
一
人
の
職
員
 
 

に
つ
い
て
の
資
質
向
上
及
び
職
員
全
体
の
専
門
性
の
向
上
 
 

を
図
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

1
 
職
員
の
資
質
向
上
に
関
す
る
基
本
的
事
項
 
 
 

職
員
の
資
質
向
上
に
関
し
て
は
、
次
の
事
項
に
留
意
 
 
 

し
て
取
り
組
む
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

H
 
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
考
慮
し
、
人
権
に
配
慮
 
 
 

し
た
保
育
を
行
う
た
め
に
は
、
職
員
一
人
一
人
の
倫
 
 
 

理
観
、
人
間
性
並
び
に
保
育
所
職
員
と
し
て
の
職
務
 
 
 

及
び
責
任
の
理
解
と
自
覚
が
基
盤
と
な
る
こ
と
。
 
 
 

出
 
保
育
所
全
体
の
保
育
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
 
 
 

職
員
一
人
一
人
が
、
保
育
実
践
や
研
修
な
ど
を
通
じ
 
 

て
保
育
の
専
門
性
な
ど
を
高
め
る
と
と
も
に
、
保
育
 
 
 

実
践
や
保
育
の
内
容
に
関
す
る
職
員
の
共
通
理
解
を
 
 

図
り
、
協
働
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
。
 
 
 

出
 
職
員
同
士
の
信
頼
関
係
と
と
も
に
、
職
員
と
子
ど
 
 

も
及
び
職
員
と
保
護
者
と
の
信
頼
関
係
を
形
成
し
て
 
 

さ
ん
 
 

い
く
中
で
、
常
に
自
己
研
債
に
努
め
、
喜
び
や
意
欲
 
 

を
持
っ
て
保
育
に
当
た
る
こ
と
。
 
 
 

施
設
長
の
責
務
 
 
 

施
設
長
は
、
保
育
の
質
及
び
職
員
の
資
質
の
向
上
の
 
 

た
め
、
次
の
事
項
に
留
意
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
環
 
 

境
の
確
保
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

H
 
施
設
長
は
、
保
育
所
の
役
割
や
社
会
的
責
任
を
遂
 
 
 

行
す
る
た
め
に
、
法
令
等
を
遵
守
し
、
保
育
所
を
取
 
 
 

り
巻
く
社
会
情
勢
な
ど
を
踏
ま
え
、
そ
の
専
門
性
等
 
 
 

の
向
上
に
努
め
る
こ
と
。
 
 

出
 
第
四
章
（
保
育
の
計
画
及
び
評
価
）
の
2
の
H
（
保
 
 
 

育
士
等
の
自
己
評
価
）
及
び
出
（
保
育
所
の
自
己
評
 
 
 

価
）
等
を
踏
ま
え
、
職
員
が
保
育
所
の
課
題
に
つ
い
 
 
 

て
共
通
理
解
を
深
め
、
協
力
し
て
改
善
に
努
め
る
こ
 
 
 

と
が
で
き
る
体
制
を
作
る
こ
と
。
 
 

団
 
職
員
及
び
保
育
所
の
課
題
を
踏
ま
え
た
保
育
所
内
 
 
 

外
の
研
修
を
体
系
的
、
計
画
的
に
実
施
す
る
と
と
も
 
 

き
ん
 
 
 

に
、
職
員
の
自
己
研
揖
に
対
す
る
援
助
や
助
言
に
努
 
 
 

め
る
こ
と
。
 
 
 

職
員
の
研
修
等
 
 

H
 
職
員
は
、
子
ど
も
の
保
育
及
び
保
護
者
に
対
す
る
 
 
 

保
育
に
関
す
る
指
導
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
 
 
 

自
己
評
価
に
基
づ
く
課
題
等
を
踏
ま
え
、
保
育
所
内
 
 
 

外
の
研
修
等
を
通
じ
て
、
必
要
な
知
識
及
び
技
術
の
 
 
 

修
得
、
維
持
及
び
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

出
 
職
員
一
人
一
人
が
課
題
を
持
っ
て
主
体
的
に
学
ぶ
 
 
 

と
と
も
に
、
他
の
職
員
や
地
域
の
関
係
機
関
な
ど
、
 
 
 

様
々
な
人
や
場
と
の
関
わ
り
の
中
で
共
に
学
び
合
う
 
 
 

環
境
を
醸
成
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
保
育
所
の
活
 
 
 

性
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
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障障発第0331，002号  

平成21年3月31日  

各都道府県障害保健福祉主管部（局）長殿  

厚生労働省社会・援護局  

障害保健福祉部障害福祉課長  

栄養マネジメント加算及び経■ロ移行加算等に関する  

事務処理手順例及び様式例の提示について   

障害児及び障害者（以下「障害（児）者」という。）が自立して快適な日常生活を営  

み、尊厳ある自己実現をめざすためには、障害（児）者一人ひとりの栄養健康状態の維  

持や食生活の質の向上を図ることが不可欠であり、今般、個別の障害（児）者の栄養健  

康状態に着目した栄養ケア・マネジメントの実施を栄養マネジメント加算として評価す  

ることとしたところである。   

今般、事務処理手順及び様式例を下記のとおりお示しするので、御了知の上、管内市  

町村、関係団体、関係機関にその周知を図られたい。   

当該事務処理手順例及び様式例は、栄養ケアーマネジメントの適切な実施に資するよ  

う一つの参考例としてお示しするに止まるものであり、当該事務処理手順例及び様式例  

によらない場合であっても、適正に個別の障害（児）者の栄養健康状態に着目した栄養  

ケア・マネジメントが実施できている場合においては、報酬算定上評価して差し支えな  

いものであるので念のため申し添える。  

記  

1．栄養ケア・マネジメントの実務等について  

（1）栄養ケア・マネジメントの体制   

ア．栄養ケア・マネジメントは、ヘルスケアサービスの一環として、個々人に最適  

な栄養ケアを行い、その実務遂行上の機能や方法手順を効率的に行うための体制  

をいう。   

イ．施設長又は管理者（以下、「施設長」という。）は、医師、管理栄養士（平成24  

年3月31日までの間に限り、栄養管理業務に閲し5年以上の実務経験を有する栄   



養士を含む。以下同じ。）、サービス管理責任者、看護職員及び生活支援員その他   

の職種が共同して栄養ケア・マネジメントを行う体制を整備する。また、入所児   

又は入所者（以下「入所（児）者」という。）の口腔ケア、摂食・噴下等に問題が   

ある場合には、歯科医師等との連携がとれるように体制を整備する。   

ウ．施設長は、各施設における栄養ケアtマネジメントに関する手順（栄養スクリ   
ー ニング、栄養アセスメント、栄養ケア計画、モニタリング、評価等）をあらか  

じめ定める。この事順については、関係者で共有する。   

エ．管理栄養士は、入所（児）者に適切な栄養ケアを効率的に提供できるよう関連   

職種との連絡調整を行う。   

オ．看護職員及び生活支援員は、入所（児）者の全身状態、日常的な生活状況（食   

事状況、身体活動、食行動）について、管理栄養士に情報提供を行う。   

力．施設長は、栄養ケア・マネジメント体制に関する成果を含めて評価し、改善す   

べき課題を設定し、継続的な品質改善に努める。   

（2）栄養ケア・マネジメントの実務   

ア．サービス開始時における情報収集  

管理栄養士は、関連職種と連携して、サービス開始時までに適切な栄養ケア・   

マネジメントを実施するための情報を収集するものとする。情報の収集に当たっ   

ては、入所（児）者、家族等より希望を聴取するほか、必要に応じて主治の医師   

から情報提供を受け取ることが望ましい。   

イ．栄養スクリーニングの実施  

管理栄養士は、関連職種と連携して、入所（児）者の入所後1週間以内に、関   

連職種と共同して、低栄養又は過栄養状態のリスクを把握する（以下「栄養スク   

リーニング」という。）。なお、栄養スクリーニングは、別紙1の様式例を参照の   

上、作成する。   

ウ．栄養アセスメントの実施  

管理栄養士は、栄養スクリーニングを踏まえ、入所（児）者毎に解決すべき課題   

を把握する（以下「栄養アセスメント」という。）。栄養アセスメントの実施に当   

たっては、別紙2の様式例を参照の上、作成する。  

医師からの療養食の指示の有無、通院状況（治療経過、服薬等）及び身体状況   

（臨床データ、下痢・便秘、浮腫、裾療、歯の状態、発熱等）については、看護   

職員から情報を収集し、記入する。日常生活機能（身支度、歩行等）や日常的な   

食事摂取、食行動の状況（岨囁、噴下、過食、早食い等）及び生活状況について   

は、生活支援負から情報を収集し、記入する。   

エ．栄養ケア計画の作成  

① 管理栄養士は、上記の栄養アセスメントに基づいて、入所（児）者のi）栄  

養補給（補給方法、エネルギー・たんばく質量、療養食の適用、食事の形態等  

食事の提供に関する事項等）、ii）栄養食事相談、iii）課題解決のた吟の関連職  

種の分担等について、関連職種と共同して、別紙3の様式例を参照の上、栄養  

ケア計画原案を作成する。なお、個別支援計画の中に、栄養ケア計画に相当す  

る内容を記載する場合は、その記載をもって栄養ケア計画の作成に代えること  

ができるものとする。  

② 管理栄養士は、サービス担当者会議（入所（児）者に対する個別支援の提供   



に当たる担当者の会議）に出席し、栄養ケア計画原案を報告し、関連職種との  

話し合いのもと、栄養ケア計画を完成させる。栄養ケア計画の内容を、個別支  

援計画にも適切に反映させる。   

③ 医師は、栄養ケア計画の実施に当たり、その内容等を確認する。  
オ．入所（児）者又は家族等への説明  

管理栄養士は、サービスの提供に際して、栄養ケア計画を入所（児）者又は家   
族等に説明し、サービス提供に関する同意を得る。その際、栄養ケア計画の写し   
を交付することとする。  

力．栄養ケアの実施   
① サービスを担当する管理栄養士及び関連職種は、医師の指導等に基づき栄養  

ケア計画に基づいたサービスの提供を行う。   

② 管理栄養士は、食事の提供に当たっては、給食業務の実際の責任者としての  
役割を担う者（管理栄養士、栄養士i調理師等）に対して、栄養ケア計画に基  
づいて個別対応した食事の提供ができるように説明及び指導する。  

なお、給食業務を委託している場合においては、委託業者の管理栄養士等と  
の連携を図る。   

③ 管理栄養士は、栄養ケア計画に基づいて、栄養食事相談を実施する。   
④ 管理栄養士は、関連職種と共同して食事摂取状況や食事に関するアクシデン  

トの事例等の把握を行う。   
⑤ 管理栄養士は、栄養ケア提供の主な経過を記録する。記録の内容は、栄養補  

給（食事の摂取量等）の状況や内容の変更、栄養食事相談の実施内容、課題解  
決に向けた関連職種のケアの状況等とする。  

なお、個別支援計画のサービスの提供の記録lこおいて管理栄養士が栄養ケア  

提供の経過を記録する場合にあっては、当該記録とは別に栄養マネジメント加  

算の算定のために栄養ケア提供の経過を記録する必要はないものとする。  

キ．実施上の問題点の把握   
サービスを担当する管理栄養士及び関連職種は、栄養ケア計画の変更が必要と   

なる状況を適宜把握する。栄養ケア計画の変更が必要になる状況が確認された場   

合には、対応する関連の職種へ報告するとともに計画の変更を行う。  
ク．モニタリングの実施  

（》 モニタリングは、栄養ケア計画に基づいて、栄養状態の低リスク者は3か月   

毎、栄養状態の高リスク者及び栄養補給法の移行の必要性がある者の場合には、  
2週間毎を基本に適宜行う。ただし、栄養状態の低リスク青も含め、体重は1  
か月毎に測定する。   

② サービスを担当する管理栄養士及び関連職種は、長期目標の達成度、体重等   
の栄養状態の改善状況、栄養補給量等をモニタリングし、総合的な評価判定を   

行うとともに、サービスの質の改善事項を含めた、栄養ケア計画の変更の必要   
性を判断する。モニタリングの記垂剥ま、別紙2の様式例を参照の上、作成する。  

ケ．再栄養スクリーニングの実施   

管理栄養士は、関連職種と連携して、栄養状態のリスクにかかわらず、栄養ス  

クリ一手ングを3か月毎に実施する。  
コ．栄養ケア計画の変更及び退所時の説明等   

栄養ケア計画の変更が必要な場合には、管理栄養士は、サービス管理表佳肴に、  

■
r
∵
高
が
竹
」
 
 
 コ

 
 
 



栄養ケア計画の変更を提案し、サービス担当者会議等において計画の変更を行う。  

計画の変更については、入所（児）者又は家族へ説明し同意を得る。  

また、入所（児）者の退所時には、総合的な評価を行い、その結果を入所く児）  

音叉は家族に説明するとともに、必要に応じて相談支援専門員や関係機関との連  

携を図る。   

2．経口移行加算等について  

経口移行加算に係る経口移行計画及び経口維持加算に係る経口維持計画につい   

ては、別紙3の栄養ケア計画の様式例を準用する。  

また、個別支援計画の中に、経口移行計画又は経口維持計画に相当する内容をそ   

れぞれ記載する場合は、その記載をもって経口移行計画又は経口維持計画の作成に   

代えることができるものとする。  

なお、栄養マネジメント加算を算定している入所（児）者にあっては、栄養ケア   

計画と一体のものとして作成する。   



栄養マネジメント加算における栄養マネジメントの概要（イメージ図）   

支線のプロセス三   



栄養スクリーニング   （様式例）  

記入者氏名  作成年月日  年  

栄養状態のリスクのレベル  

■肥満度を判定した指標を入れる  －＊検査値がわかる場合に記入  

【栄養状態のt」スクの判断】  

○上記の全ての項目が低リスクに該当する場合には、「低リスク」と判断する。高リスクにひとつでも該当する項目があ  
れば「高リスク」と判断する。それ以外の場合は「中リスク」と判断する。  
○食事摂取量、栄養補給法については、その程度や個々人の状態等により、栄養状態のリスクは異なることが考えられる  
ため、入所（児）者個々の状態に応じて判断し、「高リスク」と判断される場合もある。  

知的 障害  19～26未満   
成人BMI柚  

肥  （18歳以上）  

満  
幼児期カウプ指数 （3′～5歳）   15′）19未満   

度  

（6′）11歳）  または30％未満   

思春期 肥満度   －15％未満   

（12歳～17歳）  または30％未満   

変化なし   

体重変化率  （増減：3％未満）   3ケ月に3～7．5％未満   3ケ月に7．5％以上  

6ケ月に3（ノ10％未満   6ケ月に10％以上   

血清アルブミン値 （成人のみ）    3．6g／dl以上   
3．0′〉3．5g／dl   3．0g／dl未満   

食事摂取量  76～100％   75％以下  

経腸栄養 静脈栄羞  
栄養補給法  

＿＿－■一一′  

裾 癒  裾癌   

榊大和正浩子、中山健夫：知的障害者（児）・身体障害者（児）における健康・栄養状態における横断的研究一多施設共同研究－、厚生労働科学  
研究費補肋金「障害者の健康状態・栄養状態の把握と効果的な支援に関する研究」平成19年度総括・分担研究報告書、2008．p167－174から  
算出．   



栄養アセスメント・モニタリンク（様式例）  

利■用書名  記入者  

身体状況、栄養・食事に  家族構成と  
関する意向  キーパーソン   

（以下は、入所者個々の状態に応じて作成）  

実 施 日  年 月 日（記入者名）   年 月 日（記入者名）   年 月 日（記入者名）   

身  （kg）   （kg）   （kg）  

体  

3％以上の体重変化  ロ無 口有（ k／ヶ月）  □無 口有（ kg／ヶ月）  □無 口有（ kg／ヶ月）  
計  

血清アルブミン値（g／dl）   口無 口有  （g／d】）  口無 口有  （g／dl）  □無 口育  （g／dl）  

測  
圧、高血糖、脂質異常症、  

等   

食事摂取の状況2）   

〔  

［ 〕  

〕  〔  
％  ［  ］  

〕  〔  
％  【  ］  

〕   

％  
栄  
養  ］  ％  ［  】  ％  ［  】  

食  

％  

給  〕  ％  ［  〕  ％  【  ］  ％  

生  
状  ・副菜の摂取状況2l  【  ］  

％  ［  ］  ％  ［  ］  ％  

活  ］  ％  ［  ］  ％  【  ］  ％  
経腸・静脈栄養など）  （  ）  （  ）  （  ）  

状  kcal   kcal   kca】   

（エ袖‡－・たんば＜質など）  g   g   g  

況            食事の留意事項の有無  ロ無 口有   □無 口有   □無 口有   

（療養食の指示、食事形態、噂  
等   好、禁忌、アレルギーなど）  〕  〔  

その他（食習慣、生活習慣、  

〔  〕  〔  

食行動などの留意事項など）  〕  「  
ロ過食 口拒食 口偏食   □過食 □拒食 口偏食   口過食 口拒食 口偏食  

多 職   口早食い・丸呑み □異食   口早食い・丸呑み □異食   口早食しト丸呑み □異食   

種  □盗食 □隠れ食い   □盗食 口隠れ食い   □盗食 □隠れ食い   

に  □開口・閉口障害 □食べこぼし  □開口・開口障害 □食べこぼし  ロ開口・閉口障害 口食べこぼし   

低栄養・過栄養関連問題                                                     よ    □裾瘡 口口腔及び摂食・囁下  □裾癌 ロ口腔及び摂食・膝下  口碑瘡 □口腔及び摂食・喋下  る    ロ嘔気t嘔吐 □下痢1更秘  □嘔気・嘔吐 □下痢卜便秘  □嘔気・嘔吐 □下痢・便秘   

栄  □浮腫・口脱水 口感染・発熱  □浮腫 □脱水 □感染・発熱  口浮腫 □脱水 口感染・発熱   

養  □経腸・静脈栄養   □経腸・静脈栄養   □経腸・静脈栄養   
ケ  ロ生活機能の低下   □生活機能の低下   □生活機能の低下   
ア  □医薬品 □その他   □医薬品 □その他   □医薬品 □その他  
の  
課  

題  

①身体計測等  口無口有 □無口有 □無口有 
〕  

問  □無口有〔  〕  口無口有〔  〕  □無口有〔  

題  ③食行動  □無口有〔  〕  □無口有〔  〕  □無口有〔  

〕  

点  ④身休症状  □無口有〔  〕  口無口有〔  〕  □無口有〔  

〕  

⑤その他  □無口  ロ無口有 □無口有 

〕  

評価・判定  
口改善 □改善傾向 □維持  □改善 □改善傾向 □維持  □改善 □改善傾向 巳維持  

□改善が認められない   口改善が認められない   口改善が認められない   

1）成人はBMl、幼児期はカウプ指数、学童期・思春期は肥満度を記入。3歳末満は乳児身体発育曲線または幼児身体発育曲線を那乱  
2）【1：良 2：不良］の中から【〕へ該当数字を記入し、食事摂取量を％で記乱  
※ 利用者の状態及び家族等の状況により、確認できない場合は「空欄」とする。  

一
丁
 
 
 
 
J
「
、
 
 
 

r  



栄養ケア計画書 （様式例）  

氏名   殿  入所日   年  月  日   

作成者  初回作成日   年   月  日   

利用者  作成（変更）日   年   月  日  

または  

家族の意向  説明と同意冒   年   月  日   

栄養状態のリスク（D低 口中 口高）  サイン   

解決すべき課題  

（ニーズ）  

続柄   

長期目標と期間  

栄養ケア   

短期目標と期間  
担当者  頻厚  期間  

特記事項  

栄養ケア提供経過記録  

サービス提供項目  

■■■疇－●●■■■－一一－一一－－－－－－－－－－－－－■■■■－－－－一一－－－－－－－一一一一－－－－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－－－－一一一一－－－●●－－－－－－●－■●■■－■■一■■■■■■●  

■■■－－■－■■－－－－－一1－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－－－－－－－－■●－－－■■■■－一■■■－■●－■■一一一－●－－■■－■■－■  

■■■－－■■●■－－－一一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一一一一－－－－－－－－－－－一－－－－－－←－－－－－－－一一－－■－－一一一●－－－－●－－■－■■■■■■■■■■■  

■■■－■■■■■■●一■●■－t一－－－－－－－－－－－一一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－t－－－－－－－－－－－一－－－一一－－－－－－－－－■一■■■■●－■■■■一■■－■■－■一一－■●一  

■■■■■■－－●■－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－－－－－－－－－－一一－－－－－－－一－一一－－－－－－－一一－一一－－－－－－－－一一－－－■■■一一■一一■■－■■－■－■－一■－■■■－■■■■  

－－－●■●■■■■■■一■■一一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－－－－－－－－■－－一一一－■－■■■■■■■■一一－■■■●  

一■■－－■■■一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一－－－－－－－－－■一■－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－－t－－－－一－－－－－－－一一－－－－－－－一曽■－●■●■■●■■■■■●－－－－●●－■  
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